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序 章 はじめに

⚑．研究の背景
本研究を行うに至った背景は，次の通りで

ある。
まずは，教員の過重労働問題である。日本

の教員は世界の教員の中で最も長時間労働で
ある。とくに，課外活動の指導時間が長いと
言われている。また，経験の有無にかかわら
ず全教員が顧問を受け持つなど，土日祝日も
休みなく，わずかな手当で，指導に当たらな
ければならない。こうした状況に対して，近
年ʠブラック部活動ʡという言葉がクローズ
アップされ，内田（2017）を中心に，SNS な
どを通じて大きな議論を引き起こしている。

バブル経済崩壊といわれる平成⚓（1991）
年頃以降，失われた 20 年と評されるように，
末端従業員に過重負担を強いる企業が増え，
そうした企業を，ブラック企業と呼ぶように
なり，それに倣った格好である。また，前川

（2018）は，⽛部活大好き教師⽜は辞めよと手
厳しく批判し，同時に教員の現状を理解し本
分を弁えよ，さらに，そういう教員は，部活
動指導員を職業とすべしと言っている。妹尾

（2017）は，⽛部活大好き教員⽜を近年のアイ
ドルグループの名称に擬えてʠBDKʡと揶揄
している。つまり，BDK 根絶，少なくとも，
BDK らの意識改革を行おうとしているので
ある。

このように，近年，学校運動部活動をめ
ぐっては，スポーツ庁も運動部活動改革に乗

り出している。また，平成 24（2012）年 12 月
に発生した，桜宮高校男子バスケットボール
部員が顧問教員の体罰に起因する自殺案件も
あり，同庁による運動部活動指導の見直しや，
各競技団体における取り組みも急務となって
いる。体罰に関しては，その後も大々的に報
道されているように，残念ながら根絶には
至っていないのが現状である。

学校運動部活動は，学校教育活動の一環で
あるため，教育的な活動が前提でありながら，
多くがスポーツを実施し，大会に出場する競
技として実施している。したがって，勝利至
上主義が問題視されるわけである。つまり，
学校における教育活動である，体育の目的と，
スポーツである競技の目的を混同しているの
が，学校運動部活動となるわけである。体育
は授業で行われる教科の義務的な活動である
が，体育でもスポーツが行われている。学校
運動部活動は教科外の活動で義務ではないが，
同じくスポーツが行われている。同じスポー
ツを行うのであっても，体育で行われれば教
育であるが，教科外活動においては，教育で
はないのだろうか。

体育は，義務的な活動であるので，好き嫌
い，興味の有る無しに関わらず，参加しなけ
ればならない。しかし，学校運動部活動に関
しては，嫌いであり興味がなければ参加せず
に済むのである。義務的な活動でなければ，
廃止しても構わないという見解すらある。日
本のスポーツは学校を基盤として発展してき
た経緯を考えると，現在の学校運動部活動の
状況は憂慮でしかない。しかしながら，日本
の学校教育に体育が設定され，そこでスポー
ツ活動が行われている以上，不可欠である。
筆者も保健体育教員免許を持つものとして，
スポーツの楽しさや良さ，あるいは必要性や
効果を十分伝えられていなかったことへの反
省は感じる。

国民皆教育として学校で体育が実施され，
学校運動部活動が創成されたのは，明治期で
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ある。そして，近代スポーツが日本に伝播し
たのも，明治期である。ほぼ同時期に出現し
た体育とスポーツ，そして，学校運動部活動
がどのように現在のようなかたちになって
いったのか，非常に興味深い。また，現状を
改善する手立てを探るためには，その成立過
程から明らかにしなくてはならない。しかし
ながら，多くの研究者は，それぞれの領域で
問題・課題の解決のため，研究を行い，成果
を発表してきた。

学校運動部活動のあるべき姿を一括に解明
することは容易ではない。筆者も，かねてよ
り，競技的スポーツ集団の組織成果とその影
響要因について，リーダーシップや組織風土，
モチベーション，目標管理，成熟度の観点か
ら研究を続けてきた。また，近年では，総合
型地域スポーツクラブやプロスポーツクラブ
との連携について，模索してきた。そのなか
で，学校運動部活動をいちスポーツチームと
して捉えた場合，個々のマネジメントとして
は成果として現れることはあっても，そもそ
も学校運動部活動の成立過程を把握し，理解
した上で問題や課題に対処していなければ，
全体的な問題の解決にはつながらないと考え
た。現在，批判に晒され，競技志向悪，とま
で言われるようになっているが，明治に創成
されて以降 150 年近く続いてきたことは，む
しろ意味あるものであったからと捉えられる。

伊東（1997）は，文化と文明を次のように
説明している。⽛人間集団の生活のあり方を
一つの玉で表現すると，その玉の内芯には，
集団特有の⽝エートス・観念形態・勝ち・感
情⽞がある。これを文化とする。一方，文明
はこの文化によってつくり出される，⽝制度・
組織・装置⽞であり，これが球の外殻を形成
する⽜したがって，現在の日本の学校運動部
活動というスポーツ文化を転換，変容させる
のであれば，新たな仕組み（文明）を起こさ
なければならない。学校運動部活動の研究の
多くは，戦後以降の研究がほとんどである。

戦前の研究も散見されるが，創成期に遡り現
在に至るまでを通史・通観することで，学校
運動部活動が創成された意味や意義が解明さ
れると考え，歴史的，学史的に，多くの史料
と文献から解き明かすこととした。

⚒．研究の方法と目的
本研究の構成としては，第⚑章学校運動部

活動の【創成期】から，第⚖章学校運動部活
動の【混迷期】に区分し，それぞれの時代背
景毎に紐解き，それぞれの時期に起こった事
象や社会情勢を学校運動部活動つなぎ合わせ
ながら考察する。そのうえで，第⚗章では，
多様化している学校運動部活動の現状を明ら
かにしていき，第⚘章では，日本のスポーツ
の構造自体も大きく変容を遂げていることを
明らかにする。そして，終章では，結語とし
て，まとめとこれからの部活動への提案を行
うものである。

序 章 はじめに
第⚑章 近代スポーツと体育の伝播
第⚒章 学校運動部活動の【創成期】
第⚓章 学校運動部活動の【普及期】
第⚔章 学校運動部活動の【復活期】
第⚕章 学校運動部活動の【安定期】
第⚖章 学校運動部活動の【混迷期】
第⚗章 学校運動部活動の多様化
第⚘章 日本のスポーツの構造変化
終 章 結語とこれからの部活動への提案

時代区分として，概ね年号で分けるもので
あるが，明治を【創成期】，大正から昭和初期
戦前までを【普及期】，昭和戦後以降，高度経
済成長期までを【復活期】，高度経済成長後バ
ブル経済期までを【安定期】，そして，バブル
経済崩壊後，平成から現在までを【混迷期】
とする。
【創成期】は 40 年以上と時代背景，社会情

勢ともに，やや長いものの，そのほかは，約
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20～30 年ほどに分けられ，メリハリがある時
代区分といえる。スポーツと体育の伝播以来，
学校運動部活動の創成，そして，現在まで長
きにわたり継続されているなかで，学校にお
ける⽛体育⽜と⽛スポーツ⽜のパラドキシカ
ルな関係性は，いかに構造化され，変容して
いったのか，明らかにすることが，本研究の
リサーチ・クエスチョンである。

具体的には，学校運動部活動成立の経緯を
探求し，意味・意義を考え，現在の状況との
比較を通じて，現在の問題点を洗い出し，日
本においてスポーツというものが，どのよう
な意味を持つものなのか，ここまで日常生活
に密着していながら，存続の危機にすらある
学校運動部活動状況に対して，現状対処的で
はなく，ダイナミックでイノベーティブな構
想，提案，方策を導こうとするものである。

第⚑章 近代スポーツと体育の伝播

1-1．近代スポーツの日本への伝播
日本に近代スポーツが伝播したのは，明治

初期である。近代スポーツと敢えて表記する
のは，それ以前，日本国内においても平安時
代から戦国時代にかけて，武士の騎射技術を
発揮する機会や，社寺の祭礼や奉納芸，そし
て，⽛家（イエ）⽜の職能や芸能を家職として
蹴鞠など，また，その後庶民が見物する勧進
相撲，節句や祭礼を行う活動と区別するため
である。

明治以前は，主に武士の身体修練に関連し
ていたり，貴族社会における稽古，美意識，
精神文化的な側面で，スポーツの原型が見ら
れた（渡辺，2015）。一般庶民の間においても，
室町時代の応仁の乱後に復興した京都におい
て，羽根つきや毬打（ぎっちょう），綱引き，
相撲が行われていた。

近代スポーツは，イギリスやフランスが発
祥であり，ヨーロッパ近代の合理主義的な発
想によるもので，国や民族，宗教を越えて

ルールを共有するものであるといえる。アメ
リカから日本へ伝播されたバレーボールやバ
スケットボールなどもあるが，その多くは，
明治政府に招かれた外国人教師たちによって
紹介された。

たとえば，英国人フレデリック・ウィリア
ム・ストレンジは，明治⚘（1875）年に現在
の東京大学に着任した英語教師である。そし
て，教鞭を執りながら，ボート，水泳，クリ
ケット，フットボール，陸上競技を学生へ教
えたのである。その後，ストレンジによる熱
心なスポーツ奨励活動により，東京大学と予
備門合同の陸上運動会や日本初の学生レガッ
タである東京大学走舸組競漕会が開催されて
いる。

服部一三（1927）が記した⽛第一高等学校
同窓会報⽜第⚕号⽛思い出すま々に⽜による
と，

⽛その外，外人が幾人もいたが，その中で最も
記念すべきことを残したのは，英国人のスト
レンヂと云ふ人で，この人は競技が好きで
ボートレースとか陸上競技などは皆この人が
始めたんで，盛に奨励して皆にやらしたもん
ぢゃが，その前には開成学校などにもそんな
事は無かったよ。まあこの人は日本の運動競
技界の鼻祖とも云ふ可きぢゃね⽜

また，三宅雪嶺（1962）が記した⽛明治文
化資料叢書⽜第 10 巻スポーツ編⽛大学今昔
譚⽜によると，

⽛外国流の運動は大学で数学受持ちのウイル
ソンが世話したこともあるが，それよりは東
京英語学校，後の大学予備門の教師ストレン
ジといふのがあり，これが熱心に教へ，そこ
で学んだのが大学に入って運動を盛にしたこ
とになる。このストレンジは顔が一種特別で，
名詮自性，人にストレンジと呼ばれ，自らス
トレンジをもって居ったほどであり，本式の
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課業よりも外国流の運動を日本に適用したと
いふストレンジな業績がある⽜

ホーレス・ウィルソンは，アメリカ出身の
明治⚔（1871）年に同じく東京大学で英語教
師として教鞭を執っている。その際，学生に
野球を教えている。このように，日本に近代
スポーツが伝播された当時は，スポーツは一
部のエリート学生に嗜まれていたことがわか
る。明治維新以後，武術や祭礼，神事といっ
た古い行事は一時衰退（中村，1993）してお
り，明治政府による新しい国家の基礎が制度
的に固まる明治 13（1880）年代の半ば以降に，
再び復活する（中村，1993）こととなる。

日本の近代化は，伝統的な価値体系を前提
にした近代化であった。井上（2004）によれ
ば，明治維新後に廃れかけた武術を，スポー
ツ化させることで近代を生き延びさせる手段
としての段級制度を取り入れたという。日本
の芸事の伝承を司ってきた家元制度との連続
性を指摘している（小笠原他，1967）。もっと
も，近代化，西洋化により，目新しいモノに
興味を惹かれ，加えて競技会や運動会を観戦
して楽しむといった娯楽の要素も多分にあり，
こうした間隙に，近代スポーツが伝播し普及
していったといえる。

もうひとり，イギリスの海軍軍人の海軍兵
学寮で教えていた，アーチボルト・ルシア
ス・ダグラスは，日本人学生に慰楽が必要と
して，スポーツが役立つことを認識していた。
また彼はサッカーを教え，日本のサッカーの
起源の一説とも言われている人物である。

ストレンジもダグラス中佐も共に，三宅雪
嶺（1962）が記した⽛明治文化資料叢書⽜第
10 巻スポーツ編⽛大学今昔譚⽜のなかで，

⽛運動はひとの獣力のみを練るを目的とせず，
吾人の知徳を磨かんが為なり。運動は手段に
して目的ならず，期するところこれ以上にあ

り。運動場における訓育のはるかに教室内に
おける教化に勝るものあればなり⽜
という理念でこれを指導していた。

また，YMCA（Young Menʼs Christian Associ-
ation）は，青年に対するキリスト教の直接的
伝道活動をする団体である。明治 17（1844）
年にイギリス・ロンドンでキリスト教に限ら
ず青年層に対する啓蒙や生活改善事業などの
奉仕組織として設立された。その後，ヨー
ロッパやアメリカ各地に拡がっている。

日本においては，服部（2015）によると，
明治 13（1880）年に東京 YMCA が創設された。
キリスト教伝道のための講演会や聖書研究会
が主な活動である。その後，事業を充実させ
ていくために，自ら自由に使える会館を建設
している。大正期に入ると，大正⚖（1917）
年に東京 YMCA では専用のプールやボーリ
ングアレー，⚑周約 60 m の競歩場を持つ屋
内スポーツ施設を建設し，大阪 YMCA や横浜
YMCA，神戸 YMCA においてもスポーツ施設
を設置し，バスケットボールやバレーボール
あるいは器械体操を指導している。

各 YMCA の夜学校や英語学校の生徒が利
用することができ，また，大学生や中学校の
生徒，女学校の生徒の利用は学校外における
スポーツ活動の場の提供に一役買っていた。
そのため，女学校の生徒達は卒業後も継続し
て活動したいと願い出るようにもなり，女性
スポーツの環境づくりの一端も担っていた。

日本のバレーボールとバスケットボールは，
アメリカに留学し YMCA の訓練校を卒業し
た大森兵蔵が明治 41（1908）年に東京 YMCA
で紹介したのが初めてと言われている。大正
⚒（1913）年に北米 YMCA から派遣されたブ
ラウンが本格的にこれらを広めたと言われて
いる。さらに，勤労者にもスポーツ活動を行
う環境も提供しており，大正期から昭和期に
かけての社会人の社会教育の可能性を普及促
進させるものであった。したがって，YMCA

経営論集（北海学園大学）第 17 巻第 3 号

― 33 ―

学校運動部活動の構造変化（永谷）



におけるスポーツ活動は，学校運動部活動以
外のスポーツ活動をカバーしていた活動と捉
えられるものである。

これら外国人によって，日本に近代スポー
ツが伝播したとき，確かに競技としてスポー
ツを伝播しているものの，勝敗だけでなく，
知徳を磨く，運動は手段にして目的ではない
というように，教室内の勉強に勝るモノを理
解し，それを伝播したかったのではないかと
推察出来る。

1-2．学校体育の成立
明治新政府は，西洋文化を積極的に取り入

れ，グローバル化を進めようとしていたが，
教育行政も同様である。初代文部大臣は森有
礼であるが，彼は慶應元（1865）年に五代友
厚らとともにイギリスへ留学していた。薩摩
藩の第⚑次英国留学生のひとりである。その
後，ロシア，アメリカにも渡り，帰国後，福
沢諭吉らとともに日本で初めて近代的啓蒙学
術団体である明六社を結成し，明治新政府の
初代文部大臣に就任した。

当時の森有礼は，西洋の識者の注目を集め
ていたハーバード・スペンサー（1861）の教
育論⽛知育・徳育・体育論⽜をいち早く読み
込んでいたと推測される（長谷川，1995）。福
沢諭吉も⽛学問のすゝめ⽜のなかで，独立自
尊と実学の必要性を説き，教育の基本は⽛知
育・徳育・体育⽜と言っている。そして森有
礼は，学制改革など日本の教育制度の骨格を
作り上げ，明治 19（1886）年，従来の包括的
な改正教育令を廃止し，学校段階毎に個別に
学校令を公布している。第⚒次世界大戦前ま
でこうした制度は引き継がれ，これらの学校
令は，ほとんど森有礼が起草したものと言わ
れている（斉藤，2017）。

明治⚕（1872）年に公布された学制は，も
ともと欧米の教育制度を規範に定められたこ
ともあり，多くの問題が生じていた。そこで，
明治 12（1879）年に改めて教育令を公布し，

学校を⽛小学校・中学校・大学校・師範学校・
専門学校・その他各種の学校⽜に分け，実情
に沿った学校制度の普及を目指した。その後
⚒度の改正を経て，明治 19（1886）年に⽛学
校令⽜が発令された。特に小学校令では，義
務教育が明記され，明治 30（1897）年代には，
小学校の就学率が 90％を超えるようになっ
た。

学校体育は，学制が公布された際には，⽛体
術⽜として規定され，その翌年には⽛体操⽜
に改められている（鈴木，1984）。それ以前に
も幕府の兵力強化のために築地に設置された
講武所では武術だけでなく，西洋式兵制の研
究も行われていた（東京教育大学体育史研究
室，1964）。明治 11（1878）年に設立された体
操伝習所では，国民皆兵を目指す軍隊的な体
操を否定していたものの，明治 18（1885）年，
森有礼は東京師範学校に⽛兵式体操⽜を導入
した。森有礼はスペンサーの三育主義の影響
から，日本にあっては身体能力の欠如が著し
いため，知徳の形成も不十分であると指摘し
ている。そのために，兵式体操を導入したと
いわれている。

しかし，森有礼は決して軍事化するためだ
けに，兵式体操を導入したのではない。森有
礼は，明治 10（1877）年代前半に，従来の三
位苦節に基づいて身体面に偏る⽛身体ノ能
力⽜を批判し，森有礼独自の精神面を加えた

⽛身体ノ能力⽜を主張している。この森有礼
独自の⽛身体ノ能力⽜には，運動教育の概念
が認められる。それは，西洋で学んだ成果に
基づきながらも，儒学における⽛知仁勇⽜と
いう東洋的な考え方も示しており，心身一如
論（身体と心）と相似した運動教育の概念を
示すものである（中野，2003）。

師範学校における兵式体操は，後に教練に
変わるが，そうした軍事化を嫌ったのが，嘉
納治五郎であった。森有礼の軍事色の強い体
操を重んじる傾向から，明らかに運動やさま
ざまなスポーツが盛んになり始めているのは
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明 ら か で あ る。嘉 納 治 五 郎 は，明 治 26
（1893）年より 25 年間ほど高等師範学校校長
を務め，彼も知徳体の三育主義を支持するも
のであったが，軍隊式の寄宿舎生活を改め，
軍事を想起させる体操でなく，体育として，

⽛身体を強健にすることを目的とした身体の
練習法である⽜（嘉納，1987）と考えていた。

そして，課外活動においても運動やスポー
ツを学生教職員に奨励している。当時スポー
ツという言葉はほとんど使用されておらず，

⽛競技運動⽜や⽛運動遊戯⽜などの言葉を使っ
て論述されている（志々田，1986；長谷川，
1981；嘉納，1941；横山，1964）。

それは，カタカナが一般化していなかった
ためであるが，嘉納治五郎の英語力からする
と，スポーツという概念を深く理解した上で
その翻訳語として充てていたと考えられる

（濱口，1991）。スポーツの起源的な特徴が遊
戯であることを認識しながらも，むしろ，そ
の教育的機能に着目したと言える（濱口，
1991）。師範学校においては，明治 35（1902）
年には修身体操専修科を設け，体育教師の人
格向上を目指し，単に体操・スポーツを学ぶ
だけでない，教育者としての体育専門家を養
成することを目標としていた。

こうして，日本は，近代スポーツを教育の
一環として継承することとなるわけだが，日
本は，スポーツを体育として，そして体操と
共存させた非常に特徴的な継承の仕方といえ
る。

1-3．体育とスポーツの本質および概念整理
本項では，学校運動部活動で行われている

スポーツについて，その本質と概念について
整理しておきたい。ほとんどの学校運動部活
動では，スポーツを競技として実施している。
大会出場を前提として，勝敗を争ういわゆる
競技スポーツである。スポーツの概念につい
ては，今日，最も一般的で現在も広辞苑に記
述されている概念としては，ジレ（1952）が

昭和 24（1949）年に定義したものである。そ
れは，スポーツは，⽛遊戯⽜，⽛闘争⽜，⽛激しい
肉体活動⽜の⚓要素で構成される身体活動と
いう定義である。

溯れば，ディーム（加藤，1985）やクーベ
ルタン（水野，1967）など多くが概念規定し
ているが，こうしたことについて，トマ

（1993）は，⽛スポーツについて何らかの言挙
げをしてきた哲学者の間に，その定義に関し
て，どうやら考えの不一致がみられた⽜と指
摘している。つまり，こうしたスポーツの概
念について規定すること自体容易なことでは
ないのかも知れない。

ジレのスポーツの⚓要素について，⽛遊戯⽜
については，ディーム（1996）は，⽛スポーツ
は，生真面目に考えられ，規則づけられ，互
いに競われる遊戯である⽜さらに，アレン・
グッドマン（1997）は，⽛遊びは，自然発生的
な遊びと組織化されたものに分けられ，後者
はゲームとなる。ゲームは，競争しないゲー
ムと競争するゲームに分けられ，後者は競技
となる。競技は，主として頭を使うものと身
体を使うものに分けられ，後者をスポーツと
呼ぶ⽜と，単に遊びを指しているわけではな
いことがうかがえる。

フランスのロジェ・カイヨワは，スポーツ
と遊びを厳しく分けたが，彼が述べた遊びの
⚔つの特性，アゴン（競争），アレア（運に任
せる，賭けの要素），ミミクリー（擬態），イ
リンクス（身体を陥れる幻惑）は，スポーツ
に継承され，その要素はスポーツに全て含ま
れていると考えられる。競争がないスポーツ
などあり得ないということとなる。

スポーツの語源はデ・ポルターレ（depor-
tare）であり，de ＝ away，portare ＝ carry が
示すように，人間の生存に必要不可欠なこと
がらから一時的に離れる，すなわち，気晴ら
しをする，休養する，楽しむ，遊ぶなどを意
味すると言われる。したがって，その本質は
遊びだとも言われるが，プロスポーツやトッ
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プアスリートが遊びで行っているわけではな
いことは明らかである。子どもが外でサッ
カーをして楽しく遊ぶようなことから，楽し
さのレベルも階層も異なり同質ではないこと
も明らかである。

井上（1977）は⽛遊びの社会学⽜のなかで，
ロジェ・カイヨワの⚔特性を発展させた

⽛聖・俗・遊⽜の三元論の活用を提唱している。
遊びか仕事か？といった二元論的で単純な構
造や概念ではないことは，容易に理解出来る。
また，キーティング（1963）は，⽛スポーツ

（Sports）⽜と⽛競技スポーツ（Athletics）⽜とを
分けて考えることを主張している。つまり，

⽛スポーツ⽜における本来的な目的は，⽛楽し
み⽜なのであり，⽛競技スポーツ⽜の目指す

⽛勝利⽜とは相容れない。また，⽛勝・敗⽜と
いう二元コードを⽛スポーツ⽜すべてに当て
はめることを批判するのである。

一方で，フィーゼル（1986）は，⽛競技ス
ポーツ⽜においても，その勝利を追求する活
動のうちに⽛楽しさ⽜を追求することが可能
であるとし，⽛スポーツ⽜と⽛競技⽜をわける
というキーティングの主張に反論している。
さらに，スポーツの本質を捉えると，川谷

（2005）によれば，スポーツのエトス（性格や
慣習の意味）は⽛勝敗の決着による強さの決
定⽜であり，キュウ（1978）も⽛試合のすべ
ては勝利への運動と導かれていなければなら
ず，そうした目的のない運動は不適切であ
る⽜とし，まさに，スポーツの本質を言い得
てよどみがない。つまり，今日の多義多様に
渡るスポーツの概念とは別にするため，敢え
て競技スポーツとして表現していると言える。

これらのことから，今日，多義多様に渡る
スポーツの概念が存在するが，学校運動部活
動の多くは，競技スポーツとして実施されて
いるものである。そのうえで，学校運動部活
動の競技スポーツの本質として競争は欠かせ
ない。しかし，勝者への崇高や敗者への敬意，
互いの賞賛や努力への報い，加えて，挫折や

喪失感，逃避も伴う活動といえる。このよう
に，スポーツは，これまで明確な規定がなさ
れていなかったり，共通理解を得るもので
あったり，こうでなければならないというも
のではなかった。その理由として考えられる
ことは，プレーヤー（選手，アスリートすべ
てを包含する一般的な呼称として）にとって
は，どのような目的・目標で実施しているか
が重要であるからだ。

加えて，今日，プロスポーツプレーヤーや
トップアスリートでなければ，身体を鍛えた
り，健康維持，達成感や満足感を味わうこと
であったり，そもそも，遊びであり，仕事に
対する余暇，課外活動であり，わざわざ概念
規定された活動として参加する必要性はなく，
自身の必要に応じて目的の活動を行うもので
ある。しかしながら，学校運動部活動におい
ては，こうした目的・目標，本項で言えば，
学校運動部活動の体育やスポーツとしての概
念規定が明確化されて来なかったことが，学
校運動部活動の諸問題を引き起こしている大
きな要因と考えられる。

1-4．諸外国における体育とスポーツの形成
近代スポーツはイギリスを発祥とし，さま

ざまな経路で日本に伝播されている。日本で
はスポーツは学校教育の一環か，⽛習い事⽜や

⽛お稽古事⽜であるのに対して，諸外国では遊
びの延長になっている（澤野，2005）。

サッカーの発祥であるイギリスでは，諸説
あるものの，⽛民俗フットボール⽜が原型と
なっている。地域ごと，あるいは村と村で，
多くが参加しボールを奪い合い相手の指定さ
れたゴールまで運ぶといったものだった。と
ころが，あまりに野蛮で危険なものであった

（山本，1998）。これが 18 世紀から 19 世紀に
なると，パブリックスクールの遊技となる。
下流階級の民俗フットボールが，上流階級へ
と変容したのである。

その理由は，チームスポーツのもつ教育効
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果が認識されたことにある。上流階級にふさ
わしい人格を養うものとして，奨励された。
パブリックスクール同士の対校戦が始まると，
試合のためのルールがいくつか出来上がって
くるのである。ラグビー校でボールを持って
ゴールしてもよいルールとなったことが，ラ
グビーとなっていったことはあまりに有名で
ある。ラグビー校をモデルとした学校生活の
様子は，⽛トム・ブラウンの学校生活⽜（T.
Hughes, 1989a, 1989b）で描写され，マッキ
ントッシュ（1963）でも着目されている。

イギリスの体育は，男子がサッカー，ラグ
ビー，クリケットなど，女子はホッケー，
ネットボールなど，男女で種目が異なる点が
興味深く，団体球技が中心である（澤野，
2005）。また，学校に運動部活動も設置され
ており，全国大会も開催されている。ただし，
日本では多くの部活動の大会が一戦必勝であ
るのに対して，必ずホームアンドアウェイ式
で，本拠地と相手チームの場所で開催し，年
齢ごとで開催され，リーグ戦方式で順位を決
定する。かなりの数の試合が実施されるわけ
だが，ほぼ全員が試合に出場することが出来，
競技やスポーツが好きになる要素が強い。ま
た，活動状況は週⚑回の練習と週⚑回の試合
が基本である。さほど活発ではなく，生徒の
レクリエーション活動として位置付けること
が出来る（中澤，2014）。しかし，勝てば校長
も喜び，絶対勝てと訓示を垂れることもある
ように（澤野，2005），勝利を目指していた活
動であることは間違いない。

そのほか，ヨーロッパでは，ドイツ，ス
ウェーデン，デンマークの体育が有名である。
どの国においても，学校教育に体育が取り入
れられているが，体育の起源が軍事教練であ
ることには変わりはない。ドイツでは，⽛ド
イツ体育（トゥルネン）の父⽜と言われる
ヤーンによって，18 世紀後半にドイツ体操が
創始された。鉄棒や，平行棒，あん馬，平均
台など器具を利用する特徴がある。今日の体

操競技の元となっている。ドイツの体育は，
専ら徒手体操に器械体操である。

スウェーデンでは，体操の合理性や科学性
を強調し，リングが 19 世紀初頭にスウェー
デン体操を創案し，国防軍が集団訓練的で形
式的な体操を完成させ，各国に普及していっ
た。大正期以後の日本の学校体育に導入され
た体操である。最近は体育館で見かけなく
なったが，肋木はスウェーデン体操の代表的
な器具である。

デンマークには，ドイツ体操とスウェーデ
ン体操のいわゆる体操⚒源流のもうひとつと
して捉えられている，デンマーク体操がある。
18 世紀末にナハテガルが考案した。国民の
身体育成を目指す体操として，とくに農民の
体質改善を目的とされている。これら体操は，
体操競技につながるとはいえ，スポーツの形
成とは少し異なる。いわゆる体育の範疇であ
る。

しかしながら，特筆しておきたいのは，こ
れらの⚓つを含む多くのヨーロッパ諸国には，
学校に部活動の存在は無く，こうした体操を
学校で体育として行うのみで，スポーツ活動
は，地域のスポーツクラブで実施しているこ
とである。学校でスポーツを実施しないから
といって，すべてがエリートで競技性が高い
わけではない。日本と比較してもスポーツの
実施率は上回っており，日本のスポーツ形成
とは異なることが理解出来よう。

アメリカでは，建国以来慢性的に社会イン
フラが不足しており，通常は国や自治体が主
体となって行う事業を，企業が担うケースが
多く，スポーツも例外では無かった（澤野，
2014）。アメリカの⚔大プロスポーツに見て
とれるように，いずれも数万人規模の観衆を
競技場に入れ，テレビ中継を行い，多くの放
送権料やスポンサーシップ料などにより，多
額の収入を得ている。ルールも観客や視聴者
を意識した変更も多く，イギリスをはじめと
したヨーロッパのスポーツの形成とは大きく
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異なる。
アメリカンフットボールやアイスホッケー

などは選手がプレーするための道具や用具が
多く，金額も高額である。野球やバスケット
ボールは，選手にはそれほど掛からないまで
も，スタジアムや施設設備に多額の費用が掛
かる。こうして，ひとつのマーケットが出来
上がり，スポーツビジネスやスポーツマーケ
ティングといった産業も発展している（B. G.
Pitts, D. K. Stotlar, 2006）。

その結果，アメリカも部活動が存在してい
るものの，⚔大プロスポーツなどの代表的な
競技のみを設置している学校が多く，入部に
ついても少数精鋭のトライアウト制である。
また，指導するのは教員でもあるが，専門的
に指導が出来ること，あるいは外部コーチを
雇って，競技力向上を図っている。このよう
に，アメリカの部活動は，エリートの競技活
動である（中澤，2014）と言える。

ハイスクールのバスケットボールでは高校
規模や競技成績によってランク分けされ，近
いランクでリーグ戦を行い，シーズン制を敷
いている。そのため複数の競技を掛け持ちす
ることができ，かつて，デーブ・ウィン
フィールドは，大リーグ（NLB）で活躍した
が，そのほか，バスケットボール（NBA），ア
メリカンフットボール（NFL）から指名を受
けたこともあった。さらに，学校ではなく
リーグや協会により，定められた学業成績で
ないと試合に登録することは出来なく，競技
だけに傾倒することがないよう，制度として
定めている。

アメリカの体育は，杉本（2015）によると，
ドイツ体操（トゥルネン）やスウェーデン体
操が行われてきたが，州毎に決められ，日本
のような計画や方針はなく，全米に影響力を
持つカリキュラムは，これまで存在しなかっ
た。そのため学校毎にも違いがある。友添

（2002）によると，昭和 45（1970）年代になっ
て顕在化してきた学力低下や学校荒廃に対し

て全国統一基準を制定し，教育改革を行った。
この一連の教育改革の中で，体育のカリキュ
ラム改革が行われるようになった。平成⚖

（1995）年に全米スポーツ・体育協会から，体
育のナショナル・スタンダードを記した体育
基準書が刊行された。

このように，諸外国から伝播された体育と
スポーツそれぞれの形成のされ方が異なるこ
とが，理解出来よう。

1-5．余暇とレクリエーションとスポーツ
日本においては，体育やスポーツは，学校

教育の一環として実施されており，諸外国に
おいても，スポーツの教育的効果を十分理解
しながら，さまざまなかたちで実施されてい
る。体育は教科としてのみ学校で行い，ス
ポーツは地域のクラブで行うようなドイツの
ケースや，アメリカのように学校の部活動で
セレクションを行い，完全にエリートスポー
ツとして競技力向上を目指すケースもある。

そこで，日本において，課外活動として実
施されている学校運動部活動を議論するにあ
たり，学業や仕事の対となる，⽛余暇⽜や⽛レ
クリエーション⽜について，議論しておく。

小澤（2003）によると，⽛余暇⽜とは非労働
時間に対するひとつの概念であり，そうであ
る限り，訳語／原語の問題として〈leisure〉
のみならず〈recreation〉も考慮に入れる必要
がある，としている。これまでも多くの議論
がなされているが，明確なものとして見出さ
れず，議論が続けられている。青野（2014）
によれば，基本的にはパーカー（Parker,
1971）が大別する，⽛時間的定義⽜，⽛活動的定
義⽜，⽛心理的定義⽜に倣いながら，⽛時間的定
義⽜では，ブライトビル（Brightbill, 1960）の，
生活時間以外の自由裁量時間，⽛活動的定義⽜
では，デュマズディエの職場や社会から課さ
れた義務からの解放の休息や気晴らし，ある
いは，自発的な社会参加等の随意行動の総体

（Dumazedier, 1962=1972），そして⽛心理的定
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義⽜では，ピーパー（Pieper, 1948=1988）の
余暇とは人間の在り方，精神状態であるとし
ている。

レクリエーションとスポーツの関係性につ
いて，YMCA を取り上げ，論考を展開してい
る新（2013）によると，次のように説明でき
る。YMCA は，19 世紀中頃に産業革命の影響
によって劣悪な環境におかれた青少年労働者
への奉仕組織として，ロンドンで立ち上げた
後に，アメリカで全国組織がつくられ，世界
各地に広まっていった。労働者を⽛再・創造⽜
させるスポーツとして，工場⽛外⽜レクリ
エーションの他にも，工場⽛内⽜レクリエー
ションも活発に行われていた。テーラー・シ
ステムやフォード・システム導入による⽛工
場の機械主義化⽜による労働者のロボット化
が促進されていることに危惧した対策であっ
た。

そして，チームスポーツを中心に実践され，
身体が激しくコンタクトするバスケットボー
ルのほかに，バレーボールを考案し，女性参
加を促したのも特徴的である。また，こうし
た実践に対して，レクリエーション学者であ
るアンダーソン（1955）は，スポーツの実践
に託された⚔つの効用を指摘している。（1）
規律・訓練性，（2）共同・共同性，（3）身体
の健全性，（4）娯楽性である。つまり，工場
内での生産性を高めると同時に，画一的な労
働作業からの再創造には，チームスポーツが
適していることを評価したものといえる。

日本では，日本厚生協会が戦後になり昭和
23（1948）年に設立されている。厚生運動と
して，国家的余暇善用運動が展開されている
が，厚生運動自体は，戦前，昭和⚕（1930）
年代から展開されていた（都筑，2011）。さら
に，日本の余暇の概念については，藤島

（1976），薗田（2012）の議論をもとに整理を
すると，明治，大正期の工業労働における与
えられた余暇といえる。この段階では，余暇
は労働を再生産するために必要な時間であり，

再生産のための制度として娯楽設備の設置や
安全管理の徹底がおこなわれた。つまり，当
時余暇が肯定的に評価された結果というより
は，むしろ生産のための労務管理の一環とし
て余暇が提供されていたと考えられる。

さらに，明治期においては，江戸時代の錦
絵や大和絵，狩野派の絵画，あるいは絵巻と
いった武士や商人の上流階級による娯楽から，
都市を中心とした大衆的な拡がりを持つ娯楽
として，歌舞伎，浮世絵，音曲，相撲，園芸
といった独特の楽しみは受け継がれていた

（出口，2009）。一方で，西欧文化も積極的に
取り入れられていたこともあり，大学の外国
人教師らによりスポーツが伝播され盛んと
なった。そして，神戸や横浜に開かれた外国
人居留地において，そこで生活する外国人の
楽しみとして，テニスやクロッケーなどの球
技が行われていた。

これまでの日本の大衆的な娯楽と雰囲気と
は違い，近代的で優雅な新しい身体運動と注
目された。テニスやクロッケーは，先述の通
り，上級階級の嗜みとして行われており，そ
れが日本に伝播された。日本に伝播された際
も，エリート大学生が放課後に遊びとして実
施していたものである。その後，現在の学校
運動部活動に当たる校友会・学友会活動にお
いて，柔道や相撲，撃剣の他，テニス，フッ
トボールやベースボールも行われるようにな
り，学校の普及とともに，大衆にも普及拡大
していくようになる。

アラン・コルバンは⽛レジャーの誕生⽜
（2000）の中で，leisure の語源はフランス語
の loisir であり，意味は⽛余暇⽜であるとして
いる。余暇は，19 世紀から 20 世紀の間に貴
族階級による⽛自由に出来る時間⽜という時
間の質の問題から，その時間で行う行為（嗜
みや教養）へ変容し，そして⽛気晴らし⽜と
へ収斂したことに注目している。また，レク
リエーションとは，オックスフォード英語辞
典に基づけば，(1)食事をとって腹ごしらえ
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をする，滋養物をとる，(2)慰安や心のなぐさ
め，(3)気晴らしの方法や楽しい運動や活動，
楽しみによる心身の刷新，とある（薗田，
1984）。そして，Re-creation として，再創造
されたものという意味も包含している。これ
は，仕事や勉強などの日常生活の疲れを癒や
すための休養や気晴らしを指し，労働階級に
おける文化・社会的動向と密接に関連してい
る（スポーツ科学事典，2006）。本研究でもこ
れらの定義や変容を支持しつつ，余暇とレク
リエーションとスポーツとの関わりを念頭に
置きながら，学校運動部活動について論じて
いく。

1-6．日本人のスポーツ観
学校運動部活動で行われている多くのス

ポーツは，競技スポーツである。本項におい
ては，そうしたスポーツ（いわゆる近代ス
ポーツ）が日本に伝播された頃は，スポーツ
が日本人にとって，どういうものとして受け
入れられていたか，みてみることとする。

近代スポーツ（一概に近代スポーツといっ
ても，アレン・グットマンによれば，バス
ケットボールやバレーボールはアメリカで考
案され，アメリカ人によって普及しているが，
詳細については複雑を極めるため，本項にお
いても，それに依拠し，ほとんどはイギリス
がリードし，アメリカがそれを引き継ぐとい
う一般論として，押さえておく）が日本に伝
播されたのは，明治初期である。

当時の日本は明治維新後，富国強兵，殖産
産業など，遊び戯れる意味のスポーツは公に
は肯定されない時代であった。阿部（1995）
も，辞書に見るʠスポーツʡの概念の日本的
受容において，当時日本において近代スポー
ツは，極めて規範的な性格を持っており，ス
ポーツが遊びと一線を画されていたと考察し
ている。また，永島（1972）は，⽛スポーツに
おける社会関係と人間形成⽜の中で，⽛我が国
が外来スポーツ（原文のまま：日本の伝播さ

れた近代スポーツを指す）を移入する際，そ
の精神的背景を含めて移入する基盤がなかっ
た⽜ことを指摘し，その原因が⽛権威⽜と⽛恭
順⽜に代表される我が国の武士的＝儒教的家
族制度に基づくものであると論じている。

近代スポーツが規範的であることは，ルー
ルを遵守する，いわゆるスポーツマンシップ
に則るなど非常に当時の日本の思考や発想に
とっては，好都合であったかと思われるが，
武士道的な，楽しさというよりは一種の悲壮
感や，一身を投げ出す潔い精神，そういう活
動や態度が，規範的で正々堂々とスポーツマ
ンシップに則ることと置き換わってしまった
のではなかろうか。

当時のスポーツマンシップについては，阿
部（2002）によると，大正⚙（1920）年代の
武田千代三郎の⽛アマチュアリズム⽜概念に
関して⽛競技道⽜の概念との関係に着目し，
次のように考察している。ʠ武田千代三郎は，
スポーツが学生やアマチュアから普及したこ
ともあり，金銭や経済要素との結びつきを是
とせず，⽛スポーツマンシップ⽜は⽛競技道⽜
に集約されるʡと指摘し，ʠ⽛競技道⽜とは，
競技者の守る道として，（1）運動の奥義，（2）
運動の練習，（3）運動家の品格，（4）運動家
の度量礼儀，（5）紀律，（6）克己節制，（7）
勇往邁進という⚗つの徳目によって構成され
ているʡとしている。これら⚗つの徳目は，
スポーツが遊びでないことを明確に示すとと
もに，アマチュアとプロを棲み分けさせ，ア
マチュアのスポーツは体育として知徳を研ぐ
教育的要素が含まれていると考察出来る。

ジレのスポーツの⚓要素のひとつ⽛闘争⽜
について，阿部（1974）は，⽛相手を憎んだり，
殺傷したりすることではない。むしろ，ルー
ルを守り，相手の人格を尊重しながら，プ
レーに全力を傾けるという，いわば自己肯定
的な闘争でなければならない⽜結局，闘争と
いっても，現実的には相手と戦っていながら，
実は自己と戦っていることになる。試合に
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勝ってもプレーに不満を感じ，負けても力を
出し尽くせば，満足感を得るものである。
カール・グロース（倉橋，1915）は，⽛遊戯を
スポーツに変化させる条件のひとつに技術の
面が厳粛な努力および思考の対象となるこ
と⽜と述べている。つまり，遊戯が元である
が，形態的には遊戯の一面を高度に組み立て
てルール化し，社会的に認められた自己目的
的活動であると言い得る。

つまり，明治初期，近代スポーツが日本に
伝播され，大学を通じて普及される段階で，
スポーツは教育という認識であり，また，⽛競
技道⽜によって構成されるものであったとい
える。そして，これが，日本人のスポーツ観
のルーツでもあるといえる。

1-7．スポーツマンシップとフェアプレー
こうして，日本は，特徴的に近代スポーツ

を継承したわけである。その状況は，体操，
体育，スポーツとが混交とした状況であった
が，共通理念としてʠ教育上の重要素ʡであ
ると捉えていることは明らかである。

しかし，⽛一高野球⽜に見てとれるように，
猛烈な練習を課し，それを乗り越えるような，

⽛純粋な精神を磨き，自己鍛錬するための教
育的道具⽜と捉える向きもある（R. ホワイ
ティング⽛和をもって日本となす⽜）。⽛一高
野球⽜は，武士道の色彩が濃いと指摘され，
坂上（2001）は，帝国主義とスポーツが強固
に結びつく時代であったとはいえ，あくまで，
一高野球部内での伝統であり，士族出身が多
くを占めていたことも影響したと言えるが，
国家的イデオロギー，強烈なナショナリズム
ではないとしている。

明治 32（1899）年に新渡戸稲造は，名著
⽛Bushido: The Soul of Japan（武士道）⽜におい
て，道徳規準を武士道に置いていた。日本民
族の道徳，国民の道徳と同一視するものであ
る（ラフェイ，2010；長野，2015）。新渡戸の
武士道とは，明治以前の武士階級における態

度や信条を，倫理や道徳，その価値基準で醸
成された過程や構成について，分かり易く彼
なりに外国人へ伝えようとしたものである

（矢内原訳，2014；奈良本訳，1993）。
彼の思想を批判する書も出されているが，

入江（1986）も，フェアプレーとかベストを
尽くす，相手を信ずる，といふ顕著な特質が，
スポーツマンシップ，即ちスポーツ道の内容
を構成する。としている。武士道やスポーツ
道，あるいは競技道と表現はさまざまである
が，要するに，日本に近代スポーツが伝播し，
それが日本的に教育として継承される際，ス
トレンジらが強調した，スポーツマンシップ
やフェアプレイといったものが，日本人のス
ポーツ観として醸成されることとなったとい
える。

競技道については，ストレンジの教え子で
あった，先述の武田千代三郎が定義したよう
に，ストレンジのスポーツマンシップ，フェ
アプレイを引き続くものであると考えている。
こうした概念も，実は表現的，言語的には混
交しているものの，概ね，教育的要素をもっ
て継承がなされているという共通項を見出せ
る。

当時，明治初期は，西洋文化とグローバリ
ズムを積極的に取り入れようとしていた時代
である。新政府は，資本主義経済を基調とし
た，近代化，工業化を進めている。日本の資
本主義は，欧米諸国より後発であり，民間の
資本蓄積が未熟であった。そのため，政府主
導で進められている。また，西山（2006）は，
次のように指摘している。

⽛日本のような伝統主義社会において社会秩
序は，顔の見える付き合いに基づく地縁や血
縁によって支えられていた。しかし，社会の
近代化とともに，地縁や血縁に代わって，合
理的な組織が生活の隅々まで支えるように
なってくると，人々は官僚制に対する信頼の
上に人生設計するようになる。普遍的な合理
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性や科学的管理法への信頼の上に人生を設計
するようになる。このすべてが相俟って，近
代社会の秩序は⽝競争秩序⽞と重なっていく
のである。近代スポーツは，そんなフェアプ
レーにこだわる⽝競争秩序⽞の教育機関とし
ての側面を持っている⽜

資本主義経済とは，自由な競争が公の市場
で行われるものであり，ある意味勝敗が決め
られる。そして，秩序のある競争であるため，
フェアプレーであることが前提であり，ス
ポーツマンシップを発揮することと相似形で
ある。さらに，ヨーロッパやアメリカを通じ
て伝播された経路は，スポーツと同じである。
資本主義も日本的資本主義と言われるように，
近代スポーツにおいても，日本的なスポーツ
観をもって継承されているといえるが，本来
スポーツについては，まさに純粋な自由競争
であるところが，教育的要素を含むことから，
歪曲，曲解されやすくなった。

フェアプレーとは，不正なく公正に勝負す
る行動を意味するが，その起源は 19 世紀ま
で遡る。当時，イギリスのパブリックスクー
ルでは，厳しい校則に対する反発がいじめや
暴力に発展していることが問題視されていた。
この問題の解決策として，名門パブリックス
クールの⚑つ⽛ラグビー校⽜の校長だったト
マス・アーノルドはスポーツの有用性に着目
し，生徒たちに団体スポーツを行うことを奨
励した。その後，試合で行うプレイはフェア
でなければならないことから徐々にルールが
整備されていった。これがフェアプレイの起
源であるといわれている（溝端，2008）。

スポーツマンシップも類義的に理解される
が，スポーツにおいてルールを遵守して競技
する，フェアプレーを行うため，相手を尊重
したり，試合前後の挨拶を怠らないなどの精
神，意識，心構え，覚悟である。金子（1963）
によると，スポーツの価値はスポーツマン
シップであり，スポーツマンシップは，一言

で言えば尊重（respect）することである。ま
た，倫理や道徳より一層現実的なものである
とし，スポーツを行うものは，これを修練し
て身に付ける機会に恵まれていることを見逃
してはならないと指摘している。

平成⚔（1992）年の夏の甲子園大会におい
て，明徳義塾高校が星稜高校の松井秀喜を⚕
打席連続敬遠する作戦を行い，松井秀喜は
バットを一度も振ることなく，敗退した（中
村，2010）。明徳義塾高校はルールの範疇で
の作戦にも関わらず，大バッシングを受けた。
強打者を敬遠するのは当然の作戦だとの意見
もあったが，多くは，スポーツマンシップに
反する，フェアプレーでない，高校野球であ
る以上教育的に不適切など，否定的，批判的
な意見が噴出した。

野球には，不文律というのが存在しており，
大量点差が付いている攻撃側が，カウントス
リーボール，ゼロストライクの際，バッター
は打たない，バントや盗塁はしないなどが存
在している。ルールを守っていても，不文律
を破れば当然のように報復死球が行われる。

（unwritten rules，unwritten codes）というよう
にルールには記されておらず，これは相手
チームや選手に配慮するマナーの領域と言え
る。しかし，日本では，これらを混交して理
解されているケースが非常に多い。川谷

（2005）は，スポーツの本質（エトス）につい
て，競争（competition，agon)＝勝負事である
と，指摘しているが，しかし，同時に，それ
以外の契機に見出すかによっても捉え方が異
なるとしている。

これはまさに，日本的であり，日本的ス
ポーツ観のアンチノミーな構造を指摘してい
るといえる。日本は教育としてスポーツを継
承したことにより，勝負事でありながら，道
徳性を求めるようになり，またそれが日本人
の文化として親和的であったことから，学校
であるいは教育の一環として継承されること
につながったといえる。しかし，スポーツの
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競技性は，夢中になりすぎたり，没頭しすぎ
たりしやすい。近代スポーツの発祥であるイ
ギリスでは，当初フットボールには細かい
ルールは存在しなかったが，マナーの優れた
イギリスでさえ，詳細なルールで規制するよ
うになったほどである。当時イギリスのパブ
リックスクールでは，私立のエリート養成校
であったこともあり，スポーツを重要視し，
強靱な身体，フェアプレー精神などを養い，
大英帝国をささえる必要不可欠な教育手段と
して考えられていた（友添，2002）。

日本では，国語の教科書に日本人初ウィン
ブルドン出場者であり，ベスト⚔進出を果た
した，清水善造のエピソードが用いられてい
る。当時世界ナンバーワンであったビル・チ
ルデンと戦い，不調のチルデンに対して勝利
まであと一歩のところで追い詰めながら，清
水自身も足を痙攣させてしまい，それをおし
て試合を続行した結果，敗戦してしまう。結
果的にチルデンに勝たせることとなったこの
激闘をスポーツマンシップの美談として紹介
している（上前，1986）。このことは，スポー
ツが道徳や倫理を語るひとつとして考えられ
ている。エリートの⽛たしなみ⽜であった近
代スポーツを，学校の教育や体育に接続する
ことによって，資本主義と伝統文化とを親和
させることに成功して，驚くほど普遍性を獲
得し，日本的にスポーツを継承していったの
である。

第⚒章 学校運動部活動の【創成期】

2-1．学校運動部活動の創成
学校運動部活動が，日本においてどのよう

に成立し，制度化されてきたのかというと，
東京大学を起源とする。当時，東京大学

（注：創立時は東京開成学校と東京医学校が
合併し，その後明治 19 年に帝国大学，明治
30 年東京帝国大学，昭和 22 年東京大学と改
称）では正課体育が設けられていなかったが，

学生の自発的なスポーツ活動が奨励されてお
り，明治 10（1877）年創立後，明治 16（1883）
年に御殿下運動場で学生の陸上運動会が実施
され，翌年には隅田川で水上運動会として漕
艇大会が行われている（高橋，2002）。現在で
いう陸上競技部と漕艇部が活動していたので
ある。

これらの活動を対抗戦や定期戦といった毎
年定期的に開催する機関として明治 19

（1886）年に⽛運動会⽜（現在でいう体育会的
組織）が設立された（高橋，2002）。その後，
明治 20（1887）年に東京商業学校（現在の一
橋大学），明治 26（1892）年に慶應義塾，明治
29（1896）年に高等師範学校（現在の筑波大
学），明治 31（1898）年に京都帝国大学（現在
の京都大学）と，次々に設立され，大学にお
いて運動部が盛んに実施された。

明治維新後，明治⚕（1875）年に学制が公
布，全国を⚘つの大学区に分け，中学校と小
学校を置き，国民皆学を目指した。そして，
⚓回の改正を経て，明治 19（1886）年からは，
学校令が公布され，初等・中等・高等の学校
種別を規定した（注：以後文中の学校種別表
記については，基本的に当時の表記とする）。
全国各地に学校が飛躍的に設置されていくの
と同様に学校運動部活動も盛んになり，校友
会雑誌から対抗戦などが実施されたことが記
録されている（安東，2009）。当時の学校運動
部活動も，現在と同様に学校教育の公的なカ
リキュラム（いわゆる正課活動）ではなく，
学校や地域によってかなり状況が異なってい
たものの，ほとんどの学校に設置されていた

（安東，2009）。
大学で創設され，高校や中学に普及拡大し

ていった学校運動部活動であるが，高等師範
学校当時の校長の嘉納治五郎の功績が大きい。
嘉納治五郎は柔道の創始者，日本スポーツの
国際化に貢献した人物として有名であるが，
日本の体育の父とも呼ばれ，学校体育に大き
く影響を与えている。高等師範学校校長で
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あった嘉納治五郎は，全学生および教職員に
積極的に鍛錬効果が上がるよう毎日少時間で
も運動を実施するように奨励している。また，
一教科のみを教える教育者ではなく，人格形
成や人間教育をする教育者養成の必要性を説
いており，実践しようとしていた。そのひと
つが学校運動部活動の奨励であり，その後文
化系も含めた⽛校友会⽜組織が高等師範学校
に明治 34（1901）年結成されるのである。

明治 32（1899）年の第⚒次中学校令におい
て，中学校の急速な設置増加が促され，学校
運動部活動を含め，この⽛校友会⽜が全国に
普及されていったのである。高等師範学校は，
全国に輩出する教員を養成する立場にあった
ため，校長である嘉納治五郎は，体育やス
ポーツの普及においても，先を見据えた，時
代に合わせた実践を行っていたことがわかる。
当時明治維新後新政府が新しい国のあらゆる
制度を構築していこうとする機運であり，変
革や改革に積極的である社会状況ではあった
ものの，嘉納治五郎の先見性や普及拡大方法
は非常に優れていたと言える。

2-2．森有礼の教育理念
明治維新後，初代文部大臣として教育行政

に携わったのは森有礼である。森有礼は，弘
化⚔（1847）年に薩摩藩士として生まれ，慶
応元（1865）年から明治元（1868）年までイ
ギリス，次いでアメリカに留学している。明
治 維 新 後，明 治 ⚓（1870）年 か ら 明 治 ⚕

（1872）年の間はアメリカ代理公使として⚒
年半をアメリカで過ごし，明治⚖（1873）年
⚓月にアメリカより帰国した後，日本初の学
術団体である明六社を結成し，日本の言論界
を構築している（長谷川，1995）。

その後明治 12（1879）から明治 17（1884）
年の間は，英国公使としてイギリスへ赴き，
明治 18（1885）年に帰国し，伊藤博文内閣総
理大臣の下，初代文部大臣となった。彼自身
人生の⚔分の⚑を欧米諸国で過ごしてきたこ

ともあり，文部大臣として日本の教育行政の
基本に欧米教育学説が影響を受けていたこと
は想像に難くない。

特にハーバード・スペンサーの教育論は当
時広く知られていたことから，大きな影響を
受けており，現在日本の教育にもつながる知
育・徳育・体育の基礎となっている。ハー
バード・スペンサーは，イギリスの哲学者，
社会学者，倫理学者であるが，森有礼が米国
公使時代にスペンサーの思想を研究していた
こともあり，帰国途中にイギリスに立ち寄り
スペンサーに会ったとされている。そして，
スペンサーは日本の⽛軍事型社会⽜に憲政政
治を取り入れることは困難として，森には

⽛保守的な助言⽜を与えている（長谷川，
1995）。

しかしながら，森有礼は教育改革として，
高等師範学校を教育の総本山として最も力を
入れた。従来の師範教育を一変させ，近代化，
組織的な充実した教育体制としたことは，非
常に大きな貢献であったが，彼の意図には反
することも多かった。例えば，極端な軍隊式
寄宿舎生活，ナショナリズム，ミリタリズム
の教育の侵入など，江戸時代で尊敬とされて
いた教師が，政治的圧迫によりその気風を失
い，師範タイプと批判されることにもつな
がってしまった（長谷川，2002）。師範タイプ
とは，型にはまった教員を低く評価した言葉
である（加藤，1974）。教育をマニュアル化，
標準化，画一化させた結果でもあり，軍国主
義的色彩を帯びたことに対する揶揄とも言え
る。

そして，こうした森有礼の高等師範学校の
改革に対しては，野口（1941）は，自らの高
等師範学校での経験から，師範教育が専ら強
圧的に行われ，強権に屈服する方法をとった
結果，全てが画一的に流れ，何らその間に個
性の展開を許さないもの（後略）になってし
まったと記述している。森有礼は日本の教育
に対して知育・徳育・体育のバランスのとれ
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た教育を実践しようと考えたわけだが，組織
的な国家教育や軍隊的な師範教育は，教育よ
りも国家を優先させていたかのように批判さ
れ，誤解されることも多かった。

2-3．嘉納治五郎と学校運動部活動
その後，明治 26（1893）年より，第⚓代高

等師範学校校長に就任した嘉納治五郎は，こ
れまでの高等師範学校教育の在り方に疑問を
感じ，さらなる変革に取り組んでいる。森有
礼の教育行政に対しては思想や着眼点は良い
ものの，教育には精通していないにも関わら
ず，実践した結果が効果を上げることにつな
がらなかったと批判している（大滝，1972）。
軍隊式の教育は形ばかりで魂が入らないとも
評している（大滝，1972）。

そこで，寄宿舎管理制度を全面的に改め，
生徒に自由闊達な気風をもたらし，余暇時間
に運動を勧め，これらを全校教職員生徒に課
外活動として奨励し，それらをまとめる組織
としての⽛運動会⽜を設立したのである。当
初は，柔道部，撃剣銃槍部，弓枝部，器械体
操および相撲部，ローンテニス部，フート
ボール部，ベースボール部の⚗部が存在し，
生徒はその一部または数部に所属し，毎日 30
分以上必ず運動を実施することになっていた

（寳學他，1998a，1998b）。生徒側から自然発
生的に誕生した正課外運動部活動とは幾分性
格は異なるが，嘉納校長が意図したように実
施され，発展している。そして，⽛運動会⽜所
属でありながら，英語演説や文章朗読，朗吟
説教などの現在でいう文化系の活動も実施さ
れていた。

その後，明治 34（1901）年に⽛運動会⽜は
運動系も文化系も含めた⽛校友会⽜として再
結成するのである。嘉納校長の考えた運動遊
戯（体育やスポーツ）の価値については，明
治 43（1910）年にまとめられた⽛青年修養訓⽜
で述べられ，身体そのものの機能を発達させ
られるとともに，それを生涯継続していくこ

との重要性や，正義，公正，精神，道徳を向
上させることができると考えていた。した
がって，高等師範学校の教育に運動遊戯を積
極的に取り入れ，これらを実践する機会とし
て⽛運動会⽜や⽛校友会⽜活動を設立したの
である。嘉納治五郎の主な事項と功績につい
ては（表⚑）にまとめる。

こうした高等師範学校の卒業生らによって，
学校が急増しスポーツも急速に発展していく
時代背景の中，高等師範学校の⽛校友会⽜に
所属している運動部活動の数が急増している。
さらに，中学校の生徒のための全国大会を開
催したり，講習会を開いたり，地方スポーツ
の高度化にも大きな役割を果たしている（寳
學他，1998a，1998b）。我が国の体育やスポー
ツの黎明期において，スポーツの普及や発展
に貢献したことは間違いなく，嘉納校長の学
校運動部活動普及方策は類まれなる結果を出
している。

2-4．創成期における中学校の学校運動部活
動

明治維新後の教育制度改革においては，旧
藩の影響を引き継ぎながら，地域差や身分等
に応じて与えられる内容も異なっていたりし
た教育を，一般国民にまで広めて全国一律の
教育制度が必要であるとして義務教育が開始
された。明治⚕（1872）年の学制公布にはじ
まり，明治 12（1879）年の教育令，明治 19

（1886）年の学校令（帝国大学令，師範学校令，
小学校令，中学校令），により，最終的には第
⚒次世界大戦後の学校教育法制定に至るまで
続いている。現在の新学校制度とは種別や表
記，年齢区分が異なるものの，概ね現在の中
学校や高等学校に相当する学校運動部活動の
設立状況やその活動内容について明らかにす
る。全国主な中学校の⽛校友会⽜とその活動
内容については以下にまとめておく（表⚒）。

中学校数については，明治 19（1886）年で
は，全国でわずか 56 校であったのが，明治
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表 1 嘉納治五郎の主な功績と情勢（明治期から大正初めまで）
年 嘉納治五郎の事項・功績 世の中の情勢

1868（明治元）年 明治維新
1872（明治⚕）年 学制公布
1881（明治 14）年 東京大学卒業
1882（明治 15）年 学習院の講師就任

永昌寺に私塾開く
嘉納塾，弘文館，講道館の開設

1883（明治 16）年 帝国大学で陸上運動会，漕艇大会の実施
1885（明治 18）年 講道館柔道が警視庁武術大会に招聘 内閣制度の発足

伊藤博文が初代内閣総理大臣就任
森有礼が初代文部大臣就任

1886（明治 19）年 帝国大学で初の⽛運動会⽜設立
学校令公布

1889（明治 22）年 大日本帝国憲法公布
森有礼暗殺

1890（明治 23）年 第一高等中学校で⽛校友会⽜設立
第一高等学校の野球部が横浜外人チームを破る

1891（明治 24）年 学習院教授
文部省参事官任命
第五高等中学校校長兼務

1893（明治 26）年 第⚑期高等師範学校校長
～1897 年まで

1894（明治 27）年 日清戦争
～1895 年まで

1896（明治 29）年 高等師範学校に⽛運動会⽜設立
1897（明治 30）年 第⚒期高等師範学校校長

～1898 年まで
1898（明治 31）年 文部省普通学務局長
1901（明治 34）年 第⚓期高等師範学校校長

～1920 年まで
⽛運動会⽜から⽛校友会⽜として体育系・
文化系の課外活動を奨励

1904（明治 37）年 日露戦争
～1905 年まで

1909（明治 42）年 日本人初国際オリンピック委員会委員
1910（明治 43）年 ⽛青年修養訓⽜刊行
1911（明治 44）年 大日本体育協会創立初代会長 柔道が学校の正科となる
1912（大正元）年 第⚕回ストックホルムオリンピック選

手団団長として参加
第⚕回ストックホルムオリンピックに日本から
金栗四三（東京高等師範学校）と三島弥彦（東
京大学）の⚒選手が初参加

1914（大正⚓）年 第⚑次世界大戦開戦
～1918 年まで

1920（大正⚙）年 東京高等師範学校校長退任
出典：日本体育協会監修，菊幸一編著（2014）⽛現代スポーツは嘉納治五郎から何を学ぶのか⽜ミネルヴァ書房

生誕 150 周年記念出版委員会編（2011）⽛気概と行動の教育者嘉納治五郎⽜筑波大学出版
東憲一（1995）⽛学校教育における嘉納治五郎⽜，（1992）⽛嘉納治五郎研究の動向と課題⽜東京外国語大学
論集
大滝忠雄編（1972）⽛嘉納治五郎 私の生涯と柔道⽜新人物往来社 これらを参考に筆者が作成



45（1912）年には 300 校を超え（図⚑），普及
拡大が進んでいる様子がうかがえる。

高校においては明治 20（1887）年東京高等
商業学校に⽛運動会⽜同様の組織が設立され
ている。当時の高校は，明治 19（1886）年の
学校令により設立された第一から第五と山口，

鹿児島の全国⚗校設置されている。そのうち，
明治 23（1890）年に第一高等中学校で⽛校友
会⽜が設立された。この後，第一高等中学校
に続き，第五高等中学校が 1891（明治 24）年
に，さらに第三，第二，第四の順で⽛校友会⽜
組織が設立された。このように高校において
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表 2 明治期における主な旧制中学校⽛校友会⽜の活動一覧
校友会設立年 名称 学校名 主な活動内容

1886（明治 19）年 尚志会 岡山中学 運動会，演説討論会，端艇
撃剣，柔道，野球，短艇

1886（明治 19）年
1897（明治 30）年

同窓学生会
学友会

松江中学 カッター，ボート競漕
野球，撃剣柔道，雑誌部，講談部

1887（明治 20）年 運動会 岐阜中学 フートボール，ベースボール，撃剣，柔術，端艇
1888（明治 21）年 創立会 松本中学 雑誌の発刊，撃剣，槍術，野球部，テニス
1888（明治 21）年
1898（明治 31）年
1912（明治 45）年

学友会
体育会
校友会

山口中学 運動会
撃剣，柔術，弓術，フートボール，ベースボール，遠足，テニス
弁論部

1889（明治 22）年 校友会 鳥取中学 撃剣，柔道，野球，ローンテニス，ボート，水泳
剣術，蹴球，遠足，兎狩，討論会，文芸部

1889（明治 22）年 校友会
同窓会

高知県立第一中学 相撲，撃剣，ボート
野球

1890（明治 23）年 学友会 東京府立第一中学 文芸，武術，運動，遠足，游永，漕艇
競争科，ローンテニス科
※校友会設立以前に，AS 会創設，以文会

1890（明治 23）年
1894（明治 27）年
1901（明治 34）年

芹陽校友会
崇廣会
校友会

彦根中学 演説討論部，雑誌部，撃剣柔道部，陸上運動部，水上運動部
野球，庭球，武術部

1891（明治 24）年
1892（明治 25）年
1896（明治 29）年

柔克会
学友会
校友会

静岡中学 野球
雑誌の発行
水泳部，ローンテニス部

1891（明治 24）年
1897（明治 30）年

同窓会
校友会

千葉中学 撃剣部，柔術部，遠足部，野球部，端艇部，陸上運動部，弓術
部，雑誌部庭球部

1892（明治 25）年 校友会 大阪府立第一中学 野球，文芸，武術，運動
漕艇，フートボール

1892（明治 25）年 校友会 秋田中学 講演部，雑誌部，体育部（柔術，剣術，運動会）
競漕，野球，脚球，庭球

1892（明治 25）年
1893（明治 26）年

校友会
校友会改正

青森県立第一中学 会誌の発行，演説討論会の開催
運動科設置，柔術，フートボール・ベースボール

1892（明治 25）年
1894（明治 27）年

講談会，演武会
学友会

京都府立第一中学 運動会，演武会，陸上運動会，水泳，漕艇
庭球

1892（明治 25）年
1895（明治 28）年

修猷館館友会
修猷館同窓会

福岡県立中学修猷
館

柔道，剣道，陸上運動，野球，庭球
端艇部，水泳部，雑誌部

1892（明治 25）年
1912（大正元）年

同窓会
校友会

安積中学 雑誌発行，ベースボール会，撃剣弓術，茶話会，庭球，柔道，
剣道

1893（明治 26）年 学友会 愛知県立第一中学 撃剣，柔術，ローンテニス，ベースボール，端艇部
1893（明治 26）年
明治 20 年代中頃
明治 20 年代後半

校友会
同窓会
交友会

姫路中学 フットボール
野球
テニス

1894（明治 27）年 遊方会 新潟中学 撃剣部，端艇部，ベースボール部
1894（明治 27）年
1894（明治 27）年
1902（明治 35）年

学友会
協研会
学友会改正

前橋中学 野球，ローンテニス，柔術
※これ以前には雑誌部，運動部，講演部

1894（明治 27）年
1898（明治 31）年

学友会
同窓会

沖縄中学 撃剣，水上運動会，演談，雑誌，陸上運動，野球

1894（明治 27）年
1901（明治 34）年

同窓会
校友会

広島中学 野球会，撃剣，文芸部
短艇，球技，剣道，柔道，雑誌，講話，事務
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校友会設立年 名称 学校名 主な活動内容
1894（明治 27）年
1902（明治 35）年

文武会
誠心会

富山中学 柔道，撃剣，ベースボール，フートボール，剣道，短艇部

1885（明治 18）年 學友会 札幌中学校 演説部，遊戯部，雑誌編集部，会計部
遊戯部から武術部（銃剣，柔道，射撃，弓術）独立
遊戯部のひとつとして野球部創設
大弓部，ローンテニス部

1895（明治 28）年 校友会 高松中学 文芸部，武芸部
野球団結成，振武会（撃剣）柔道部，漕艇，水遊，運動，遠足

1896（明治 29）年 共同會 山形中学 雑誌発行，野球部
1896（明治 29）年 望洋会 宮崎中学 運動部，撃剣部

ローンテニス，野球，フートボール
端艇，柔道

1896（明治 29）年
1898（明治 31）年
1900（明治 33）年

運動会
校友会
同志会

徳島中学 野球
雑誌部，漕艇部，撃剣部，競技部，水泳部，柔道部，講話部

1897（明治 30）年 学友会 仙台第一中学 撃剣，柔道，野球，庭球，弁論，雑誌，ボート
1897（明治 30）年 学友会 郡山中学 文芸部門，武術部門（撃剣，柔道，弓術，水泳），運動部門（野

球，庭球）
1897（明治 30）年
1898（明治 31）年

校風会，保会，
切磋会
知道会

水戸中学 野球，講話，英語，雑誌，柔術，撃剣，庭球

1898（明治 31）年 校友会 金沢一中 陸上運動会，講談部，運動部（陸上運動，水上運動），編集部
学芸部，武道部（柔道，剣道，弓道），会務部
蹴球部，庭球部，遠足部，端艇部，溷水部

1899（明治 32）年
1908（明治 41）年

興風会
校友会

福井中学 野球部，庭球部，弓術部，柔道科

1900（明治 33）年 校友会 神奈川県立第一中
学

文芸，武芸，庶務，野球部，剣道部
水球部，庭球部，柔道部

1900（明治 33）年
1900（明治 33）年

清献会，獅子吼
団，修養会
校友会

岩手中学 庭球部，雑部蹴鞠部，氷滑部（スキーとスケート）
※校友会発会前に野球が行われていた

1900（明治 33）年
1901（明治 34）年
1903（明治 36）年
1905（明治 38）年

運動会
講文会
校友会

熊本中学 撃剣，体操
フットボール，ベースボール，テニス
国漢，英語，詩吟，軍歌，図書，雑誌
文芸部，武術部，運動部

不明確 第一鹿児島中学 ボート，野球
出典：安東由則（2009）⽛明治期における中学校校友会の創設と発展の概観⽜より関係部分のみ抜粋

図 1 明治期の中学校数推移 1886（明治 19）年～1912（明治 45）年
文部省⽛文部年報⽜より作成



も，明治 20（1890）年代半ば頃までに，全員
加入ではないものの，会則等を含む全学的な
組織がつくられ，体育系のみでなく，文化系
のみであったり，両方を含む形であったり，
様々ではあるが確実に活動が展開されていっ
た。

明治創成期の中学校における学校運動部活
動は，⽛校友会⽜のほか⽛学友会⽜などと称し
て活動していたが，意味上の区別はなく，教
科外，正課外活動であり，生徒の学校生活を
補完する活動として実施されていた。また，
画一的，注入的な戦前の学校生活において，
生徒の自主活動を認めその運営も生徒中心に
進められた唯一の場であったとされている。
また，そのほか教育効果として，異年齢集団
の学習効果，地域のスポーツの興隆，文化の
向上，生徒の生きがい，学校に来る喜びを挙
げている。これらの教育効果は，まさに現在
の学校運動部活動に通ずるものである。

しかしながら，明治 25（1892）年頃から明
治 30（1897）年代以降にかけて，文部省や学
校が，学校運動部活動の教育効果を取り込ん
でいった経緯を，渡辺（1997）は次のように
分析している。学校は部活動が進展するにつ
れてその教育的価値を認識し，適正管理下に
統合しようとしたこと，健康の保持増進目的
から精神面の鍛錬に重点が移動していったこ
と，正課授業への専念が損なわれると危惧し
たことなどを挙げている。このようなことは，
まさに今に始まった事ではないことがわかる。
当時も熱心に指導するあまり，スパルタ式ト
レーニングを実施してみたり，正課の授業が
疎かになったり，その結果部活動を指導する
余力も意欲も無くなったりと，近年において
も見られる状況があったとのことである。当
時の校長たちは，部活動が無秩序に発展する
ことを恐れ，文部省もそのような現状に対し
て，部活動は正課活動を補完していく方策が
取られたのである。

2-5．学校運動部活動の過熱化
山本（2017）によると，明治 20（1887）年

代までの対外試合は，学生の心身の発達や学
生間の親睦を主目的とするもので，必ずしも
他校との対抗が強く意識されていたわけでは
なかった。それが，明治 30（1897）年代以降
は，競技技術の向上が謳われるようになり，
それに伴って次第に競技色を強めていくこと
となる。

例えば，帝国大学⽛運動会⽜の趣旨は，発
足時，明治 19（1886）年の規則には⽛本会ノ
趣旨ハ会員ノ心身ヲ強壮快活ナラシメ兼テ交

ㅡ

互
ㅡ

ノ
ㅡ

親
ㅡ

睦
ㅡ

ヲ謀ルニ在リ⽜（傍点筆者）とあった
が，明治 32（1898）年の社団法人化後の規則
では⽛本会ハ諸種ノ運動ニ由リテ会員ノ心身
ヲ強壮快活ナラシメ且運

ㅡ

動
ㅡ

方
ㅡ

法
ㅡ

ノ
ㅡ

進
ㅡ

歩
ㅡ

ヲ
ㅡ

図
ㅡ

ル
ㅡ

ヲ以テ目的トス⽜（傍点筆者）と改められてい
る。

野球でいえば，明治 20（1887）年代から明
治 30（1897）年代初頭にかけては，第一高等
学校野球部の全盛時代といわれた。⽛一高野
球⽜の特徴は，優勝劣敗の勝利至上主義，技
術以上に精神の鍛錬が重視される精神主義，
一高精神の発露の場，校風の振起を担うもの
とする集団主義，としている。一高全盛期以
後，野球の人気は凄まじく，明治 39（1906）
年秋に実施された早慶戦において，双方の応
援学生が過激な問題行動を引き起こし，審判
を務める予定であった学習院にまで脅迫状が
届く事態となり，その後，大正 14（1925）年
まで中断される。対外試合が，各学校の存在
を背負うほどの重みをもつに至ったことを象
徴する出来事といえるだろう（山本，2017）。

こうした異様な野球人気に対して，東京朝
日新聞社は，⽛野球と其害毒⽜という連載記事
を，明治 44（1911）年⚘月 29 日から⚙月 22
日まで 22 回にわたって掲載した。しかしな
がら，人気は依然衰えることは無く，大正⚔

（1915）年には，全国中等学校優勝野球大会
（今日の全国高等学校野球選手権大会，夏の
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甲子園の前身）を実施することとなった。竹
之下（1956）によると，1900 年代に入ると，
徐々に対外試合が活発になり，校内試合から
対外試合，運動会から競技会，国内試合から
国際試合，同好者の楽しみながらの練習から
組織的練習，世人の関心も高まり，新聞社主
催の競技会の頻度も増えたと指摘している。

明治 40（1907）年には，全国中学校長会が，
文部省からの諮問に対する答申のなかで，運
動部活動の弊害を指摘し，対外試合の教育的
な運営が課題として挙げられた。その結果，
多くの学校で対外試合を禁止にしたり，制限
をしたとのことであるが，過熱化の一途を
辿ったといえる。明治 44（1911）年には，大
日本体育協会（現：日本スポーツ協会）が設
立されている。この設立の第⚑の目的は，翌
年に開催されるストックホルムオリンピック
に派遣する選手の予選会を開催することで
あった。

もうひとつの目的は，今後各種のスポーツ
を普及発展させることであった。当時は学生
が中心にスポーツをしていたこともあり，会
長には嘉納治五郎（高等師範学校校長），理事
には大森兵蔵（YMCA 体育教授），永井道明

（東京高等師範学校・東京女子高等師範学校
教授），安部磯雄（早稲田大学教授）が努め，
明治 45（1912）年ストックホルムオリンピッ
クには，⚒人の学生とともに出場している。
その後，極東選手権競技大会，各種競技選手
権大会を開催していくこととなる。学校運動
部活動が創成され，そこではスポーツを実施
し，多くの問題を抱えながらも，こうした各
種競技大会への参加の道筋が，着々と出来上
がって来た時期であった。

第⚓章 学校運動部活動の【普及期】

3-1．大正期の学校運動部活動
大正期に入ると，大正デモクラシーと呼ば

れるように，明治政府による殖産興業の推進

が，農業中心から工業や産業が中心の生活へ
と変化させ，一気に近代化，西欧化が浸透し
ていった。戦争による軍需産業や造船，鉄鋼
業が好景気となったものの，日露戦争後は不
景気に陥っている。アジア諸国の国際的緊張
関係も緩和に向かい，自由と権利の獲得や，
抑圧からの解放に対して民主主義が声高に叫
ばれる時代風潮であった。

このように，時代は資本主義の確立により
経済状況が著しく変化するに従って，民衆の
生活状況も大きく変化することとなった。当
時はまだ義務教育のみの小学校卒業の学歴が
大半であり，大学生はエリートであった。明
治時代までは帝国大学のみだった大学数は急
増し，専門学校扱いであった私立大学が大学
令により認可され，高等教育が普及した。都
市部を中心に大学を卒業したインテリ層が増
加してサラリーマン層が誕生したことなど，
学歴社会や企業社会の基礎となる高学歴化や
都市化が進展した時期でもある。

大正⚒（1913）年は，日本で最初の体育の
学習指導要領である⽛学校体操教授要目⽜が
刊行された。そのなかには，⽛体操科教授時
間外ニ於テ行フヘキ諸運動⽜として，⽛体操⽜
と⽛撃剣及柔術遊戯並其ノ他ノ運動⽜によっ
て構成されている。遊戯や其の他の運動とし
て，角力，弓術，薙刀，遠足登山ノ類，水泳
及船漕，ベースボール，ローンテニスといっ
た種目が含まれている。

そして，大正 15（1926）年に改正された内
容には，前回よりも取り扱うスポーツの例示
が増え，ピンポン，スキー，スケートが記さ
れた。国が定めた体育教育に関する教則の中
に，課外活動が含め入れられたことは，すで
に大正期には，部活動が中等段階の学校にお
いても，必要不可欠の教育的価値をもつもの
へと普及していったことを物語っている。

しかし，明治後半以降，対外試合が活発に
なるに従って，運動部活動の過熱化は冷める
ことなく，改善は見られなかった。大正 12
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（1923）年には，第⚒回⽛全国連合学校衛生会
総会⽜が文部省からの諮問に対して答申を出
している。そこでは，⽛性，年齢及び体質に応
じ競技運動の種類及び程度を定ムルコト⽜，

⽛勝敗ヲ主トセズ過労ヲ避ケ専ラ体育的に指
導スルコト⽜，⽛競技運動ハ選手ノ独占ヲ避ケ
一般的ナラシムコト⽜などが指摘されている。

大正 15（1926）年に改正がなされた⽛学校
体操教授要目⽜には⽛注意⽜の項目が次のよ
うに追加されている。⽛体操科教授時間外ニ
於テ行フ諸運動ニ就テハ十分ナル計画ノ下ニ
実施セシメ其ノ指導監督ニ留意スルヲ要ス⽜
とあり，この改正により，教育的に指導する
方針が強調されたといえる（神谷，2015）。

同年には，文部省によって⽛体育運動の振
興に関する訓令⽜が出されている。対外試合
について，学校長の承認を経てから参加させ
る，勝敗のみにとらわれない，同一性との参
加する回数を適当にする，選手や応援者の学
業に支障がないようにする，そして，多額の
費用がかからないようにする，といったこと
が求められた（神谷，2015）。こうした答申や
通達が出されるほど，当時の運動部活動の過
熱化は，改善が見られず，さまざまな問題と
なっていたことが伺える。

3-2．全国大会・国際大会の開催
明治 44（1911）年に大日本体育協会が創設

され，明治 45（1912）年に開催された第⚕回
ストックホルムオリンピックに，三島弥彦

（東京大学学生）と金栗四三（高等師範学校学
生）が出場した。日本初のオリンピック大会
出場となったが，三島弥彦は 100 m で予選敗
退，200 m でも最下位，金栗四三はマラソン
で日射病により棄権となった。

クーベルタン男爵主唱による国際オリン
ピック大会は，既に⚔回行われていた。しか
し，東洋からの参加が無く，委員も選ばれて
いないことから，講道館柔道創始者であり，
青年体育に造詣が深いとして，嘉納治五郎に

呼びかけた。そして，嘉納治五郎はクーベル
タン男爵からの申し入れを躊躇なく受け入れ
たことによるものである（日本体育協会，
1986）。ところが，初のオリンピック参加で
の予想外の惨敗を受け，十分な準備をして臨
む必要性を感じたことから，大日本体育協会
として，まずは陸上競技と水泳の全国大会を
計画した。

大正⚒（1913）年に陸上競技大会が開催さ
れ，東京大，早稲田大，慶応義塾，明治大，
高等師範学校，第一高，神戸高商，東北大の
ほか，東京の中学，愛知一中，仙台一中など
28 校，学校以外の参加を加えると，360 名の
参加者に達した（日本体育協会，1986）。⚑年
遅れて，大正⚓（1914）年には，水上競技大
会（水泳）が開催された。

大日本体育協会の創設について，嘉納治五
郎は，トップの競技力向上はもちろんである
が，同時に国民全般へ広めることを重要視し
ていた。創設当時，嘉納治五郎は⽛学校の体
育では興味に乏しく，野球やテニスは設備が
いる。柔道や剣道は日本古来のものではある
が，急には望まない。歩行は費用も掛からず，
どこでも誰でも可能である。また，水泳は運
動としての効果だけで無く，日本は海に囲ま
れ河川も多いことから必要である⽜（愛知教
育会編，1917；日本体育協会，1963）また，

⽛競争であるので興味は生起するが，設備が
必要で，日常的に実行が難しい。何より，一
番の欠陥は運動が偏っているため，身体の均
整な発達に適さない⽜（嘉納，1930）としてい
る。過熱化する学校運動部活動にどのような
見解を持っていたかは明らかではないが，身
体形成の観点からは，競技運動について批判
的であり，日常的に気軽に運動出来ることを
重要視していた。

3-3．新聞社の果たした役割と極東選手権大会
⽛野球害毒論⽜によって批判に晒されてい

たはずの野球では，大正⚔（1915）年に全国
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中等学校優勝野球大会（今日の全国高等学校
野球選手権大会，夏の甲子園の前身）が開催
された。この大会の開催背景には，新聞社の
影響が大きい。夏の甲子園大会の主催者は，
大阪朝日新聞社である。東京朝日新聞社では

⽛野球害毒論⽜を連載し，発行部数を伸ばして
いたが，⽛野球擁護論⽜を毎日新聞社傘下の東
京日日新聞社が展開して，論戦を交わしてい
た。そうした背景がありながら，大阪朝日新
聞社は，全国中等学校優勝野球大会を開催し，
一気に野球推進派へと回った。

第⚑回大会は，甲子園球場での開催ではな
く，豊中グラウンドであった。豊中グラウン
ドは，阪急電鉄の前身である箕面有馬電気軌
道が建設した球場であるが，規模の小ささが
問題となっていたため，全国 10 代表が参加
し，旅費は大阪朝日新聞社が負担し，開催さ
れた（朝日新聞社，2019）。予想以上に好評で
あり，年々参加代表枠を増やしていった。そ
の後，大阪朝日新聞社は，本格的な野球場の
建設を提案し，第 10 回大会から甲子園球場
で実施となった。全国の代表枠を増やすこと
は，全国での新聞購買数を増やすことにつな
がった。

また，春の選抜中等学校野球大会（今日の
全国高等学校選抜野球大会，春の甲子園の前
身）は，大正 13（1924）年に開催された。主
催者は，毎日新聞社である。第⚑回大会は，
愛知県名古屋市八事球場で開催された。すで
に，夏の大会が開催されていたこともあり，
東海地区での新聞発行部数を期待したもので
ある。しかしながら，第⚒回大会以降は，甲
子園球場での開催となったが，夏の大会で出
場が阻まれるようになった，名門中学関係者
が新たな全国大会創設を毎日新聞社側に働き
かけ，開催に至った（毎日新聞社，1978）。

⽛野球害毒論⽜を展開していた東京朝日新聞
社と⽛野球擁護論⽜を展開していた毎日新聞
社が時期こそ違うが，大阪で発行部数を競い
合うかたちとなった。

大正⚒（1913）年にフィリピンのマニラで
始まった，極東選手権競技大会（第⚑回の名
称のみ東洋オリンピック）に出場することと
なったが，大日本体育協会としては選手を派
遣せず，毎日新聞社などにより選手を派遣し
た（日本体育協会，1986）。第⚓回大会は，大
正⚖（1917）年東京で開催された。これは日
本初となる国際的スポーツ競技大会であった。
陸上競技や水泳の他，野球，サッカー，バス
ケットボール，バレーボール，テニス，自転
車，ボクシングが実施されたが，ほとんどの
団体種目は大敗に終わっている。そもそも大
日本体育協会としては，極東地域の開催であ
りながら，アメリカの覇権主義を感じ，出場
に前向きでは無かった。また，大会規定の見
直しの申し入れや，定期的な日本開催を盛り
込むなど提案しながら，出場を重ねたものの，
財政的な困難さもあり，大会自体も 10 回以
降は開催されることは無かった。

3-4．明治神宮競技大会
高嶋（2015）によると，大正期はエリート

的な⽛運動競技⽜が大衆的・国民的な⽛スポー
ツ⽜に移行する過程にあったとしている。明
らかに，学校運動部活動は普及拡大と共に過
熱化する様相を呈しているが，大衆的・国民
的にどのように移行しようとしたのであろう
か。そのことについて，明治神宮競技大会

（現在の国民体育大会）の開催がひとつの契
機となる（表⚓）。

当時は，明治以降文部省が体育やスポーツ
に関する行政を担っていた。第⚑次世界大戦
後以降は，内務省が国民の体位向上を目的に，
学校以外のいわゆる社会体育に対しての政策
を展開し始めた（尾川，2018）。文部省も社会
教育の観点から公衆体育の奨励を検討（中谷，
1935）し，それぞれに政策が展開される状況
になり始めていた。

そうしたなか，大正 13（1924）年に⽛明治
神宮競技大会⽜を内務省が主催した。加賀
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（2002）によると，明治神宮競技大会の設立背
景には，日本のスポーツは⽛上流階級の育成
基盤となった高等教育機関の課外活動⽜と受
容され発展したことから，国民不在のスポー
ツであり，学校の枠を越えて市民活動として
スポーツに対する国民的関心が高まった，と
している。

そもそも明治神宮競技大会が実施された明
治神宮外苑競技場（現在の国立競技場）は，
大正⚓（1914）年に日本 YMCA 関係者は，嘉
納治五郎，東京市長阪谷芳郎，政財界人士ら
と懇談し，アメリカの地方自治体や教育機関
の体育に対する態度を紹介した（高嶋，2012）。
その際，東京市長阪谷芳郎が競技場の設置を
希望したものであった。大正 13（1924）年 10
月 25 日に竣工され，明治神宮競技大会はそ
の⚕日後に開催された。

文部省は，内務省による明治神宮競技大会
の開催に対抗して，同年 11 月⚓日に⽛全国体

育デー⽜を開催している。運動競技の普及を
目指す内務省に対し，文部省は，運動競技を

⽛体育⽜として強く主張していた。このため，
⽛全国体育デー⽜の内容は，運動競技を⽛体
育⽜的に実践する活動や⽛体育⽜の重要性を
地域の住民に提唱する活動が主となっている

（野口，2013）。⽛全国体育デー⽜では，全国一
斉に体育的な活動をすることとして，小学校
をはじめ，関係団体が活動し，国家規模的な
体育行事として展開された。その後は，昭和
⚗（1932）年の第⚙回まで実施されている。

こうした内務省と文部省の対立的な構図が
見え隠れするものの，大日本体育協会も，国
際大会の遠征費などで財政が逼迫しており，
森川（2010）によると，スポーツの高度化路
線をとればとるほど，必然的に政府・内務
省・文部省による⽛スポーツ奨励⽜策を受け
入れざるを得ない土壌は十分に培われていた
とのことである。加えて，陸上競技における
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表 3 明治神宮競技大会の変遷

年 回 大会名称 主催 会場

大正 13（1924）年 第⚑回 明治神宮競技大会 内務省 神宮外苑

大正 14（1925）年 第⚒回 明治神宮競技大会 内務省 神宮外苑

大正 15（1926）年 第⚓回 明治神宮体育大会 明治神宮体育会 神宮外苑

昭和⚒（1927）年 第⚔回 明治神宮体育大会 明治神宮体育会 神宮外苑

昭和⚔（1929）年 第⚕回 明治神宮体育大会 明治神宮体育会 神宮外苑

昭和⚖（1931）年 第⚖回 明治神宮体育大会 明治神宮体育会 神宮外苑

昭和⚘（1933）年 第⚗回 明治神宮体育大会 明治神宮体育会 神宮外苑

昭和 10（1935）年 第⚘回 明治神宮体育大会 明治神宮体育会 神宮外苑

昭和 12（1937）年 第⚙回 明治神宮体育大会 明治神宮体育会 神宮外苑

昭和 14（1939）年 第 10 回 明治神宮国民体育大会 厚生省 神宮外苑

昭和 15（1940）年 第 11 回 明治神宮国民体育大会 厚生省 神宮外苑

昭和 16（1941）年 第 12 回 明治神宮国民体育大会 厚生省 神宮外苑

昭和 17（1942）年 第 13 回 明治神宮錬成大会 厚生省 神宮外苑

昭和 18（1943）年 第 14 回 明治神宮錬成大会 厚生省 神宮外苑

昭和 21（1946）年 第⚑回 国民体育大会 大日本体育協会 京阪神地区



13 校問題（注：パリオリンピック代表選手の
選考について学生排除ともとれる方法をとっ
たことと，そのことに対する決議文の回答が
期限を越えてもなかったことで，明治神宮競
技大会の出場をボイコットしている）で，長
年にわたり学生と大日本体育協会，官学と私
学の対立があったという（高嶋，2012）。

3-5．文部省と内務省の対立
明治神宮競技大会開催を巡っては，内務省

と文部省との間の衝突が顕在化したといえる。
そもそも内務省は広範で強力な権限を持った
官庁であり，地方行政から国土整備，宗教や
警察，消防も管轄していた。そして，国民の
健康増進は，重要な役割として内局の衛生局
がこれを担当していた。さらに衛生局は，病
気の予防などと同時に，国民の体位向上やス
ポーツ行政も管轄していた。そもそも明治神
宮の創建は最終的には，内務省から告示した
ものであり，当時管轄官庁として，明治神宮
外苑競技場の完成を記念し，明治神宮競技大
会を大正 13（1924）年 10 月に開催すること
を決めたのである。

一方，文部省は，教育行政として体育・ス
ポーツを管轄しており，明治神宮競技大会を
内務省が開催することを決して快く思ってい
たわけではなかった。内務省が開催を決定し
た裏側には，文部省との縄張り争い，対立構
図は明確であった。当時，内務省衛生局長で
あった山田準太郎が，⽛明治神宮競技大会に
おいてはʠ学生以外の全国各地の青年団等か
ら適当な方法で選手を選ぶʡ⽜と発言して物
議を醸している（後藤，2013）。当時，競技ス
ポーツのトップは学生が多くを占めており，
学生を外すことによる競技性の低下は明白
だった。

そのうえで，学生を敢えて外すことは他な
らぬ，学生やスポーツを管轄する文部省への
敵対性を表すことであった。文部省もそれに
対して，⽛全国体育デー⽜を開催していること

が，そうした敵対性の何よりもの結果であり，
第⚓回大会には，文部省訓令として，明治神
宮競技大会への学生，生徒，児童の参加禁止
を内務省に通達した（日本体育協会，1963）。
第⚕回には明治神宮競技大会へ学生が出場出
来ることになったとはいえ，禍根を残すこと
になったのは間違いない。

しかし，これらの対立は，近年でも少なか
らずあるように，そして，所管する分野が重
なり合いは他の省庁でも同じである。した
がって，スポーツや運動競技に対する双方の
振興方法の相違であり，構図としては対立し
ているが，単なる権限争いであったとはいえ
ない。その理由として，⽛全国体育デー⽜の開
催は，帝国学校衛生会（現在の日本学校保健
会）からの稟請の形式を取り，文部省はあく
までこれに協力するという立場としたことか
らと推察される（後藤，2013）。

文部省は教育としての体育的活動と，内務
省は体位向上・健康増進的活動といった，あ
くまで思想的な対立であると考える。文部省
は明治期以降第⚒次世界大戦終戦に至るまで，
中央省庁における行政的指揮権が他省庁に比
べて一段低いものであったとされ，また国内
他行政の政策形成を左右するほどの予算編成
権を掌握していなかった。

したがって，内務省が実施しようとしてい
た明治神宮競技大会において，学生スポーツ
を排除しようとしたことは，文部省にとって
は納得がいかず，対抗措置とも取れる⽛全国
体育デー⽜を開催したかたちであるが，結果
的に双方折り合う形を取っていることから，
文部省には競技や大会ではなく，教育・体育
としてスポーツの振興を図ろうとしている明
確な意図が汲み取れる。

3-6．学校運動部活動の報国団化
昭和元（1926）年に入ると，昭和⚒（1927）

年の金融恐慌，昭和⚔（1929）年の世界大恐
慌に端を発した経済不況に加え，昭和⚖
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（1931）年に満州事変，昭和 10（1935）年に日
中戦争開始と，学校教育活動にも軍国主義的
基盤が整備されていくこととなる。大正 14

（1925）年には治安維持法が制定され，次第に
自由主義的な潮流が弾圧されるようになった。
文部省は，昭和⚓（1928）年に国民精神作興
を訓令，昭和⚖（1931）年に学生思想問題調
査委員会を設置，昭和⚗（1932）年に国民精
神文化研究所を設置，さらには，昭和⚙

（1934）年思想局を設置した。
こうした国威高揚政策の下で，野球の統制

ならびに施行に関する件（野球統制令）が文
部省より発せられたのも昭和⚗（1932）年の
ことである。野球人気の高まりの一方で，学
生野球の興業化，商業化が問題視され，それ
らの拡大を抑制・防止するための統制である
と言える。

一旦大衆化，民衆化へ舵を切ったはずのス
ポーツであったが，競技化や高度化は進んで
おり，陸上競技では，昭和⚓（1928）年アム
ステルダムオリンピックにおいて，三段跳び
の織田幹雄が金メダルを獲得，昭和⚗（1932）
年ロサンゼルスオリンピックにおいて，三段
跳びで南部忠平が金メダル獲得，昭和 11

（1936）年ベルリンオリンピックにおいては，
三段跳で田島直人，マラソンで孫基禎（後に
韓国籍）が金メダルを獲得している。

サッカーは，昭和⚔（1929）年 FIFA（国際
サッカー連盟）に加盟後，昭和 11（1936）年
にベルリンオリンピックで優勝候補のス
ウェーデンを破る快挙を成し遂げた。しかし
ながら，学校運動部活動は，次第に国家統制
が布かれ，対校試合や対外試合が行われるこ
とが無くなり，教育にせよ，競技にせよ，違
う思惑を含んでいくこととなる。

昭和 13（1938）年には，国家総動員法が発
令され，学校内における軍事教練が強化され
る。昭和 15（1940）年には，文部省から⽛学
校報国団ノ組織ニ関スル要綱⽜が出され，ほ
とんどの学校で部活動（当時一般的総称の校

友会）は学校報国団に改組された。特に運動
部の多くは大会の中止などもあり，競技的要
素は薄められ鍛錬部と変化し，武道・戦闘能
力の増加に役に立つような国防的競技に重点
が置かれることとなった。

このことは，部活動の⽛愛国心・忠君愛国
の精神・国威高揚・国家への帰属意識・心身
の鍛練と軍事教練・皇国民の基礎的修練⽜等
の教育的効果の側面を切り取って，戦時戦力
としての学校報国団を組織している。昭和
15（1940）年は，日本初の夏季オリンピック
東京大会の開催が決定していた。嘉納治五郎
が尽力し⚔年前に招致を成功させたが，日中
戦争の激化などを理由に返上することとなっ
た。

昭和 16（1941）年に国民学校令が公布され
ると，体育は，これまでの⽛体操科⽜であっ
たものが⽛体練科⽜に改められ，⽛身体ヲ鍛錬
シ精神ヲ錬磨シテ闊達剛健ナル身体ヲ育成シ
献身奉公ノ実践力二培ヲ以テ要旨トス⽜とし
て，体操と武道の内容が毎日⚑時間設定され，
国防力の増強を目指した。さらに，大正 14

（1925）年に⽛陸軍現役将校学校配置令⽜が施
行されていたこともあり，学校における軍事
教練は，本格化していくこととなった。

大日本武徳会についても，少し触れておく。
本会は日清戦争の勝利に沸き立つ明治 28

（1895）年に結成された，全国規模の武術団体
である（坂上，1989）。武徳を養成する手段と
して，剣道・柔道・弓道・銃剣道・射撃道の
五技道を中心に，空手や薙刀，合気道，捕手
術，居合・杖術・棒術・手裏剣術・鎖術・槍
術などの古武道を中心にした実践的な武道が
奨励され部会が設けられた。

柔道の創始者嘉納治五郎は，講道館と大日
本武徳会との関係について，当初講道館と武
徳会の柔道は同様であったが，後に講道館の
許可なく武徳会が段位発行を行ったことから，
武徳会は初段位のみで高段位は発行できない
ようになったことが軋轢を生んだと言われて
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いる（小谷，1988）。
第⚒次世界大戦が開戦すると，厚生大臣諮

問機関である⽛国民体力審議会⽜は，新設す
る武道団体は政府の外郭団体として，厚生省，
文部省，陸軍省，海軍省，内務省の⚕省共管
によるものとし，既存の武徳会を包含する形
で新たな武道団体に改組・帰一させる旨を答
申した。

これを受けて，昭和 17（1942）年⚓月 21 日
に既存の武徳会を改組し，会長に内閣総理大
臣東條英機，副会長に厚生大臣小泉親彦，文
部大臣橋田邦彦，陸軍大臣東條英機（会長兼
任），海軍大臣嶋田繁太郎，内務大臣湯沢三千
男の各大臣と学識経験者⚑名をそれぞれ招き，
理事長に民間人，各支部長には各地の知事を
あて，本部は京都の武徳殿から東京の厚生省
内に移転した。

こうして政府⚕省が共管する新たな大日本
武徳会が発足し，戦争翼賛団体の性格を強め
た。政府の外郭団体となった武徳会は，大日
本学徒体育振興会，講道館，日本古武道振興
会，大日本剣道会，皇武会などを包摂組織と
して，統制を行った。

第⚔章 学校運動部活動の【復活期】

4-1．戦後直後文部省の動きと学校運動部活動
昭和 20（1945）年⚘月 15 日に日本は終戦

を迎え，その後，アメリカが日本を占領した
とき，すでに軍国主義一掃の方策はまとまっ
ており，解体すべき省庁のリストはできてい
た。文部省は当然候補に挙がっており，それ
は，他ならぬ軍国主義教育の根幹であると捉
えられていたためである。しかしながら，文
部省は解体されず存続した。

それは，戦後の教育行政をいち早く方針転
換したからである。東久邇内閣の文部大臣に
就任した前田多門は，終戦の⚓日後，いち早
く対策を打っていた（黒沢，1980）。アメリカ
側による占領行政の態勢ができて，教育にお

ける軍国主義一掃の指示が出てくるのは終戦
後⚒ヶ月ほど経った 10 月になってからであ
る。その指示が出る前に，文部省は軍国主義
一掃の基本的な方針転換を終えていたのであ
る。アメリカ側はこの文部省のいち早い方針
の転換を，先手を打って文部省存続を画策し
ていると疑っていたようであるが，前田多門
は終戦（敗戦）を受け，軍国主義から脱却し
なければならないと純粋に実行に移していた
だけだという（黒沢，1980）。文部省は，中央
集権的な組織から地方自治に転換する方式を
取り，中央に統括する文部省，地方には地方
自治組織という形であったため，文部省は権
限縮小したものの存続することができたとい
える。

アメリカ中心の日本占領計画の最大の目的
は，日本がポツダム宣言受諾から，再びアメ
リカや世界の脅威となり，平和や安全を脅か
すことがないよう，軍事力の解体と教育の非
軍事化することが根底にあった。ダグラス・
マッカーサー率いる GHQ（連合国軍最高司
令官総司令部）の指導のもと，CIE（民間情報
教育局）教育課が整備され，教育に関する整
備を担当したが，当初は CIE 自体の組織整備
が進んでおらず，体育担当官も配備されてい
なかった。そして，翌年の昭和 21（1946）年
⚑月に⽛教育使節団⽜を迎える準備段階で，
日本教育における体育の比重の大きさに気付
いた（松田他，2015）と言われている。そし
て，精力的に日本の学校視察やヒアリング調
査懇談を経て完成したものが，CIE⽛日本の
教育⽜とこれを補足する講義録⽛日本の体育⽜
であった（草深，1996）。

その中で，体育については，次のように概
観している。明治⚔（1871）年に全国的な学
校制度が組織された頃から，オランダ式，ス
ウェーデン式を経て，本格的な体育が始まり，
大正 13（1913）年⽛学校体操教授要目⽜によ
り，体操・遊戯・競技の⚓側面とした。大正
⚙（1920）年頃より，退役軍人が指導するよ
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うになり，昭和 17（1942）年になると，教授
要目を改訂し，体操・武道・および戦技訓練
を加えた。戦争が始まると，軍は西洋的な体
育を排除し，教練に重点を置き，他の体育訓
練は二義的なものとなった。

また，講義録⽛日本の体育⽜においては，
次の 11 項目を指摘している。(1)軍国主義的
教育と訓練を除去する事と並んで政策や専門
用語の明確化，(2)新しい政策に沿う体育目
的と目標の再検討，(3)目的・目標と並んで身
体訓練内容の再検討，(4)達成を評価するテ
ストプログラムの改訂，(5)マニュアルの改
訂，(6)身体訓練やスポーツを通じて民主主
義を発展させていく担い手としての教員再教
育，(7)文部省と学生競技組織との関係の検
討，(8)文部省と大日本体育会との関係の検
討，(9)野球に関する法令の改訂，（10)競技会
での入場料と税金に関する法令の改訂，（11)
形式主義や単調さからの身体訓練の解放，で
ある。

これらを見ると，CIE は日本の体育につい
て，非常に詳細な分析がなされていると見え
る。そして，少なくとも軍事色を排除し，画
一主義を一掃してゆけば，日本の体育・ス
ポーツの民主化は可能であると考えていた。
これら説明や視察を受けた教育使節団マック
ロイ博士もいくつか勧告をしているものの，
文部省は温存され，スポーツ関係諸団体・組
織が，政府の直接支配から民間主導に改まっ
たことをもって，大きな期待を込め日本の民
主化と体育・スポーツの将来展望を託してい
る。こうして，戦後日本の体育・スポーツが
直ちに再出発できた背景には，GHQ の教育
に対する考え方と文部省の方針転換が合致し
た結果といえる。

その結果，文部省は⽛対外競技の基準⽜に
関しては，昭和 21（1946）年に通達された

⽛学校校友会運動部の組織運営に関する件⽜
（文部省，1946）では，学校運動部活動での戦
前の軍事目的の統制が撤去され⽛課外運動と

しての校友会運動部の適正な組織運営は民主
主義的体育振興の原動力⽜としてその機能が
期待された。文部省は続いて昭和 23（1948）
年⽛学徒の対外試合について⽜（文部省，
1948）を通達している。戦後直後の GHQ に
よる指導下において，文部省は，アメリカの
理解や解釈を元にして，スポーツを学校教育
として，スポーツマンシップの醸成や民主主
義的態度の形成につながるものとして取り入
れた。

これによって，自省の存続も維持すること
が出来たものの，結果的には，現場では具体
的な指導の方法論が浸透するまでには至らな
かった。そのため，⽛ただスポーツをすれば
よい⽜といった⽛スポーツおぶさり論⽜が生
じることになった（草深，1986a，1986b；内海，
1996）と指摘するように，戦後依然として具
体的な方法論は成熟させられないまま，体育
や運動部活動の存続を維持するかたちとなっ
た。こうしたことが，今日まで，課外活動で
ありながら過熱する，グレーゾーンによるさ
まざまな問題を引き起こす元凶となったとい
える。

そうしたなか，野球においては，いわゆる
全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園高
校野球）は，文部省が野球統制令を発令して
いたにも関わらず，終戦後直ぐ統制は解除さ
れ，GHQ が夏の大会のみではあるが許可し，
翌年昭和 21（1946）年に甲子園球場が GHQ
に接収されていたため西宮球場ではあったが
再開されている。春の選抜大会は GHQ が開
催に難色を示し，且つ甲子園球場の接収解除
を認めなかったが，協議を重ね，昭和 22

（1947）年⚓月，戦後初の甲子園球場での開催
にこぎ着け，野球統制令も同年⚕月に廃止さ
れた。

一方，武道については戦争に加担したとし
て大会だけでなく学校での授業においても一
旦禁止している。柔道は GHQ 内にも愛好家
が多かったこともあったが，昭和 25（1950）
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年（老松，1976）に，剣道については⽛撓（し
ない）競技⽜として，GHQ 撤収後の昭和 27

（1952）年に再開した（久保他，2017）。例え
ば，バレーボールは，昭和 22（1947）年に全
日本選手権が開催されており，他の多くのス
ポーツも，戦後活動を再開し，大会や対抗戦
を実施している。それは，敗戦後の混乱に
あって，スポーツを奨励し，荒んだ社会に一
抹の清涼剤を投じるべく活動を再開しよう

（大日本体育会，1947）と，当時の大日本体育
協会は方向性を打ち出した。

そして，これまでのわが国スポーツは優秀
選手の要請に専ら力が注がれて，スポーツの
一般化に対して十分な手が伸びていなかった

（関，1997）ため，大衆化に根ざそうと考えた
結果である。

4-2．スポーツの競技化への傾倒
昭和 15（1940）年夏季オリンピック東京大

会開催が決定していたにもかかわらず，盧溝
橋事件を発端とする支那事変や軍部の反対な
どから，日本政府として最終的に昭和 13

（1938）年返上した東京は，GHQ からの占領
を脱した⚒年後の昭和 29（1954）年に再度夏
季大会開催地に立候補し，昭和 35（1960）年
開催にはローマに敗れたものの，次ぐ，昭和
39（1964）年の開催には，昭和 34（1959）年
に選出されることとなった。

第⚒次世界大戦で敗戦したものの，急速な
復活と発展を遂げた日本が，再び国際社会の
中心として復帰するシンボル的な意味を持つ
とされる。また，アメリカの新聞に連載され
た⽛カルヴィンとホッブス⽜という⚔コマ漫
画でも描写されているように，アメリカでは
スポーツは，一般的に優れた人格を形成する

（building character）ことを想起させる。
GHQ 最高司令官のマッカーサーも，昭和

24（1949）年⚔月の IOC 総会に先立ち，日本
のオリンピック復帰の努力を要請している

（日本体育協会，1951）。そして，日本国家と

して，国立競技場をはじめとした施設整備，
大会運営，選手強化など，巨額を投じる国家
的プロジェクトとなった（浜田，2018；波多
野，2004）。

昭和 34（1959）年に夏季オリンピック東京
開催が決定された後，昭和 36（1961）年の文
部省の通達⽛学徒の対外運動競技について⽜
では，競技団体からの基準緩和要請が一層強
まり，⽛オリンピック東京大会開催等の事情
を考慮⽜するとして，中学生については，隣
接県との大会は宿泊を要さない範囲で参加可
能になり，国際的競技会および日本選手権大
会への参加を⽛世界的水準に達している者ま
たはその見込みのある者⽜から⽛特にすぐれ
た者⽜へと緩和された。また，水泳競技につ
いては，その特殊性に鑑み，一定の水準に達
した者を選抜しておこなわれる全国大会の開
催を認めるとされた（八木，2007）。

こうしたことに対して，丹下（1986）は，
⽛まったくスポーツ団体側の要求を全面的に
取り入れた改訂であり，教育者側の要求は認
められていないもの⽜と指摘し，さらに⽛こ
れは完全に学生，生徒の対外試合の主導権が
日本体育協会を中心とするスポーツ団体の手
に渡されたことを物語るものである⽜と批判
している（丹下，1986）。

このように，戦後，学校運動部活動は，制
度上は学校教育の一環として位置付けられて
いるものの，明らかに選手養成が優先してお
り，先の文部省通達の前文においても⽛やや
もすれば勝敗にとらわれ，心身の正常な発達
を阻害し限られた施設や用具が特定の選手に
独占され⽜といった競技スポーツの弊害を警
告した記述が削除されているように，オリン
ピックで勝つことができる選手養成が求めら
れたといえる。

もっとも，戦後初めて 16 年ぶりの参加と
なった，昭和 27（1952）年開催のヘルシンキ
オリンピックでは，水泳 400 m 自由形で⽛フ
ジヤマのトビウオ⽜と称された古橋廣之進な
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ど，戦後の疲弊した日本にあって，国民の期
待に反して惨敗に終わってしまった。これを
受けて，水泳競技連盟は選手養成制度の確立
に重点を置くことを確認し，陸上競技連盟に
おいても科学研究を重視するようになった

（関，1997）。
大日本体育協会は，昭和 23（1948）年に日

本体育協会に改称している。敗戦を受けて，
戦争遂行のために設けられた部会は解消し，
種目別競技団体を構成する，純然たる民間団
体して⽛民主体育⽜，⽛大衆化⽜を掲げ，再ス
タートしたはずだった。しかし，すでに，昭
和 21（1946）年にはオリンピック準備委員会
が設置されたり，水泳連盟による中学生の国
体参加が認められたり，先の通り文部省によ
る学徒の対外競技基準が大幅に緩和されるな
ど，⽛民主体育⽜，⽛大衆化⽜とは，相対する動
きが優勢であった。そして，組織上も競技団
体が中心であり，地方との関わりは薄められ，
結局は財源の多くを国庫補助金に頼り，文部
省関連役員が中心的であった。

したがって，当時⽛民主化⽜，⽛大衆化⽜を
国民のものにするための環境や条件が整って
いなかったことは致し方ないことでもあり，
敗戦による精神的打撃と物質的窮乏による状
況下の国民にあって，⽛勝つことこそ，国民の
期待に応えること⽜という使命感を日本体育
協会に自覚させていったとも言え，⽛オリン
ピック至上主義⽜（関，1997）へと転換してい
く。

4-3．高体連と中体連
高体連，正式名称全国高等学校体育連盟は，

昭和 23（1948）年に創設された。設立の目的
は，高等学校生徒の健全な発達を促すために，
体育・スポーツ活動の普及と発達を図ること
とされ，主な活動内容は，(1)高校生の健全育
成を目指す，(2)競技力の向上，(3)生涯ス
ポーツ実践の基礎づくりである。そして，都
道府県高等学校体育連盟，各競技種目の専門

部，都道府県研究部を組織し，夏季および冬
季総合体育大会の開催，選抜大会，定時制通
信制体育大会を開催している（高体連，
2019a）。

設立当初は，ちょうど学校教育法が昭和 22
（1947）年に制定され，小学校⚖年，中学校⚓
年，高等学校⚓年，大学⚔年と，いわゆる

（6-3-3-4 制）を基本とする新制学校制度が発
足した時期である。学校体育の指導要綱にお
いては，⽛これからの教育は教師中心の画一
主義を排して，学徒の自発活動を中心とする
個性尊重の教育でなければならない⽜と説明
されており，⽛スポーツを重視して体育の社
会性を強調すること⽜，⽛課外体育を重視する
こと⽜が挙げられている。このことから，生
徒の自主性を尊重した活動として，課外体育
であるクラブ活動などの取り組みが重視され
ている。

そして，⽛教職員はつとめて課外活動に参
加し管理と指導にあたる⽜ことが指導方針と
して掲げられており，生徒の自主性を尊重し
つつも教員の指導の必要性が明記されている。
翌昭和 23（1948）年（高体連設立と同年）に
は，⽛学徒の対外試合について⽜の文部省体育
局長通達が出され，⽛勝敗にとらわれ，身心の
正常な発達を阻害し，限られた施設や用具が
特定の選手に独占され，非教育的な動機に
よって教育の自主性がそこなわれ，練習や試
合のために不当に多額の経費が充てられたり
するなど，教育上望ましくない結果を招来す
るおそれがある⽜として，中学校，高等学校
での対外試合を制限するよう統制が行われて
いる。

しかし，高等学校の全国大会は年⚑回認め
られており，先立って通達された昭和 21

（1946）年の⽛学校校友会運動部の組織運営に
関する件⽜によって戦時中の軍事目的の統制
が撤去され⽛民主主義的体育振興の原動力⽜
として再出発するはずだった学校運動部であ
るが，結果的には戦後の GHQ 民主化政策の
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下でも競技力の向上姿勢は抜け切るはずもな
く，文部省の意図と学校現場との乖離，ある
いはスポーツのもつ競技性が現れる結果と
なっている。第⚑回全国高等学校総合体育大
会（全国高校総体⽛インターハイ⽜）は，昭和
38（1963）年に開催している。

一方，中体連，正式名称日本中学校体育連
盟は，全国中学体育連盟として高体連創設に
遅れること⚗年，昭和 30（1955）年に発足し
た日本の中学スポーツを統括する団体である。
全国中学校生徒の健全な心身の育成，体力の
増強及び体育・スポーツ活動の振興を図り，
もって中学校教育の充実と発展に寄与するこ
とを目的とし，その目的を達成するために，
次の事業を行っている。(1)全国的な中学校
体育大会の開催，(2)中学校体育に関する調
査研究，(3)各地域の情報及び資料の交換，
(4)都道府県中体連への助成事業，(5)広報・
会報の発行である（中体連，2019a）。

発足の経緯としては，中学校における保健
体育の授業，及び学校教育活動の一環として
の運動部活動を基盤にして中学校における体
育・スポーツ活動の振興と推進，(1)中学生の
体力の向上，(2)競技力の向上・スポーツ技能
の向上，(3)中学生の心身ともに健全な発達
と育成，(4)中学生の望ましい人間形成及び
人間関係の向上等を目指しながら，生涯体
育・生涯スポーツの基礎・基盤づくりに寄与。
そして，中学校教育の充実・発展に資すべく，
50 有余年に渡って活動してきている。と述
べている（文部科学省，2011）とおりである。

発足当時の背景としては，中体連発足の約
⚕ヶ月前の 昭和 29（1954）年⚘月⽛対外競
技の基準⽜が通達され，⽛校内競技に重点⽜が
置かれていた中学生の対外競技が⽛都道府県
内の競技会⽜に広められている。この後，こ
の時点で中学生の全国大会は文部省が認める
ものでなく，学校教育活動外としての活動
だった。その後，昭和 32（1957）年，昭和 36

（1961）年の⽛対外競技の基準⽜改訂を経て，

昭和 54（1979）年の改訂では，中学生の全国
大会が学校教育活動内として年⚑回認められ
ることになっていく。

アメリカの対日政策の転換や，競技団体か
らの要求もあった（八木，2007）が，このよ
うに，学校指導要綱においては⽛スポーツを
重視して体育の社会性を強調すること⽜，⽛課
外体育を重視すること⽜となっており，その
うえ，⽛教育上望ましくない結果を招来する
おそれがある⽜としてわざわざ文部省通達を
出しながら，なし崩し的に対外競技基準が緩
和され，高体連も中体連も大衆化するはずで
あったスポーツの競技化に傾倒する結果と
なった。

第⚕章 学校運動部活動の【安定期】

5-1．高度経済成長後の学校運動部活動
昭和 35（1960）年代の高度経済成長期は，

生産の拡大とともに所得が増え，自由になる
金銭も増えた時期であった。新たな遊びや余
暇活動として，スキーやボウリングなどが盛
んになり，職場から離れ，より自由で個人的
な余暇を求める⽛レジャー⽜が登場すること
となった。新幹線の開通や高速道路網の整備
などと合わせて，全国を旅行し余暇活動をレ
ジャーとして満喫した。昭和 45（1970）年に
はレジャーに対する個人の権利や自由を定め
た⽛レジャー憲章⽜が国際レクリエーション
協会によって制定されている。

スポーツにおいては，戦後復興からオリン
ピックを自国東京で開催することとなり，競
技力向上にも拍車がかかった。その結果，夏
季オリンピックにおいて過去最多の金メダル
16 個を含む合計 29 個のメダルを獲得した。
これは，金メダル獲得日本史上最高順位とも
なる成績となった（図⚒）。

こうした競技力の多くをかつては学生が支
えており，学校運動部活動が競技力養成機関
かのような位置付けとなり，多くの議論がな
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されている。例えば，東京オリンピックへ向
けては貢献すべきだとして，野口（1960）は

⽛素質の優れた生徒や青年を発見したならば，
組織を通じて推薦すること⽜や，森（1961）
は⽛直接オリンピック競技によい成績をあげ
るために，選手強化に協力すること⽜として，
学校運動部活動をスポーツとして推進しよう
とするものであった。

そうした議論に加えて，本間（1960）は⽛学
校体育とオリンピック選手の育成は決して相
対立する性質ではない⽜と，教育でもあると
意味づけている。一方で⽛一部の選手養成に
重点が置かれ，一般生徒の機会や指導が疎か
になる⽜として問題視（馬場，1960；山岡，
1961；城丸，1962；畑，1963；丹下・瀬畑，
1965；全国高校生活指導研究協議会，1966；
粂野，1969）され，学校と教育活動ではない
とする議論も多く，最終的には，昭和 45

（1970）年代に，大衆化路線へ振れていくので

ある。しかしながら，こうした動きは，学校
運動部活動を教育として捉え，学校と教師が
どのように向き合うべきか，本来あるべき姿
を問う時期であった。

その結果，昭和 44・45（1969・70）年の学
習指導要領には，課外活動ではなく正課内に
おける特別活動として必修クラブが新たに設
置された。確かに大衆化のひとつとして全員
必修のクラブ活動で，大衆化を図る大義名分
とはなり得るが，必修クラブと課外活動の部
活動の併設により，教師の休日の出勤や超過
勤務の保障が問題視されるようになった。そ
の結果，教員手当の問題や部活動の社会体育
への移行がクローズアップされた。

日本教職員組合は，昭和 45（1970）年⽛教
職員の労働時間と賃金の在り方⽜のなかで，
手当の支給を求め，文部省と人事院は，昭和
46（1971）年に教員の勤務態様の特殊性をふ
まえて，時間外勤務手当や休日勤務手当を支
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図 2 オリンピックにおける日本のメダル獲得数
※ 1916 年ベルリン，1944 年ロンドンは中止。1940 年東京大会は返上，同年ヘルシンキ大会は中止。1948 年ロン
ドン，1980 年モスクワは日本不参加。1936 年ベルリンのメダル数には芸術種目銅⚒を含む。ランクは金メダ
ルの獲得数順

＊孫基禎の金メダル含む。＊＊東側諸国不参加



給することに代え，月額⚔％に相当する調整
額を支給する法律を定めた。これが，いわゆ
る給特法⽛教員給与特別措置法⽜である。こ
れにより，不明瞭であった勤務態様の対策と
して決着させている。また，熊本で起きた指
導教師が同席していない練習中の柔道部員の
事故に対しては，⽛クラブ活動は正規の教育
活動に含まれることから，勤務時間外でも指
導教師は生徒の生命身体の安全に十分の注意
を払う職務上の義務がある⽜との判決が，昭
和 45（1970）年⚗月の熊本地裁で下された。

これにより，課外活動である部活動は，生
徒の自主的自発的な活動でありながら，教師
の拘束を長時間化させることに繋げてしまっ
た。他方，生徒の自由と自治がもっとも尊重
されるとした，社会体育化への議論も盛んで
あ っ た（海 後，1970；高 部，1975；中 村，
1979；城丸，1980）。しかし，中澤（2011a，
2012b）が⽛スポーツの自由と自治を徹底し
ようとする立場からみれば，文部省，学校，
教師は，スポーツを教育手段とする点でその
価値を減じる仮想敵であった⽜と指摘するよ
うに，結局，社会体育化は失敗に終わり，学
校が引き受けることとなった（内尾，1979）。

5-2．オイルショック以降バブル経済期まで
の学校運動部活動

昭和 35（1960）年代の高度経済成長期を迎
える頃には，レジャーの出現により，余暇活
動は労働や学業に従属するものではなくなり，
個人の主体性のある活動へと変容した。しか
し，昭 和 48（1973）年 に な る と⽛オ イ ル
ショック⽜による低成長期を迎えることと
なった。

レジャーとしてもてはやされたボウリング
場も激減し，お金が嵩むレジャーは手控えら
れ，雇用も冷え込み，余暇活動は不況下によ
る先行き不安や健康問題を解消する手段へと
再変容し，生き甲斐づくりへシフトしていく
ようになった。昭和 59（1984）年に設置され

た臨時教育審議会以降，学校教育においても
⽛子どもの個性を伸ばす方策⽜が議論され，昭
和 62（1987）年臨時教育審議会第⚓次答申で
は，運動部活動は⽛個性の伸張⽜という意義
を有するとして，それを支えるために⽛人
的・物的両面での整備を進める⽜学校外から
の指導者を活用することなどが提案された。

その結果，文部省は，昭和 63（1988）年⽛運
動部活動指導者派遣事業⽜，平成⚒（1990）年

⽛運動部活動指導者研修事業⽜，⽛運動部活動
研究推進校設置⽜と，状況に応じた健全で能
動的な施策が展開されている。体育スポーツ
施設数も，昭和 60（1985）年が最も多く，学
校体育スポーツ施設は，平成⚒（1990）年が
最大の 156,548 施設である。社会体育施設や
民間体育施設についても，スポーツ人口の推
移も共に増加傾向にある。

昭和 45（1970）年代頃までは公立高校は決
して弱い存在ではなく，甲子園通算勝利数の
上位 20 校には，県立岐阜商業（87 勝），松山
商業（80 勝），広島商業（62 勝），高知商業

（61 勝），高松商業（58 勝）と名を連ねている。
戦後から昭和 44（1969）年までの甲子園

（春・夏）出場校を見てみても，公立高校が
67.7％を占めていたが，それ以降は，公立と
私立の出場校数の比率は逆転し，現在では約
⚖割を私立が占めるまでになっている（表
⚔）。公立高校において，体育学科や体育
コ ー ス を 設 置 し て い る 学 校 は，昭 和 59

（1984）年までに 25 校に上っている。私立高
校においても，25 校に設置されているが，当
時公立高校において，体育やスポーツのカリ
キュラムはもちろんであるが，施設面，指導
面を充実させたこうした学校を設置し，学校
運動部活動を充実させていたことは，注目に
値する。

体育学科・体育コースに所属する生徒のほ
とんどは，運動部活動に加入し，バトントワ
リングや薙刀，民族舞踊や水球といったマイ
ナー競技も環境を整え実施し，運動部活動の
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多様化を試みているともいえる（野口他，
1984）。昭和 53（1978）年告示の改訂高等学
校指導要領には，⽛体育に関する学科⽜の目標
や内容が明示されている。当時は既に高校進
学率も 94％を超えていたことから，発育発達
の途上にある高校期に，運動の合理的実践に
よって，心身の発達の可能性を最大限に伸展
し，体育に関する基礎的，基本的教養を培う
ことに重点を置くこととしている。

しかしながら，卒業後の進路としては，ダ
イレクトな職業は見当たらず，体育大学や体
育学部をもつ大学への希望者が多い。特に，
体育関係や，保健体育教員養成課程がある国
立大学への推薦入学を強く望んでいる。こう
したことから，この時期は学校運動部活動に
とっても，非常に安定した時期であり，施設
面も人的支援面においても，充実した時期で
あったといえる。

5-3．安定した学校運動部活動による問題
昭和 50（1975）年頃は，中高年や高齢者，

家庭人を中心にジョギングやマラソン，水泳
が人気を博し，その後はフィットネスクラブ
も急増した。特に，家庭婦人と呼ばれる，い
わゆる主婦層が日常的にスポーツを楽しむよ
うになり，労働者婦人少年局が，昭和 47

（1972）年に行った⽛婦人に関する意識調査⽜
では，ʠスポーツによる体力づくりʡという回
答項目が見られるようになり，また，同年の

⽛スポーツに関する世論調査⽜（内閣総理大臣
官房広報室，1972）によると，⚑年間に主婦
が参与した競技スポーツ種目では，バレー
ボールが最も多く，次いでバドミントンとい
う順位となっている。

この頃には，ホッケーやテニス，バスケッ
トボール等も家庭婦人スポーツとして広まっ
た（高岡，2008，2010）。また，家電普及に伴
い，プロ野球のテレビ観戦やテレビゲームの
登場，さらには，新たなカテゴリーとして，
東京ディズニーランドに代表されるテーマ
パークが出現した。そして，昭和 62（1987）
年には通称⽛リゾート法⽜が制定され，リ
ゾート開発として，ゴルフ場など高級会員権
を売りにするハイクオリティー・ハイコスト
のレジャーが再び登場するようになり，バブ
ル経済・平成景気により，倹約志向は消失し
ていくこととなった。

企業スポーツもオリンピックを契機に隆盛
し，企業における社会人の運動部活動といっ
た活動から，宣伝効果や企業知名度向上，イ
メージアップにつなげる効果を期待されるよ
うになった。企業は，高校や大学で活躍した
選手を積極的に採用し，社業はせず，一種プ
ロ的な契約を結ぶ選手も増えていくこととな
る。こうしたスポーツ選手の採用については，
昭和 59（1984）年ロサンゼルスオリンピック
において，初めて商業化し，スポンサーメ
リットやテレビの独占的放映権，マーチャン
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表 4 甲子園出場校における私立と公立の割合

春・選抜大会 夏・選手権大会

1946-1969
（S 21-S 44）

延べ出場校数 498 校 延べ出場校数 1271 校

私立 161 32.3％ 私立 457 36.0％

公立 337 67.7％ 公立 814 64.0％

1970-2018
（S 45-H 30）

延べ出場校数 1572 校 延べ出場校数 2067 校

私立 939 59.7％ 私立 1214 58.7％

公立 633 40.3％ 公立 853 41.3％



ダイジングなどの商品化権などが注目され，
これまで，⽛する⽜スポーツであったものが，

⽛みる⽜スポーツとしての価値変容が起こっ
た時期でもあった。

企業は，業績が伸びることと比例し，ス
ポーツにおける企業間競争も激化した。同一
競技・リーグにおいて，選手の勧誘や契約に
おいても多額の契約が交わされるなど，学校
運動部活動が非常に安定した時期を迎えてい
たにも関わらず，昭和 41（1966）年度入試以
降，文部省では推薦入試を認めたため，特に
私立大学では⽛各種スポーツ選手をありてい
に言えば学力検査の成績に関係なく入学させ
たりしていた⽜（佐々木，1984）。また，神谷

（2015）は昭和 45（1970）年代に改訂された高
校の指導要録において，部活動に関する記述
が奨励されたことにより，⽛大学進学のため
の運動部活動⽜が確立されていったとしてい
る。昭和 53（1978）年江川問題空白の一日，
巨人ドラフト会議ボイコットに代表される騒
動も，学校運動部活動は安定的に活動がなさ
れた結果，純粋なスポーツによる教育効果を
求めるだけでなく，進学，職業選択のひとつ
の活動としてʠいびつʡなかたちへと多様化
するようになっていった。

第⚖章 学校運動部活動の【混迷期】

6-1．バブル経済崩壊後から現在までの学校
運動部活動

平成⚒（1990）年代に入ると，折からのバ
ブル経済や平成景気は勢いが衰え，消費税の
導入もあり，一気に深刻な不況に陥った。不
況対策として企業においてはリストラが敢行
されるなど，これまでの年功序列式や終身雇
用制度も崩壊し始め，雇用不安定な状況が出
現した。完全失業率は上昇の一途を辿り，バ
ブル経済の崩壊が様々なかたちで一気に放出
された。

レジャーについては，乱立したテーマパー

クの経営が一気に悪化し，廃止や閉園を余儀
なくされる施設も出現した。こうした状況下
において，観光では，お金をかけない自然環
境や文化歴史を対象としたエコツーリズムや，
農村漁村地域での滞在型グリーンツリーズム
といった地域密着型が注目されるようになり，
アウトドア志向によるオートキャンプ，職場
による団体旅行から家族・個人旅行へ移行す
るようになっていった。

これまでプロ野球も，多くの観客入れ，入
場料を徴収して，プロスポーツではないが，
企業スポーツも昭和 45・55（1970・80）年代
では隆盛し，実業団リーグ等を開催してきた。
しかし，当時のプロ野球球団においては，企
業スポーツの延長線上にあったかのように，
一企業が高給選手を多く抱えることが出来れ
ば，ガラガラの観客席のパシフィックリーグ
でも存続が可能であったし，鉄道会社や新聞
社など，地元の大企業が経営し，興行，余興，
出し物，見せ物といった状況であった。

一方で，平成⚕（1993）年にはプロサッ
カー⽛J リーグ⽜が開幕し，世間の停滞した
ムードが漂うなか，一躍サッカーブームが巻
き起こった。いわゆるスポーツの多様化のひ
とつである観戦型⽛みるスポーツ⽜という概
念が出現した。ヨーロッパのサッカーリーグ
を参考に，フェイスペイントを施した観客や，
試合開始前，ハーフタイムなどのショーアッ
プ，テレビ放送やマスコミの注目も相まって，
かつての日本リーグ時代とは違い，人気を博
した。これにより⽛する⽜スポーツの概念で
は存在しなかった，どのように試合や大会を
観客や視聴者に魅せるかという観点がより強
調され，当時のスポーツに大きな一石を投じ
たことは間違いない。

学校運動部活動では，多様な運動部活動あ
り方が検討され，⽛学校スリム化⽜論として，
将来的には運動部活動を学校から地域に移行
すべきと，日本教職員組合が基本的な見解を
示し（日本教職員組合権利確立対策委員会編，
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1989），平成⚗（1995）年には経済同友会も，
スリム化の対象のひとつとして，運動部活動
を挙げ地域社会への引き受けを主張している。
平成⚘（1996）年には，中央教育審議会が，
学校スリム化の項目の中で，そして，平成⚙

（1997）年の保健体育審議会においても，運動
部活動を地域社会へ移行させる方向性を触れ
ている。

こうした議論を受けて，文部省は，平成⚗
（1995）年に⽛総合型地域スポーツクラブ⽜モ
デル事業として全国 19 クラブを指定し開始
している。しかし，中体連や高体連の大会に
出場するためには，学校の部活動に所属して
いなければならず，総合型地域スポーツクラ
ブは参加できない。クラブが参加できる大会
があるものの，参加数が極端に少ないばかり
か，近隣でクラブ同士試合やゲームを行うこ
とすら難しい状況にある。こうした問題の他
にも，拠点となる活動場所が確保できなかっ
たり，指導者のなり手不足，そもそもクラブ
として運営することが継続されないなど，課
題は山積ばかりか，クリアすることさえ困難
な状況であり，運動部活動が地域社会へ移行
されることはなく，学校への位置付けが続い
ている。

また，子どもの⽛個性⽜を重要視する方針
が，この時期の教育政策によって推進されて
いる。平成⚓（1991）年の中教審答申では，
特定の教科・分野を重点的に評価する，部活
動や点数化が困難なスポーツ活動なども適切
に評価する，調査書のみ（あるいは学力試験
のみ）による選抜といった，入試における

⽛評価尺度の多元化・複数化⽜や，推薦入試を
積極的に進める方針が示されたのである。こ
れを受けて，文部省も同年⚖月に⽛高等学校
教育の改革の推進に関する会議⽜を発足し，
推薦入試に関して，特に部活動に関しては，

⽛一定の定員枠を設けて，長期間にわたる又
は質の高い文化活動やボランティア活動の活
動歴などにより選抜を行い，調査書の学習成

績の記録や評定の成績を求めないこととする
選抜を行う⽜といったことが示された。つま
り，在学中の学力を問わずに，活動歴や競技
成績のみで入学することを認めたわけである。

そして，平成⚒（1990）年代は，⽛ゆとり政
策⽜の真っ只中でもあった。平成⚔（1992）
年⚙月から，公立の小中高等学校において，
第⚒土曜日を，その後，平成⚗（1995）年⚔
月から，第⚔土曜日が加わり，平成 14（2002）
年⚔月から，すべての土曜日が休業となった。
このように時間的なゆとりの確保は，生涯学
習を進める政策の条件整備であった。しかし，
昭和 45（1970）年代に学校運動部活動を社会
体育化しようとした動きが失敗し，そして，
平成⚗（1995）年総合型地域スポーツクラブ
化への移行についても，依然学校への位置付
けが続いている状況である。

生涯学習を進める政策として，こうした条
件を整えても，学校運動部活動おいては，こ
のゆとりの時間が，部活動へ費やされている
だけであった。中学生・高校生のスポーツ活
動に関する調査研究協力者会議の⽛運動部活
動のあり方に関する調査研究報告書⽜（1997）
によると，週あたりの活動日数⚖～⚗日は，
中学校 72.4％，高校 77.8％に上り，日曜日の
活動は，中学校 73.9％，高校 72.1％実施して
いる結果が示されている。こうした練習時間
の長時間化が過度の練習を引き起こし，過熱
指導化する要因となり問題視され，学校運動
部活動が混迷した時期を迎えることとなる。

一方で，生涯学習活動に期待される余暇関
連市場は，レジャー白書によると平成⚘

（1996）年のピーク時には 90 兆 9,140 億円で
あったにも関わらず，徐々に減少し，平成 30

（2018）年は 69 兆 9,310 億円と，依然減少傾
向である。景気が上向いているとのことであ
るが，低成長期と変わらず給与所得も安定上
昇が少なく，加えて先行き不安や年金不安な
ど不透明性が高いうえ数多く存在するために，
余暇活動については，より安価で手近でシン
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プルな⽛安近短（単）⽜志向が強まっていると
いえる。スポーツの実施についても⽛安近短

（単）⽜志向が強く，多くの用具や道具を必要
としないフィットネス関連がスポーツ用品市
場において大きな伸び率を示している。高価
な道具や用具を購入しないため，よりファッ
ション性に富んでいたり，機能性を追求した
ウェアを開発したりするなど，スポーツ用品
メーカーも戦略転換を図り，道具や用具に代
わる売り上げを伸ばす結果となっている。

近年では，機械化やオートメーション化，
IT 化に伴い，業務効率性は格段に向上された
ものの，身体活動量は低下する一方である。
子どもについても，凶悪犯罪や事件事故の発
生件数の増加により，外遊びが減少し，加え
て，公園や広場においても事故や怪我を防ぐ
ため，スポーツや遊びが制限され，野球や
サッカーなどを禁止するところも少なくない。
また，情報化社会によるスマートフォンのよ
うな個人端末の普及によるゲームや仲間との
つながりが，かつての外遊びに変わるものに
なっている。

大 人 の 余 暇 時 間 に つ い て は，昭 和 63
（1988）年に労働基準法が改正され，週休⚒日
制，就労⚑日⚘時間，週 40 時間と定められた。
平成⚙（1997）年には完全施行とし，平成 12

（2000）年からは，⽛ハッピーマンデー⽜とし
て，多くの祝日を月曜日に振り替え，連休を
設定している。しかしながら，日本の労働時
間は短縮傾向にあるとは言えず，余暇時間に
ついても，一時期より減少傾向となっている。
そして，スポーツにかける時間も減少し，休
養やくつろぎに充てる傾向が高くなっている

（黒田，2012）。

6-2．少子化と教員数の減少
現在は，少子化が叫ばれ，平成 30（2018）

年の出生率も 1.43 と⚒年連続の低下傾向で
あり，出生数も最小の 94 万 6000 人にとど
まった（図⚓）。出生数は，昭和 49（1974）年

をピークに減少傾向とたどっている。同年に
は，⽛第⚑回日本人口会議⽜において，これま
での増えすぎる人口に対して，子どもは⚒人
までとした宣言を実は出している。明治初期
時点で人口が 3,300 万人であったことを考え
れば，当時⚑億人を超え，50 年後には⚑億⚔
千万人以上に到達することを必定とした状況
下においては，そうした宣言は，予想外の全
会一致と呆気ないくらい簡単且つ力強く採択
された（青木，1974）という（図⚔）。

したがって，これを契機に，少子化にする
対策が講じられたといっていい。しかし，皮
肉なことに現在となっては，この少子化推進
が深い禍根として，少子高齢化という，深刻
な問題となって直面している。学校運動部活
動においては，少子化により，教員数も当然
のことながら減少している（図⚕）。

こうした状況においては，これまで昭和 45
（1970）年から昭和 55（1990）年代バブル崩壊
までの学校運動部活動安定期では起こりえな
かった，部員不足や顧問不足問題が露呈した。
部員不足とまではいかなくとも，大会出場す
ら危ぶまれる数にまで不足したり，教員数が
減っているにもかかわらず，部活数は変わら
ず，全教員が部活の顧問をせざるを得ない状
況に陥るのである。中体連による加盟校調査
によると，平成⚖（1994）年から比べると平
成 28（2016）年の部活動数 0.88 倍であるの
に対して，生徒数は 0.73 倍と下回っている
状況にあるという。

また，全員顧問制度（実際は制度でなく慣
行）を採用している中学校の割合は，平成⚘

（1996）年が 57.0％であったことに比べると，
平成 28（2016）年は 87.5％にまで増加してい
る。加えて，複数顧問制度（同様に制度では
なく慣行）を採用している学校もあるが，正
顧問が不在の場合は，副顧問が生徒指導に当
たるようなかたちであり，必ず⚒人体制で指
導に当たっているわけではなく，リスクヘッ
ジ を す る 体 制 で あ る。そ し て，平 成 14
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（2002）年から中体連では，合同チーム参加規
程を定め，少人数の運動部の単独チーム編成
が出来ないことに対する救済措置を設けた。
当初 330 チームであった数が平成 29（2017）

年には，1000 チームを超える数となっており，
今後もそうした傾向が続くとしている（毎日
新聞，2018）。
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図 3 出生数の推移

図 4 人口の推移



6-3．モンスターペアレントと不祥事・体罰・
ハラスメント

Benesse 教育開発センター（2010）の調査
では，数年前と比較して⽛学校にクレームを
言う保護者⽜が⽛増えた⽜と回答している小・
中学校の教員が 78.4％いると報告されてい
る。こうした保護者を⽛モンスターペアレン
ト⽜と日本で造語して呼んでいる。小野田

（2011）も，本当に増えているかどうかの客観
データは存在しなく，実感を持つ教職員が増
えているとしている。

片岡（2014）によると，必ずしも高学歴の
親ほど教師に不信感をもち学校にクレームを
つけているのではなく，むしろ高学歴の親ほ
ど多く学校に要望を出しており，多くの場合
は，教師を信頼しているからこそ要望を伝え
ているとしている。確かに，親の高学歴化が
進み，平成⚒（1990）年以降大学進学率が急
上昇している。一方，高卒は急激に減り，大

学進学率の推移とクロスオーバーしている。
モンスターペアレントによる学校運動部活動
の影響は，数々ある。旧態依然かも知れない
が，指導に口を出したり，生徒の陰口を叩い
たり，親同士でヒエラルヒーやカーストを構
成したり，枚挙に暇が無い。

一方，教師の指導力については，両極端の
傾向が見られ，平成 26（2014）年に報告され
た，日本体育協会⽛学校運動部活動指導者の
実態に関する調査報告書⽜によると，実技指
導が出来る教員あるいは外部指導者がいる部
の割合は，中学校 86.3％，高校 81.8％であっ
た。しかし，担当教科が保健体育でなくかつ
現在担当している部活動の競技経験なしが，
中学校 45.9％，高校 40.9％であった。

さらに，日本体育協会公認スポーツ指導者
資格の保有状況については，中学校，高校共
にほとんど持っていない結果であり，今後の
資格取得意向については，取得したくないが
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図 5 中学校教員数の推移



⚗割近くを占める結果となった。教員が必ず
有資格者である必要はないが，あまりの低さ
と意向の無さには驚かざるを得ない。もちろ
ん資格がなければ，指導能力が低いことには
ならないが，指導が出来ないうえに，全員顧
問制度であったり，複数顧問制度であれば，
負担感は間違いなく大きく，加えて，モンス
ターペアレントによるクレームなどがあれば，
部活動顧問をやりたくないと思うのは至極当
然かも知れない。

そして，体罰問題である。平成 24（2012）
年に起きた桜宮高校男子バスケットボール部
キャプテンの自殺が，教師の体罰との因果関
係が認められた。自殺前夜には 30～40 回殴
られていたり，暴行や暴言が横行していた実
態も明らかとなっている（島崎，2014；Japan
daily press, 2013）。

文部科学省の調べでは，体罰に係る懲戒処
分等の推移では，平成 13（2001）年度から平
成 23（2011）年度は⽛公立学校教職員の人事
行政状況調査⽜における体罰により処分され
た教員数，平成 24（2012）年度以降は⽛体罰
の実態把握について⽜における体罰発生件数
のうち，懲戒処分等を行なった件数を示して

いる（図⚖）。桜宮高校での体罰に起因する
自殺事件を受け，平成 24（2012）年と平成 25

（2013）年が突出しているが，平成 26（2014）
年には激減し，その後も減少している。事件
後，体罰が明るみに出たり，怪しい案件を報
告したりするケースが多くあったと思われる。

また，文部科学省は，⽛体罰の禁止及び児童
生徒理解に基づく指導の徹底について⽜通知
を出したことによる結果とも推察出来る。し
かしながら，それまで平成 23（2011）年まで
のデータが判で押したような，おしなべた数
字であった。そして，再び元の数値へと戻り
つつある。結局は，体罰が起こった学校や，
懲戒処分を受ける教師が在籍していることは，
まったく不名誉なことであり，それを明るみ
に出さないように対処したり，あるいは内々
で処理するケースは少なくなかったと推察で
きる。体罰に限らず，セクハラやパワハラも
横行しており，中学生や高校生にとどまらず，
トップアスリートや競技団体にも及んでいる。
これだけ徹底し，報道などで取り上げられて
いるにもかかわらず，今日に至っても無くな
らない闇の深さには閉口するばかりである。
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図 6 体罰に係る懲戒処分等の推移（公立：教育職員）



6-4．過重労働と働き方改革
教 員 の 過 重 労 働 に つ い て は，平 成 25

（2013）年 OECD による国際教員指導環境調
査の結果が有名である（表⚕）。日本を含む
34ヶ国と地域による調査結果であるが，日本
の教員の⚑週間あたりの勤務時間は参加国平
均 38.3 時間であるのに対して，最長の 53.9
時間であった。このうち，課外活動の指導に
使った時間が，参加国平均 2.1 時間であるの
に対して，最長の 7.7 時間であった。ベネッ
セ教育総合研究所（2017）による教員の勤務
実態（図⚗）によると，⚑日の勤務時間は中
学校 12 時間 30 分，高校 11 時間 33 分であり，
年々増加傾向であることが示されている。文
部科学省（2017a）による教員勤務実態調査

（表⚖）によると，⚑日あたりの学内勤務時間
は，中学校のみであるが 11 時間 32 分と報告
されている。いずれにしても，⚑日⚘時間は
超えており，残業時間⚑日あたり⚓時間 30
分としても，週⚕日で 17 時間 30 分となり，
⚔週間として 70 時間となり，労働基準法で
定められた時間外労働規定上限 45 時間をは
るかに超えることとなる。

こうした現状に鑑み，文部科学省は，平成
31（2019）年⚑月に⽛公立学校教師の勤務時
間の上限に関するガイドライン⽜を示した。

⽛学校における働き方改革⽜とのことである
が，仕事量も環境も人も変わっていないにも
関わらず，ガイドラインを示したところで，
何が変わるのであろうか。罰則規定は無いよ
うであるが，各教育委員会は方針等を策定す
ることや，検証，連携，取組状況把握などを
同時に示している。また，タイムカードによ
る記録など客観的な計測をおこなう，必要に
応じ産業医に相談，自宅等への持ち帰り仕事
は避けることとしている。しかしながら，平
成 20（2008）年文部科学省は⽛脱ゆとり教育⽜
として，これまで大幅に削減された授業時間
を再度拡充し，小学校⚖年間では 278 時間，
中学校⚓年間では 105 時間増加している。と
はいえ，詰め込み型の教育ではなく，生きる
力をはぐくむ教育としている。

こうしてみると，あたかも，部活動指導の
時間のみが過重労働をもたらす要因であるか
のように論じられているが，部活動による平
日の指導時間が大幅に増えているわけではな
く，多くは土日に費やした時間である。文部
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表 5 教員の仕事時間

仕事時間の
合計

指導（授業）に
使った時間

学校内外で個人
で行う授業の計
画や準備に使っ
た時間

学校内での同僚
との共同作業や
話し合いに使っ
た時間

生 徒 の 課 題
の 採 点 や 添
削 に 使 っ た
時間

生徒に対する
教 育 相 談 に
使った時間

日本 53.9 時間 17.7 時間 8.7 時間 3.9 時間 4.6 時間 2.7 時間

参加国平均 38.3 時間 19.3 時間 7.1 時間 2.9 時間 4.9 時間 2.2 時間

学校運営業務への
参画に使った時間

一般的事務業務に
使った時間

保護者との連絡や
連携に使った時間

課外活動の指導
に使った時間

その他の業務に
使った時間

日本 3.0 時間 5.5 時間 1.3 時間 7.7 時間 2.9 時間

参加国平均 1.6 時間 2.9 時間 1.6 時間 2.1 時間 2.0 時間
※直近の⽛通常の一週間⽜において，各項目の仕事に従事した時間の平均。⽛通常の一週間⽜とは，休暇や休日，

病気休業などによって勤務時間が短くならなかった一週間とする。週末や夜間など就業時間外に行った仕事
を含む。

OECD 国際教員指導調査（TALIS2013）より
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図 7 出勤時刻・退勤時刻・学校にいる時間・睡眠時間（平均時間，経年比較）
ベネッセ教育総合研究所：第⚖回学習基本調査DATA BOOK教員の勤務実態と意識（2016 年）より

表 6 教員の平均的な勤務状況

小学校 中学校

定められている勤務開始・終了時刻 8：15～16：45

出勤・退勤時刻の平均 （平均年齢
41.1 歳）

7：30～19：01 7：27～19：19

⚑日当たりの学内勤務時間 11 時間 15 分 11 時間 32 分

教員※ の⚑年間当たりの有給休暇の平均取得日数 11.6 日 8.8 日

◇通勤時間は教員 ※(校長・副校長・教頭含む）の約⚗割が，30 分以内
文部科学省：教員勤務実態調査（平成 28 年度）の分析結果より



科学省の教員実態調査においても，平日の部
活動時間は平成 18（2006）年の 34 分から平
成 28（2016）年は 41 分と⚗分増に過ぎない。
むしろ，平成 25（2013）年 OECD 調査結果に
おいても，一般事務作業に使った時間が 5.5
時間であるように，平日で勤務時間が増加し
ているのは，⽛授業⽜，⽛授業準備⽜，⽛成績処
理⽜，⽛学年学級経営⽜である。教員数が減り，
仕事量が変わらなければ，一人当たりの仕事
時間が増えるのは必然である。少子化により
相対的に仕事量が減っているという指摘も当
てはまらなくはないが，部活動を教員の過重
労働のスケープゴートに仕立てるのは，間違
いであり，あくまでさまざまな要因が重なり
合った結果であるといえる。

6-5．⚒度目の東京オリンピック開催
令和⚒（2020）年に日本で⚒度目の夏季オ

リンピックが東京で開催される。昭和 39
（1964）年に初めて開催した年から数え，実に
56 年ぶりの開催となる。開催が決定された
のは，平成 25（2013）年⚙月⚗日（現地時間）
IOC 総会でのことである。溯れば，平成 23

（2011）年⚕月 16 日に，2020 年夏季オリン
ピック開催地選考スケジュールを発表し，立
候補地の申請を受け付けた。さらには，日本
の立候補地を決定するにあたり，日本国内で
の選考は，平成 18（2006）年から，平成 28

（2016）年開催への立候補を見込み，東京の他，
福岡と札幌が立候補していた。札幌はその後
見送り，福岡との一騎打ちとなった。そして，
最終的には福岡の用地買収に苦慮していたこ
ともあり，東京が圧勝し日本の候補地と決定
している。しかしながら，平成 28（2016）年
の開催地には落選し，再度立候補した 2020
年の開催地に決定された。

超党派で構成されるスポーツ議員連盟は，
平成 19（2007）年より，⽛新スポーツ振興法制
定プロジェクトチーム⽜を設置し，スポーツ
振興法の見直しに関する議論をすでに重ねて

いた。同年教育再生会議⽛第三次報告⽜にお
いて，スポーツ振興に関する国の責務の明確
化が提言され，翌平成 20（2008）年には，新
スポーツ振興法制定プロジェクトチームに有
識者からなる⽛アドバイザリーボード⽜を設
置し，⚙回にわたり審議している。民主党新
政権に変わり，バブル崩壊から約 20 年，日本
経済の低迷とリーマンショックによる大きな
傷跡に，再びこの国が輝きを取り戻すべく，
平成 21（2009）年 12 月に新成長戦略の基本
方針を閣議決定した。各省に対して，具体的
な施策の検討を指示し，文部科学省において
は，⽛スポーツ機会の拡大による成長力の発
揮⽜を掲げ，⽛スポーツ・ツーリズムの推進⽜，

⽛スポーツ医科学による健康長寿への先行投
資⽜，⽛地域密着型スポーツクラブ⽜による自
発的・持続的な健康作りの推進⽜，⽛地域のス
ポーツ人材活用で子どもの体力向上・育児支
援⽜を施策として示している（斉藤，2011）。

その後，超党派国会議員団により，スポー
ツ立国戦略が検討され，平成 22（2010）年に
は，⽛スポーツ立国戦略⽜を策定した。平成
23（2011）年に，⽛スポーツ振興法⽜が 50 年
ぶりに改定され⽛スポーツ基本法⽜が制定さ
れた。スポーツに関し，基本理念を定め，並
びに国及び地方公共団体の責務並びにスポー
ツ団体の努力等を明らかにするとともに，ス
ポーツに関する施策の基本となる事項を定め
るものである。従前のスポーツ振興法は，昭
和 39（1964）年に開催される東京オリンピッ
クを控えて，施設整備に主眼が置かれたもの
であったのに対し，今回は，スポーツによる
立国，国家戦略として，スポーツに関する施
策を推進することとなっている。

とくに，スポーツ庁の創設を附則に規定し，
厚生労働省から障がい者スポーツの事業を移
管し，一元的にスポーツ行政を推進していこ
うとするものであった。そして，スポーツ基
本法に基づき，具体的な計画を示した⽛ス
ポーツ基本計画⽜が平成 24（2012）年に策定
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され，10 年を見通した計画的な取組を体系化
している。その後，平成 27（2015）年 10 月に
スポーツ庁が新設された。文部科学省のス
ポーツ・青少年局を母体とし，学校体育室も
政策課の一室として位置付けられている。文
部科学省からは外局となり，中学校や高校に
関する行政は，基本的に初等中等教育局が所
掌することとなる（表⚗）。

平成 13（2001）年に中央省庁改編を敢行し
ている。縦割り行政による弊害をなくし，内
閣機能の強化，事務および事業の減量，効率
化することなどが挙げられ，⚑府 22 省庁が，
⚑府 12 省庁に再編された。高度経済成長期
より膨らんだ組織と財政難への対応から，継
続的に検討がなされてきたものである。独立
行政法人化や郵政民営化，国立大学法人化，
社会保険庁廃止もあり，国の行政機関の職員
数は減少し，スリム化は成功していると言え
る（内閣官房行政改革推進事務局，2006）。と
ころが，平成 19（2007）年に防衛省が総理府
と内閣府の外局から移行し，スポーツ庁にお

いても，新設というかたちとなった。国家予
算として歳出は減ることが無く，債務は増え
続け，減る傾向に無い。

6-6．競技化・高度化への再傾倒
前項のスポーツ基本法の制定からスポーツ

庁の新設までの流れと，令和⚒（2020）年に
開催される東京オリンピックは，関係が深い
ことは明らかである。時限的ではあるが，オ
リンピック・パラリンピック課が設置され，
オリンピック・パラリンピックムーブメント
の推進（Sport for Tomorrow の推進等），2020
年大会に向けたスポーツ団体等との調整を行
うこととしている。また，競技力向上課がそ
のままの課名で引き継がれているが，内容は
より選手強化への支援や，医科学を活用した
競技力向上策の開発に特化したかたちとなっ
ている（川人・渡辺，2015）。競技力向上に関
する予算計上も年々増加傾向ではあるが，割
合自体は多く，約⚗割程度を推移しているが，
あまり変化は無い。むしろ，学校体育予算が
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表 7 S36（1961）年以降の主なスポーツ関連施策

年 項 目

S 36（1961） スポーツ振興法制定

S 39（1964） 東京オリンピック開催

H 13（2001） スポーツ振興基本計画策定

H 18（2006） H 28（2016）オリンピック開催地立候補落選（東京）

H 19（2007） 新スポーツ振興法制定プロジェクトチーム設置

H 20（2008） アドバイザリーボード設置

H 21（2009） 新政権による新成長戦略の閣議決定

H 22（2010） スポーツ立国戦略策定

H 23（2011） スポーツ基本法制定

H 24（2012） スポーツ基本計画策定

H 25（2013） 東京オリンピック開催決定

H 27（2015） スポーツ庁新設

R 02（2020） 東京オリンピック開催



ここ 10 年ほど約 15～20％程度を占めている
こともあり，全体的に増加傾向となっている。
令和元（2019）年度予算においては，350 億円
と過去最高を計上している（図⚘）。

これが何を意味するかは，火を見るより明
らかである。昭和 39（1964）年東京オリン
ピックでは，競技場などのインフラ整備に多
くの予算がつぎ込まれているが，過去最高数
の金メダルを獲得していることも事実である。
令和⚒（2020）年東京オリンピックに関して
も，スポーツ立国調査会の事務局長を務めた
遠藤利明氏が文科副大臣時代に設置した私的
諮問機関⽛スポーツ振興に関する懇談会⽜平
成 18（2006）年 12 月における報告書⽛スポー
ツニッポン国家戦略としてのトップスポー
ツ⽜において，次のようにはっきりと明言が
なされている。例えば，⽛国家として取り組
む以外に，世界のトップスポーツの中で日本
が成功する道はない⽜，⽛日本は⽝国際社会に
おける真の先進国⽞であり，その⽝国力⽞と

⽝プレゼンス⽞を高めるためにトップスポー

ツがオリンピック大会などで⽝メダルを獲得
する⽞ことが重要⽜，そして，⽛財政的には当
面の目標として文化庁予算と同等の 1,000 億
円をスポーツの育成に投資する⽜としている。

当時は，民主党政権下による⽛事業仕分け⽜
がなされたこともあり，仕分け人がマイナー
なスポーツへの補助の必要性に疑問を呈する
発言を行ったこと（読売新聞，2009）や，オ
リンピックのメダリストが判定結果に反発し
て記者会見を行ったことは大きな話題となっ
た（玉木，2010）。その結果，一時期の競技ス
ポーツ予算は減額されたものの，総額が増え
たこともあり，徐々に増加傾向に戻り，ここ
数年は，一気に増額することとなった。

メダル獲得数で競技力の成果を計ることは，
競技特性もあり正確とは決して言えないうえ
に，スポーツ庁の競技力向上策として各競技
団体へ配賦予算が，プロ選手が出場するテニ
スや野球に重点支援 A 指定されていること
や，最重点支援とされる S 指定が個人スポー
ツのみであり，ガバナンスやパワハラで批判

― 74 ―

経営論集（北海学園大学）第 17 巻第 3 号 学校運動部活動の構造変化（永谷）

図 8 文部科学省における競技スポーツ・学校体育・生涯スポーツ関係予算の推移



を受けた体操とレスリングも S 指定である
ことなど，偏向を指摘する声も上がっている

（鈴木，2019）。ともあれ，令和⚒（2020）年
東 京 オ リ ン ピ ッ ク に お い て も，平 成 28

（2016）年リオデジャネイロオリンピックで
の 41 個を上回る過去最多を超えるメダル数
の獲得，金メダル獲得数ランキング⚕位以上

（昭和 36（1964）年東京大会では 16 個で第⚓
位，平成 16（2004）年アテネ大会では同じく
16 個で⚕位）を掲げている（文部科学省，
2012）。これは，昭和 36（1964）年開催東京オ
リンピック時に引き起こした，明らかに，競
技化・高度化への再傾倒となっている現状と
言える。

6-7．学校運動部活動における体育とスポー
ツのダイナミズム

明治初期の【創成期】から，競技性が強
まったり，学業が疎かになったりする度に，
文部省が通達などにより，教育的な行政指導
として引き戻している。しかしながら，戦時
体制下を除けば，一定期間の経過でその効果
がなくなる頃，再び競技性が高まったり，高
度化へ振れ戻る繰り返しである（表⚘）。ま
た，あるいは時代が安定し生活に余裕が出来
たり，経済状況が悪化したり，社会情勢の変
化（表⚙）も Push・Pull 要因として影響を及
ぼし，ダイナミックに学校運動部活動を揺れ
動かしてきた。

学校運動部活動として，少なくともスポー
ツ活動を行い，大会に出場すれば，自ずと競
技性が表出される傾向が強くなる。【創成期】
において，学校における課外活動として，自
由意志自発的活動として創設されたにもかか
わらず，スポーツの競技性は非常に強く，学
校間の対抗戦にとどまらず，極東選手権大会
やオリンピック出場となれば，競技性が高ま
るのはやむを得ない。戦後【復活期】におい
て，GHQ による統制がありながら，対外競技
基準が緩和されるに従って，競技に振れてい

くことが明らかである。
また，（表⚙）に示した，余暇とレジャーの

変容と，体育・スポーツの状況においても，
学校運動部活動の【創成期】においては，娯
楽であり，スポーツも西洋起源の新たな活動
が，当時の学校に通うことが出来る学生を中
心に拡大されていったといえる。戦時期に入
ると厚生に，戦後 GHQ の統制下においては，
レクリエーションに変容するが，GHQ は明
らかにスポーツも大衆化させるべく，統制し
ていた。しかし，高度経済成長期に入ると，
明らかに生活水準は向上し，余暇やレジャー
に変容している。そして，学校運動部活動は

【安定期】を迎えるが，それ以外においても，
ママさんバレーやゴルフ，テニス，スイミン
グといった一般社会人にスポーツ活動が浸透
するなど，まさに，経済状況や社会情勢が，
それぞれの変容に大きな要因として影響を与
えている。

バブル崩壊以降から現在までの学校運動部
活動の【混迷期】は，概ね不景気で低成長で
あった。加えて，少子化や高齢化が社会問題
化した。そうしたなか PUSH 要因であるは
ずの文部省通達が平成 13（2001）年に出され
ているが，これまで対外試合の制限が回数こ
そ同じであるが，原則化された。これは，む
しろ PULL 要因に作用し，高校生では年⚒回
に加え，国体や全てのカテゴリーが出場でき
る全日本総合選手権大会（天皇杯・皇后杯）
などを加えると，年⚔回の出場さえ可能な状
況と化した。当然のことながらその予選を各
都道府県で実施するとなると，更なる過密日
程は避けられない。すでに，こうした状況は，
各競技種目で起こり始めている。限られた強
豪校であっても，複数チームで出場する大会
を分けてみたり，控え選手中心で出場してみ
たりなど，学校間の競技力や選手層，あるい
は公立と私立間での格差が拡がるだけでなく，
大会出場にすら対応しきれなくなっている。

一方で，歯止めをかけるべく，スポーツ庁
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表 8 学校運動部活動の体育（教育）とスポーツ（競技）の揺れ動き

表 9 余暇・レジャーの変容と社会情勢，体育・スポーツの状況

時代区分 用語・活動の変容 おもな社会情勢 体育・スポーツの状況
1800 年後半
明治初期

【創成期】

娯楽
歌舞伎 浮世絵

音曲
柔道 相撲 撃剣

テニス クロッケー
ベースボール
フットボール

明治維新（1868 M 1 年）
江戸期の延長上
近代化政策による西欧の文物
学制公布（1872 M 5 年）
各学校令が施行され初期の学制がほ
ぼ整備（1890 M 23 年）

西欧起源の新しいスポーツ活動
遊戯会 運動会
体操伝習所創設（1878 M 11 年）
大学別対抗戦開催
学校による運動・スポーツ活動の奨励
高等師範学校校長嘉納治五郎の影響
大日本体育協会（現在の日本体育協会）
発足（1911 M 44 年）

1900 年初期
大正期

【普及期】

娯楽
活動写真（映画）

スウェーデン体操
教練
遊戯

競技スポーツ

大正デモクラシー
産業社会の発展
民衆娯楽が根を下ろす
週刊誌 ラジオ
余暇善用論の展開
権田保之助による娯楽禁圧統制の反
対運動

第⚕回ストックホルムオリンピック大
会日本人初出場
金栗四三，三島弥彦出場（1912 T 1 年）
小学校体操教科書による体育

（家庭体育，学校体育，軍隊体育，社会
体育）（1921 T 10 年）
明治神宮体育大会（現在の国民体育大
会）（1924 T 13 年）

1931 年～
昭和初期
戦時期

厚生
厚生運動
心身鍛練
体力強化
体位向上

世界金融恐慌の広がり
厚生省創設（1938 S 13 年）
余暇生活の健全化や健全娯楽の普及
目的
第⚒次世界大戦勃発（1939 S 14 年）

厚生大会の実施
日本版レクリエーション運動
学校運動部活動（校友会）の学校報国
団化



は，平成 30（2018）年には，運動部活動の在
り方に関する総合的なガイドラインを出して
いる。あくまで通達ではなく，ガイドライン

であり，両者法的拘束力には欠けるものの，
その効力の差は大きく，ガイドラインとした
スポーツ庁の曖昧さは，まさに学校運動部活
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時代区分 用語・活動の変容 おもな社会情勢 体育・スポーツの状況
1942 年～
1960 年代
戦後復興期

【復活期】

レクリエーション
レクリエーション

スポーツ
ボウリング

バレーボール
ギャンブル

パチンコ

終戦（1945 S20 年）
日本レクリエーション協会発足

（1947 S 22 年）
人並みの生活を求める
休息 気晴らし
歓楽街 享楽的

文部省体育局に学校教育と社会教育を
集約（1946 S 21 年）
職場レクリエーション
スポーツ振興法制定（1961 S36 年）
東京オリンピック開催（1964 S39 年）

1970 年代
高度経済成長
後

【安定期】

余暇
マス・レジャー

ゴルフ
テニス

プロ野球

万国博覧会開催（1970 S 45 年）
余暇開発センター設立（1972 S 47 年）
通産省余暇白書発表（1973 S 48 年）
第⚑次オイルショック（1973 S 48 年）
余暇の社会問題化
生活の向上 目的意識の向上
余暇開発センターレジャー白書創刊

（1977 S 52 年）
観光 施設整備 国内旅行の増加

第⚑回ママさんバレーボール大会開催
（1970 S 45 年）
札幌冬季オリンピック開催（1972 S47
年）
ゴルフ練習場急増 大衆化
テニスブーム
王貞治本塁打世界記録達成（1977 S 52
年）
プロ野球人気絶頂ピーク

1980 年代
低成長期

レジャー
健康スポーツ

スイミング
フィットネス

スキー
キャンプ

モスクワ五輪ボイコット イランイ
ラク全面戦争
週休⚒日制の提唱（1980 S55 年）
楽しさの追求 余暇のレジャー化
テーマパーク リゾート 多様化
東京ディズニーランド開園（1983
S 58 年）
総合保養地域整備（リゾート）法制定

（1987 S 62 年）
改正労働基準法制定週 40 時間へ

（1988 S 63 年）
ベ ル リ ン の 壁 崩 壊 消 費 税 導 入

（1989 H 1 年）

スイミングクラブの急増
フィットネスクラブの設置ピーク

（1988 S 63 年）
スキー場 キャンプ場の急増
ゴルフ場開発再来

1990 年代
平成初期
バブル経済期

ニュー・レジャー
アウトドアスポーツ

ツーリズム
ニュースポーツ

スノーボード

公務員完全週休⚒日制実施（1992 H
⚔年）
個性や価値を重視 個人志向
自己開発 文化創造 社会貢献
アウトドア志向
国内早期割引航空運賃制度導入

（1995 H 7 年）
消費税⚕％引き上げ（1997 H 9 年）
特定非営利活動法人 NPO 法成立

（1998 H 10 年）

大型屋内スキー場ザウス開園（1993
H 5 年）
大型屋内プールシーガイア開園（1993
H 5 年）
プロサッカー J リーグ開幕（1993 H 5
年）
スノーボード人気
サッカー W 杯フランス大会日本初出場

（1998 H 10 年）
長野冬季オリンピック開催（1998 H 10
年）
総合型地域スポーツクラブ事業開始

（1995 H 7 年）
サッカーくじ toto 制定導入（1998 H 10
年）

2000 年代
バブル経済崩
壊後

【混迷期】

サブ・レジャー
生涯スポーツ

軽スポーツ
みるスポーツ

ジョギング
登山

コンピューター 2000 年問題
アメリカ同時多発テロ（2001 H 13 年）
情報化社会 スマートフォン SNS
さとり世代 自己肯定感 共有感
リア充
政権交代民主党政権誕生（2009 H 21
年）
東日本大震災発生（2011 H 23 年）
先行き将来不安 安近短 消費控え
消費税⚘％引き上げ（2014 H 26 年）

スポーツ振興基本計画策定（2000 H12
年）
サッカーワールドカップ日韓大会

（2002 H14 年）
プロ野球再編問題（2004 H 16 年）
スポーツ立国戦略（2010 H 22 年）
スポーツ基本法制定（2011 H 23 年）
女子サッカーワールドカップ日本優勝

（2011 H 23 年）
2020 東京オリンピック開催決定（2013
H 25 年）



動の位置付けを象徴しているかのようである。
このガイドラインでは，(1)適切な運営のた
めの体制整備，(2)合理的かつ効率的・効果的
な活動推進のための取組，(3)適切な休養日
等の設定，(4)生徒のニーズをふまえたス
ポーツ環境の整備，(5)学校単位で参加する
大会等の見直しを挙げている（スポーツ庁，
2018e）。

大きなポイントとしては，週⚒日以上の休
養日を設けること，⚑日の活動時間を平日⚒
時間，休日⚓時間程度までとすることである。
しかしながら，今さらもってのガイドライン
である。溯ること約 20 年前，平成⚙（1997）
年には，運動部のあり方に関する調査研究報
告書において，同様の休養日設定提案をすで
にしていたのである（文部科学省，2013a）。
このときは例示，参考にとどまっているが，
もはや守らなくてもよく，守らない学校や部
活動に対して，制限や罰則を設けることなど
をしていなかったため，無法化していた。本
来は法令を遵守し，そもそもスポーツマンで
あればルールを守るべきである。しかし，も
はや性善説に立った，教員の善意に頼るかた
ちでは立ちゆかなくなっていることが露呈し
たとも言える。

そこで，文部科学省も，外部指導員の活用
と，地域スポーツクラブとの連携も打ち出し
ている。外部指導員を活用は，平成⚘（1996）
年に生涯学習審議会答申において⽛地域にお
ける生涯学習機会の充実方策について⽜検討
されたことに始まっている。外部指導員を活
用することで，教員の指導時間が肩代わりさ
れたり，より専門的な指導が受けられるなど，
メリットも多いが，技術指導のみで生活指導
などがなされない，学校生活との一貫指導が
出来ないなど，デメリットも指摘されている

（青柳他，2015，2017）。しかし，自治体で予
算を確保したり，スポーツ庁も令和元（2019）
年度では，10 億円の予算を全国約⚓千校に⚙
千人の指導員を配置出来るよう，計上してい

る。
地域スポーツクラブとの連携についても，

かつて，昭和 45（1970）年代の【安定期】に
おいて，学校運動部活動の社会体育移行が模
索され，結局は学校が引き受ける歴史があっ
た。平成⚗（1995）年に文部省による，総合
型地域スポーツクラブモデル事業が始まり，
平成 30（2018）年現在では，3,599 クラブが
全国に設立されている。運動部活動との連携
が叫ばれたのは，平成 25（2013）年，運動部
活動のあり方に関する調査報告書においてで
ある。それまでも，部活動と総合型地域ス
ポーツクラブが連携して活動している事例は
数多くある（永谷，2015）。しかし，人口が少
ない小学校，中学校，高校がそれぞれ⚑校ず
つしか無いような町であったり，クラブ側の
強力なリーダーシップによって，事業展開が
なされていった事例であるとか，貴重な事例
である（永谷，2015）。現状を変革していくう
えでは，ある程度の一般性や恒常性が無けれ
ば，50 年前と同じ轍を踏むこととなる。

そして，平成 14（2002）年に，全国中体連
と高体連が，社会的要請があることを受け規
定した，複数校合同チームによる大会参加で
ある。部員数減少が深刻な状況にある学校が
増加したことを受けての規定である（中体連，
2019b；高体連，2019b）。あくまで少人数の
運動部による，単独チーム編成が出来ないこ
とに対する救済措置であり，部活動に取り組
む生徒の大会出場の機会を提供するための教
育的配慮に基づくものであるとしている。練
習場所や時間確保が難しく，そもそも部員数
が少ない学校同士が合同化したため，練習も
効率的ではないなどの問題（桑野，2013）も
孕んでいるが，好意的に受け止められた。

平成 14（2002）年の中体連における合同
チーム数が 330 チームであったのに対して，
平成 30（2018）年では，1,331 チームへ急増
している。こうした背景には，部員数減少と
ともに，学校の統廃合数も注視しなければな
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らない。平成元（1889）年と平成 28（2016）
年を学校基本調査により比較すると，公立中
学校数は 10,578 校が 9,555 校へ，公立高校
数は 5,523 校が 5,029 校へ減少している（図
⚙，10）。もはや，各学校でこれまでの部活動
数を維持していくことは，相当困難である現
状が浮かび上がっている。

第⚗章 学校運動部活動の多様化

7-1．生徒のニーズに応じた学校運動部活動
こうした現状から，スポーツ庁では，運動

部活動顧問となる教師の長時間労働につなが
り，競技経験等のない教師により，生徒が望
む専門的な指導ができないなどの課題がある
との見解を示し，運動部活動のあり方に関し
て，抜本的な改革に取り組むとしている。さ
らに，生徒にとって望ましいスポーツ環境を
構築するという観点で，運動部活動が，地域，
学校，競技種目に応じた多様な形で最適に実
施されることを目指している。

そこで，まず，平成 25（2013）年⚕月には
⽛運動部活動での指導のガイドライン⽜を作
成した。このガイドラインは，大阪市立桜宮
高校における体罰事案を受けての内容が中心
であるが，顧問教員だけに運営や指導の一任
することは避け，学校全体で指導体制を整え
ることなど，効果的，計画的な指導を求めて

いる。その後，平成 30（2018）年⚓月に⽛運
動部活動等に関する実態調査報告書⽜を公表
し，生徒の健全な成長の促進や教員の業務負
担軽減の観点から，運動部活動の運営の適正
化に向けて検討を行うため，運動部活動等の
活動実態や教員，生徒，保護者等の意識を把
握している。その結果として，⽛運動部活動
のあり方に関する総合的なガイドライン⽜を
策定につなげている。

そして，そのガイドラインに基づき各都道
府県教育委員会等で方針が策定されているか
ど う か，フ ォ ロ ー ア ッ プ 調 査 を 平 成 30

（2018）年⚘月に実施し，徹底を図ろうとして
いる。ガイドラインに基づく，各都道府県レ
ベルでの方針策定状況は，同年 10 月⚑日時
点では，中学では 100％，高校も 97.9％とほ
ぼすべてで策定されているが，政令指定都市，
市区町村レベルになるほど策定状況は低下し，
学校法人（私立学校）では，中学 43.2％，高
校 37.0％程度で半数にも及んでいない。

日本スポーツ協会や各競技団体もガイドラ
インが示された後，あるいは，それ以前から
も，今日的な学校運動部活動の状況に対して，
対策などを講じている。例えば，日本体育協
会は，平成 26（2014）年⚗月に⽛学校運動部
活動指導者の実態に関する調査⽜を実施し，
報告書を発表している。日本陸上競技連盟，
日本サッカー協会，日本バスケットボール協
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図 9 公立中学の生徒数・学校数 図 10 公立高校の生徒数・学校数



会，全日本柔道連盟，全日本剣道連盟も運動
部活動用指導手引きを作成している。キー
ワードとして目立つのは，⽛合理的⽜，⽛短時
間⽜，⽛効果的⽜，⽛効率的⽜，⽛自主的⽜であり，
そのうえで，具体的な指導方法であったり，
練習計画などが，かなり詳細に示されている。
したがって，競技経験者はもちろんだが，競
技経験がない教員でもある程度は指導可能な
内容となっている。

一方で，現状の運動部活動を改革する，あ
るいは見つめ直すだけでなく，例えば，少年
団や総合型地域スポーツクラブとの連携で
あったり，競技志向でなく，季節毎に実施す
るスポーツを変えたり，レクリエーション志
向で楽しんだり，あるいは，体力づくりやト
レーニングといった，既存のかたちに縛られ
ない部活動もいくつかみられるようになった。
スポーツ庁による平成 29（2017）年発表の

⽛全国体力・運動習慣等調査⽜によると，運動
部や地域のスポーツクラブ所属していない中
学生が運動部活動に参加したいと思う条件と
して，⽛好きな，興味のある運動やスポーツを
行うことが出来る⽜，⽛自分のペースで行うこ
とが出来る⽜，⽛友達と楽しめる⽜，⽛練習日数，
時間がちょうどよいくらいである⽜ことを挙
げている。⽛部活動等として運動やスポーツ
を行いたくない⽜との回答は多くない。友添
秀則は，こうした結果に対して，つまり，自
分の興味の対象外であり，自分のペースで出
来ないことが理由である。したがって，子ど
もたち（中学生）のニーズに応えることで運
動部参加率が上がる可能性が高いと指摘する

（日本スポーツ協会，2018）。従来の旧態依然
とした部活動ではなく，より多様化した活動
形態も現在のニーズに応えるためには必要で
あるということである。

そこで，多様化する運動部活動の事例をい
くつか取り上げ，その検証を試みる。

7-1-1．公立学校運動部活動における取り組
み①

運動部活動改革に積極的な取り組みをして
いる事例として，まずは，公立中学校におけ
る事例を取り上げる。北海道伊達市は人口約
⚓万⚕千人，高等学校数⚒校，中学校数⚒校
である。道内でも比較的温暖な地域で冬期間
の積雪量も少ない。有珠山の麓，噴火湾に面
しており，市域の全てが洞爺湖有珠山ジオ
パークとなっており，一部は支笏湖洞爺国立
公園にもなっている。北海道伊達市立伊達中
学校は，生徒数 579 名学級数 22（平成 31

（2019）年⚔月 31 日現在）で市内⚓校では最
も大きく，中心部にも近い。コミュニティ・
スクール制度が導入され，学校運営協議員と
して保護者や地域の方々と学校運営参画，助
言する仕組みがあるが，スポーツに特化した
りしているわけではないごく一般的な中学校
である。

サッカー部は，平成 26（2014）年全国中学
校サッカー大会において，上位は並み居る私
立中学のなか準優勝に輝いた。公立中学校の
指導者に勇気と希望を与え，北海道において
も初の快挙となった。そこで，どのような取
り組みがなされているか注目され，スポーツ
庁による，中学校の部活動取り組みに関する
事例発表で報告された。本項では，スポーツ
庁による公開資料，および日本サッカー協会
機関誌 JFA News No.408 号，学校要覧，コ
ミュニティー・スクール通信，学校運営協議
会報告書を参考に，検討するものである。

伊達中学校は，全校生徒のうち部活動加入
率は 90％を占めている。部活動に関する伊
達中学校のルールは，⚕つであり，(1)各部活
動は複数顧問体制，(2)学校行事（旅行的行事，
学校祭，運動会，市教育研究会，参観日，互
助会レクなど）は部活動停止，(3)定期テスト
⚕日前は部活動停止，(4)職員会議，校務部会，
学年部会，校内研修などの会議中は部活動待
機（ミーティング・課題学習），(5)成績処理，
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点検業務などは部活動停止である。中学生の
現状や学校体制を考えるともはや，多くの練
習量を確保することは出来ず，負担は怪我や
障害に原因にもつながり，学習時間や私的時
間の確保が困難な状況となり，自ずと練習時
間や内容，休養日などの改善が必要となって
いた。

そこで，サッカー部独自のルールとして，
(1)選手の意識改革，(2)部活動ルーティンの
確立と⽛量より質⽜の追求を掲げた。選手の
意識改革では，日常生活を変えることをテー
マに，規則正しい生活やリズムの徹底，時間
を大切にする意識，食事や睡眠，道具などの
自己管理の徹底，キャプテン，副キャプテン
と昼休みの練習内容の確認など，ごく当たり
前のような内容ではあるものの，徹底を図り，
継続を試みている。部活動ルーティンの確立
と⽛量より質⽜の追求では，選手の自立を促
す指導をテーマに，平日の練習では 20 分か
ら 30 分の練習やドリル，反復やミニゲーム
などをメニューとし，土日祝日の練習では公
式戦，練習試合，ゲーム形式を行いながらも
午前か午後の半日としている。

休養日は，週⚒～⚓日設け，長期休業中に
おいても⚒時間程度としている。こうした取
り組みによる生徒の変化は，学校生活や家庭
生活のリズムが整い，メリハリある生活が出
来るようになったこと，勉強と部活動の両立
に努力するようになったこと，生徒会役員や
専門委員，学級長などを務める生徒が増えた
こと，自ら考えて動く姿勢や自主的，自発的
な行動が増えたこと，自分で状況に応じて判
断し，責任を持って行動するようになったこと，
サッカー部の発信と影響で学校全体の雰囲気
が前向きに変化したことなどが挙げられている。

サッカー部顧問・監督のリーダーシップや
行動力が長けていたことは間違いない。伊達
中学校に赴任する以前にも，公立中学校なが
ら，後に J リーグに所属するような選手を育
ててきた実績がある。そして，以前にも全国

中学でベスト⚔入りも果たしている，いわゆ
る名将である。しかし，個人の能力や努力だ
けでなく，複数顧問体制で対応することなど，
学校全体として部活動のルールを定めている
ことも大きく影響していると思われる。生徒
の学習時間や私的時間を確保することは，教
員の仕事時間や私的時間を確保することにも
つながるものである。生徒も教員も日常を変
え，時間を有効に，量より質を心がけ，綿密
に計画的に実施したことにより，公立中学な
がら全国準優勝を勝ち得た成果は，非常に価
値あるものと評価される。中学校段階では技
術面体力面が未熟であることから，限られた
時間を有効活用しながら，長期的な視点での
戦術指導を心掛ける必要がある（日本サッ
カー協会，2018）。

7-1-2．公立学校運動部活動における取り組
み②

次に，公立高校での取り組み例を取り上げ
る。運動部活動改革といっても，さまざまな
取り組みがあるが，顧問教員の指導方法に注
目し，極めて特徴的な事例として取り上げる。
顧問教員の指導理論は，サッカー指導にとど
まらず，他競技やあるいは学校経営，ビジネ
ス現場にまで広がりを見せており，精力的に
持論を普及させ，著書や映像資料も数多い

（畑，2018，2017，2016，2014a，2014b，2013）。
顧問教員自身広島県出身でもあり，高校から
静岡県の高校へ進学し，元日本代表選手らと
ともに活躍し，U-17 日本代表にも選ばれた
逸材である。大学進学後も U-20 日本代表に
選出され，卒業後は腰の怪我もあり現役を断
念し，高校教員として広島県に戻ってきた。
日本サッカー協会 A 級ライセンスを取得し
ている。A 級はプロ選手を指導できる S 級に
次ぐ位置付けで，取得は容易ではない。また，
広島県は国体において全国優勝⚖回，高校選
手権大会において 10 回（戦後のみ）優勝する
など，強豪県である。
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広島県立安芸南高等学校は，広島市内にあ
る生徒数約 600 名の普通科全日制男女共学校
である。ラグビーや空手でも全国大会出場経
験があり，ボクシングでは全国優勝を果たし
ている。全校生徒の部活動加入率は 90％以
上，大学短大専門学校等への進学率も 90％以
上である。サッカー部は，顧問教員の推奨す
るボトムアップ理論による部活動運営を行っ
ている。部活動におけるボトムアップとは，
選手主導の発議で意志決定がなされる方式の
チームを意味し，選手力・現場力を高めるこ
とで生産性を上げ，選手の自発性を促し，⽛観
て感じて（五感），気づく，実行するが全体の
ポイント⽜としているものである。非常にイ
ノベーティブな取り組みとしてとして，ス
ポーツ庁による，中学校の部活動取り組みに
関する事例発表で報告された。その際の資料，
本人著書を参考に，検証を試みる。

先述の公立中学校の例でもあった，⽛量よ
り質⽜の練習が，挙げられている。全体練習
は火曜日と木曜日の週⚒日⚒時間と極めて少
なく，短い。したがって，怪我人が少なく，
グッドコンディショニングでチャレンジする
ことが出来，モチベーションが非常に高く，
面白く楽しいと感じられ，考える力・本質を
ついた練習をすることにより，教えることな
くヒントを与えるのみの指導が実現している。
顧問教員はこれらの活動が円滑に行われるよ
うに指導するのみで，部活動を通じた生徒の
人間力育成に取り組んでいる。こうしたサッ
カー部の活動から生徒会，生徒会から全校へ
と波及し，ボトムアップの取り組みが循環し
ているとのことである。その取り組みは，野
球部やラグビー部へと引き継がれ，さらに他
の部活動へと広がっている。また，お互いの
いいことを書き合うʠいいね BOXʡを設置す
ると，部活動内での変化が，学校行事での生
徒の活動にも変化を及ぼし，自主的に物事を
考え，行動出来る生徒が増えてきているとの
こと。顧問教員曰く，⽛サッカー部が動けば

学校も動く⽜と発言している。また，地域の
PTA 講演，近隣学校とのボトムアップミー
ティング，中学生への指導や清掃ボランティ
アなどに参加し，人間力向上に努め，さらに，
近隣学校のサッカー部とのミーティングも実
施し，サッカー部から学校を変えていこうと
する教員と指導方法を含めた情報交換も実施
している。

このサッカー部顧問教員も，以前赴任して
いた学校では，全国高校サッカー選手権大会
に導き，準々決勝進出，その翌年には全国制
覇を果たしている。こちらもまた名将である。
かつてであれば，週⚒日⚒時間などあり得な
い。全体練習が無ければ個人練習で補うなど，
結局はほぼ毎日のように練習をしていた。ま
た，そうでなければ常に不安であり，気が休
まらなかった。しかし，こうした変革を実行
することで，チームや組織として設定した目
的や目標が達成されるのであれば，一般化し
てくるものであろう。澤野（2015）は，サッ
カーでは，技量が同等ならば作戦のあり方が
変わってくる。高校生段階では，技術面・体
力面は向上しており，こうした戦略を自ら考
えることが成果として表れれば自信がつく。
そして，これまでの時間的・精神的負担や疲
労削減が可能となり，活動や見分の幅も広が
る，旧態依然の部活動から脱した，新たなか
たちといえる。

7-1-3．スポーツ少年団と学校運動部活動の
連携

スポーツ少年団とは，スポーツによる青少
年の健全育成を目的とした団体であり，小学
生以上であれば加入が出来る。指導者は 20
歳以上が⚒名以上とし，有資格者でなければ
ならない。また，年間通してひとつの種目だ
けを行うのではなく，主となる種目と併せて，
違ったタイプの種目も体験出来るように工夫
すると記されている（日本体育協会，2017）。
小学生のみのイメージが強いが，中学生でも
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高校生でも加入が出来るうえ，有資格成人指
導者⚒名配置することを義務化している。こ
うした点に着目して，スポーツ少年団と中学
校部活動が一体となって活動している事例を
取り上げる。主な資料は，スポーツ庁運動部
活動改革の取組事例資料および，日本スポー
ツ 協 会 発 行 機 関 誌⽛Sports Japan⽜41 号

（2019a）を参考に検討するものである。
大沢ベースボールクラブスポーツ少年団と

仙台市立大沢中学校の連携事例である。平成
13（2001）年創立の団員数 24 名であり，現在
は，全員中学生である。団員のなかには他の
部活動にも参加している団員もいる。設立の
経緯は，もともと大沢地区には中学生を対象
としたスポーツ少年団があったが，指導者が
不在となり消滅した。そうしたとき，大沢中
の野球部顧問が未経験であったこともあり，
選手の保護者たちから，再度スポーツ少年団
を立ち上げて指導して欲しいと依頼を受けた
ことが始まりである。同地区には，大沢中学
校を学区とする⚒つの小学校にそれぞれス
ポーツ少年団があり，そこに所属していた小
学生が，中学生になったとき，主として入団
している。

スポーツ少年団としての活動は，基本的に
は土日であり，平日は指導者の仕事の関係で
指導は出来ず，その分，野球部顧問が面倒を
見ている。現在の顧問教員は小・中と野球経
験があるが，専門的な指導は出来なく，卒団
生の父親などもコーチングスタッフに加入し
ている。宮城県においては，すでにスポーツ
少年団⽛中学の部⽜が確立されている環境が
大きかったこともあるが，学校での活動をよ
く理解し，良好な連携を築けている事例であ
るといえる。また，⽛学校と地域と大人たち
と保護者で子どもたちの健やかな成長を支え
ていきたい⽜という，創設当初からの考えが
あり，⽛アワーサンズ（our sons ＝私たちの子
どもたち）を合い言葉とし，活動がスタート
している。そして，それぞれの立ち位置を逸

脱しないよう，校長，顧問，保護者間で共通
認識を持つようコミュニケーションを図って
いるとのことである。

谷口（2005）は，多くのスポーツ少年団活
動は，創設当初の理念・目的が遵守されるこ
となく⽛主たるスポーツ活動⽜のみに傾倒し
てしまった，安倍（2006）も，スポーツ少年
団は設立当初から，理念と実態に矛盾を抱え
ていた，としている。こうした指摘がなされ
ているスポーツ少年団であるが，小学生から
中高生の青少年におけるスポーツ環境として，
一貫した指導が行える点では非常に興味深い。
しかし，中学生のスポーツ少年団としての大
会出場はほぼなく，競技スポーツとして活動
している場合は，中学校の部活動として中体
連登録により出場しなければならない。しか
しながら，少年団活動の理念のもと，学校・
地域が一体となって社会全体で子どもたちの
スポーツ環境を支えていくことは，非常に意
義があり，注目していきたい。

スポーツ少年団活動においては，軟式野球，
サッカー，バレーボール，バスケットボール
が全国団数の上位を占めているが（日本体育
協会，2017），体操競技，水泳，柔道，剣道と
いった種目においては，小学生時期における
健康増進，体力向上，礼儀作法，コミュニ
ケーション醸成のために保護者が入団させて
いるケースが多い。専門器具や用具が必要な
ことや，他のスポーツよりも危険が伴うため，
専門的な指導者が必ず付いている。とくに，
柔道と剣道については，警察署内で活動して
いる団体もあり，署外での活動であっても，
警察退職者が指導を行っている。そして，中
学や高校に進学しても，部活動に所属はして
いるものの，スポーツ少年団の活動も継続し，
学校で練習をしていないケースも少なくない。
スポーツ少年団ではなく，教室やスクール，
道場という，月謝を払い，習い事として成立
しているケースもある。こうした事例も取り
上げておきたい。
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7-1-4．学校運動部活動と総合型地域スポー
ツクラブの連携

学校運動部活動と総合型地域スポーツクラ
ブとの連携事例について，地方小都市 A クラ
ブを対象として，学校運動部活動との連携事
業内容について，代表者にインタビュー調査
を実施した（永谷，2015）。実施日は，平成 26

（2014）年⚓月 29 日である。
地方小都市 A 町（現在は隣接していた B

市人口約⚘万人に合併）に所在する人口⚖千
人弱，小学校⚒校，中学校⚑校からなる A ク
ラブを取り上げる。周辺は山や川の緑に囲ま
れる森日本 100 選にも選ばれる山林資源の豊
富な地域である。A クラブの概要は（表 10）
に示すとおりである。

A クラブは，A 町中学校 PTA が⽛部活動研
究委員会⽜を平成 15（2003）年に設置するこ
とから始まり，学校と地域が協力し最終的に
は地域スポーツクラブへ移行することを確認
し，平成 18（2006）年設立に至っている。代
表者のインタビューによると，⽛やはり田舎
の町ですから，人口減少，高齢化が顕著であ
り，加えて市町村合併による，意思決定権が
無くなる前に，子どもたちの活動を絶やさな
いよう，そして，高齢者にとっても活気があ
る町づくりをするためには非常に良い流れで
あった⽜とのこと。奇しくも発足時クラブ代
表者は A 町町議会議員であり，現在 B 市市
会議員を務めていることもあり，町づくり，
地域活性の観点からクラブ推進する立場とし
ては適任であった。（表 11，12）は A クラブ
の活動クラブおよび年齢別会員数分布である。

活動クラブは，スポーツ少年団⚗団，ジュ
ニアスポーツクラブとして中学生クラブが⚙
クラブ，そしてシニアとして⚑クラブが活動
を実施している。そのほか，スポーツ教室や
スポーツイベント，クラブサークル創設支援，
社会奉仕活動を行っている。年会費を家族会
員として納めることで，子どもだけではなく

（また子どもが何人いても）家族全員が会員

となるシステムを取っていることもあり，会
員数分では，親御さん世代である 40 代・30
代が多く，中学生と小学生は次いでいる。他
方 70 歳以上もその次に順位している。しか
し，活動クラブは主に小・中学生が活動する
いわゆる少年団や部活動のようなクラブがメ
インであるため，小・中学生と一部のシニア
によるシニアサッカーが常態的に活動してお
り，その他の会員は，前述の教室やイベント，
サークル創設支援や社会奉仕活動を行ってい
る。

学校運動部活動との連携については，前述
のとおり，A クラブ設立そのものが⽛部活動
研究委員会⽜から始まっていることから，町
内の小・中学生の活動クラブそのものを連携
させているため，上手く連携していなければ
改善されることとなる。まさに，一般的に中
学校の部活動に支障をきたしている現状に
あって，学校だけの問題として捉えず，町を
挙げて主体的にクラブ設立へ動いた結果であ
ると言える。地方都市ならでは，少子・高齢
化社会における地域協働によるまちづくりの
一環であることがこうした連携を成功させた
と考えられる。この点について代表者のイン
タビューでは⽛中学校 PTA が中心となって
現在の部活動の状況を危惧し，少年団との関
係，土日活動ができるようにしていくこと，
学校と地域の連携など様々な課題について検
討したことは非常に大きかった⽜とのこと。
現場や子どもを預かる教員（いち公務員の立
場）からはなかなか言い出せないこともあり，
PTA からこうした流れかが出来たことは，非
常に良いことであった。それを受け止めて，
学校と地域が連携していったことは，大変貴
重であると考える。

A クラブが所在する A 都道府県 A 町では，
⽛部活動研究委員会⽜が中学校 PTA 組織の中
に設置され，全国的な現状と流れから，合併
を控えた近隣市町村の部活動や少年団，地域
スポーツクラブの現状，A 町中学校部活動の
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現状，少年団に至るまで，詳細な分析を行い，
その報告書もとに，A 町全体の課題として A
町にあったクラブを設立することを追究しよ
うとしている。その結果，最終的に地域ス
ポーツクラブへの移行が確認され，設立準備
委員会が発足し，PTA はじめ教育委員会，体
育協会，少年団，体育指導委員等への協力依
頼がなされている。その後は，10 回の準備委
員会での検討が重ねられ，NPO 法人として県

に申請し，A 町からバスの支援や，町民や既
存団体への説明と連携協力を得るなど，着々
と進められていった。A 町は，先述の通り小
さな町であるにもかかわらず，学校体育施設
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表 10 連携事例総合型地域スポーツクラブ（Aクラブ）の概要

名 称 NPO スポーツクラブ（仮称：A クラブ）

所在地 地方小都市 A 町

沿 革

2003 年⚔月 A 中学校 PTA⽛部活動研究委員会⽜設置

2003 年 10 月 ⽛部活動研究委員会報告書⽜作成

2004 年⚑月 最終委員会で地域スポーツクラブへの移行を確認

2004 年⚒月 地域スポーツクラブ設立準備委員会発足

2004 年⚕月 総合型地域スポーツクラブ育成支援指定クラブ委託事業

2005 年⚓月 NPO 法人認証

2005 年⚔月 各種スポーツ教室，広報，研修，勉強会実施

2006 年⚓月 設立記念大会開催

会員数 1,047 名（2013 年⚔月時点）

会 費 10,000 円／年会費（家族会員制）

施 設 B ＆ G 海洋センター拠点，A 町体育施設（グラウンド，テニスコート，グ
ラウンドゴルフ場など）フル活用

少子・高齢化での地域におけるスポーツ活動に留まらない，新しいまちづくりの
システムを提言している。

表 11 活動クラブ一覧

スポーツ
少年団

ジュニア
スポーツクラブ

シニア

野球
サッカー

ソフトボール
空手道
柔道
弓道
剣道

野球
サッカー

ソフトボール
陸上

バレーボール
卓球

男子バスケット
女子バスケット
ソフトテニス

シニアサッカー

表 12 活動クラブ会員分布

カテゴリー 人数 ％

幼 児 40 4.0％

小学生 129 12.8％

中学生 179 17.7％

16-19 歳 82 8.1％

20-29 歳 5 0.5％

30-39 歳 137 13.6％

40-49 歳 213 21.1％

50-59 歳 47 4.7％

60-69 歳 63 6.2％

70 歳以上 115 11.4％

合 計 1,010 100％



の他，B ＆ G 海洋センター（体育館・プール）
や公民館がある。ちょうど平成 17（2005）年
に近隣市町村の合併により，過疎化や高齢化，
人口減少に対する危機感が大きくあったこと
は間違いない。

政令指定都市や大都市では，一学校や一部
の意向で物事が決められるわけではない。ま
た，これといった娯楽施設が豊富ではない。
こうした地方都市だからこそ，このような差
し迫った現状の解決策として，学校運動部活
動と総合型地域スポーツクラブの連携が非常
に有効であったと考えられる。総合型地域ス
ポーツクラブは，平成⚗（1995）年に文部省
のモデル事業実施に始まり，平成 30（2018）
年には，全国で 3,455 クラブが設置されてい
る（スポーツ庁，2018d）。しかし，当初各市
区町村において中学校区程度にひとつは設置
することを掲げていたが，東京都，神奈川，
愛知，兵庫などの大都市圏の設立数こそ多い
ものの，市区町村数にも及んでいない都道府
県もある。また，十分なクラブ数が設置され
れば良いというわけでなく，学校運動部活動
との連携不足であったり，地方自治体スポー
ツ行政との協働不足など，課題は多い（谷口，
2018）。

7-1-5．ゆる部活
ゆる部活とは，平成 30（2018）年⚓月にス

ポーツ庁が公表した⽛運動部活動に関するガ
イドライン⽜（スポーツ庁，2018e）の中で，レ
クリエーション志向の部活動の設置が盛り込
まれたことにより新たに設立されつつある活
動である。部活動の多様化を目指す考えに基
づくものであるが，競技力向上でなく，ス
ポーツに親しみ，苦手であっても取り組めた
り，季節や状況に応じて種目を変えたり，あ
るいは障がいがあっても参加が出来るといっ
た，多様なニーズに応えるものである。（表
13）は，平成 29（2017）年にスポーツ庁が実
施した実態調査より，運動部に所属しない生

徒の理由を回答したものである。この結果か
らは，運動部が厳しいから，活動時間が長い
から所属しないというよりは，運動が苦手で
やりたくない，すでに学校以外のスポーツク
ラブに所属している，やりたい部活動がない
ことが理由として大きいことが明らかにされ
た。

そこで，現在確認できる，競技力向上でな
い運動部活動について，いくつか取り上げ，
紹介する。主な資料は，スポーツ庁の学校運
動部活動改革の取組事例資料（2019），スポー
ツ庁 Web 広報マガジン（2018a）新聞記事

（2019，2018b，2017），阿部（2016，2013）に
よるものである．

⽛体力向上部⽜東京都立東深沢中学校 平成
24（2012）年設立
活動時間：平日⚔日間の始業前の早朝 45 分
間のみ活動
活動内容：⚒人⚑組の馬跳び，校庭ランニン
グ，ハードル脚上げ

顧問教員の指導（立ち会い）の下，それぞ
れのペースで実施。

サッカー部や水泳部，野球部，美術部，あ
るいは民間スポーツクラブに所属している生
徒もいる。こうした活動が，世田谷区立中学
校 29 校中 10 校に拡大されている。

⽛レクリエーション部⽜東京都練馬区立大泉
学園中学校
活動時間：水曜日と金曜日の放課後⚑時間程
度のみ
活動状況：部員数全校 488 人中，95 人所属，
集まったメンバーでやりたい活動を行う。

土日は習い事や個人の自由な活動に充てら
れ，他の部活動と兼ねることも可能。茶道部
に所属の生徒は，少し運動しようと思えば出
来，他学年の部員とコミュニケーションが取
れ楽しいとのこと。
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⽛ヨガ同好会⽜神奈川県厚木北高校 スポー
ツ科学コースあり
活動時間：月⚑回のみ
活動内容：ヨガインストラクターを外部講師
として招き，女子生徒⚘名が所属

外部講師は，運動が苦手でも運動するきっ
かけになればいい。強豪の部活動もある中，
運動が苦手な生徒の居場所となり，運動が楽
しいものと気づいてもらえたらと考えている。
参加生徒も，小学校から空手をやっているが，
ヨガを始めてから空手でも動きやすくなった。
競技後のクールダウンに取り入れている。ま
た，ヨガの呼吸法が，就職や進学の面接場面
で実践したところ，緊張が収まったとの効果
を話す生徒もいた。

⽛総合スポーツ同好会⽜東京都立永山高校
活動時間：月曜日～金曜日までの⚕日間のう
ち最低⚑日は参加
活動内容：表に示す⚖種目を基本として，練
習内容やルールを工夫して，チーム分け，試
合時間など，生徒が自主的に行う（表 14）。

部活動に参加していない生徒に⽛いろいろ
な種目が出来る同好会あったらやるか？⽜と
の現顧問教員の呼びかけに生徒⚕名が賛同し
発足。現在は 30 名を超えている。

7-1-6．e スポーツ
近年，e スポーツ（e-sports）という言葉が

使われ始め，定着し始めている。e スポーツ
とは，一般社団法人日本 e スポーツ連合によ
ると，⽛エレクトロニック・スポーツ⽜の略で，
広義には，電子機器を用いて行う娯楽，競技，
スポーツ全般を指す言葉であり，コンピュー
ターゲーム，ビデオゲームを使った対戦をス
ポーツ競技として捉える際の名称，としてい
る。令和⚔（2022）年にはアジア競技会にお
いて，e スポーツが公式種目として追加され
ることが決定している。こうした世界的な拡
がりも見せているわけであるが，その拡がり
方は，これまでの新しいスポーツが普及・拡
大されてきた経緯とは，少々異なっている。
オリンピック種目に採用されるか否かについ
ては，夏季については，男性は少なくとも
75ヶ国⚔大陸で，女性は少なくとも 40ヶ国⚓
大陸で広く行われている競技を採用している。
e スポーツもオリンピック種目として追加検
討されているが，IOC は，人気において伝統
的なスポーツに迫る状況であること，また競
技性の高いゲームが，伝統的スポーツに比肩
する身体能力を求められるという点には合意
と理解を示しており，さらなる対話と研究が
必要との見解を示している。

e スポーツは日本では後進的な発展にとど
まっているが，日本でプロゲーマーが生まれ
たのは，平成 17（2005）年とされ，一般に認
知されるようになったのは，平成 22（2010）
年代になってからのことである（加藤，2018）。
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表 13 運動部に所属しない最大の理由（回答は⚑つのみ）※運動部に所属しない生徒の回答

平成 29（2017）年度スポーツ庁運動部活動等に関する実態調査報告書 p.95 より



アメリカや韓国では認知度も高く，大会で優
勝するような有名プレイヤーにはスポンサー
が付き，高額の契約料や賞金を稼ぎ出す。し
かし，日本で普及しない要因としては，景品
表示法により基本的に大会賞金が 10 万円ま
でという規制がネックであること，スマホが
普及しコンピューターを使ったゲームより
ソーシャルゲームに市場が移行していること，
またそれに伴い，青少年のコンピューターを
使う機会がめっきり減ったことが挙げられる。

ゲーム関連企業もこうしたスポーツ産業の
一端を担う観点から，普及発展が見込まれお
り，これまでの新しいスポーツの発展過程と
は異なり珍しい。もっとも，いわゆるテレ
ビ・ビデオゲームであり，これがスポーツで
あるのかどうかについては，理解に及ばない
部分もあろうが，競技であることは間違いな
く，いわゆる勝負事であり，スポーツという
範疇で間違いない。木村（2019）も，e スポー
ツの概念論としては，スポーツではないとは
言えないと考察している。

もちろん，スポーツの定義の仕方にもよる
ところではあるが，当時一般社団法人日本 e
スポーツ協会事務局長であった筧（2017）は，
スポンサー収入，放送権収入，観客入場料収
入，マーチャンダイジング収入の可能性を柱
に挙げており，スポーツマーケティングの収
益構造的には，プロスポーツやオリンピック

やワールドカップサッカーとほぼ同様である。
教育的な視点からは，スウェーデンの高校で
は，週⚓時間授業に取り入れており，ノル
ウェーの高校でも選択科目として学ばせてい
る（筧，2017）ことを取り上げ，また日本に
おいても専門学校で取り入れていることを紹
介している。また，地域振興の観点では，日
本全国どこからでも試合に参加出来ることや，
ある程度の設備環境を整えることは必要であ
るが，地域活性に寄与する可能性を示唆して
いる（筧，2017）。

7-1-7．部活動としての eスポーツ
e スポーツが学校の部活動として実施され

ている高校は，現在正式な統計はない。しか
し，全国高校 e スポーツ選手権大会にエント
リーしたチーム数は，合計 153 チームを数え，
117 校にのぼっている（表 15）。これらの現
状について，新聞掲載記事および Web 記事

（2019，2018a）により，明らかにする。
長野県松本工業高校では，文化部の電子工

学クラブの e スポーツ班として活動している。
班には⚑～⚓年生までの 17 名が所属してい
る（朝日新聞，2018a）。愛知県立城北つばさ
高校は，平成 29（2017）年⚔月に開校した定
時制の学校であるが，平成 30（2018）年⚙月
に e スポーツ部が発足した。教頭によると，
チームの一員としての責任感やコミュニケー
ション能力が培われたり，勝負に勝つための
思考力や戦略を立てる力なども身につくと感
じたりしている（ハフポスト，2019）。

一方で，全日制の公立学校では普及や理解
が進んでいないのが現状と指摘している。茨
城県立大洗高校では，平成 31（2019）年⚑月
に校長が e スポーツ部の設立を発案し，体験
会を開催したものの，現状としては議論の段
階であるとのこと。その理由としては，教員
間で賛否意見が分かれており，保護者や教育
委員会との足並みが揃わず，実現に至ってい
ない（時事通信，2019）。
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表 14 総合スポーツ同好会の活動

曜日 種目 活動場所

月 フットサル 多目的コート

火 バスケットボール 多目的コート

水 ソフトボール グラウンド

木 フットサル ハンドボールコート

金 バスケットボール 多目的コート

不定期 フィットネス ウエイトルーム他
活動日は月～金までの週⚕日
会員は最低週⚑回以上参加するのが望ましい



私立学校においては，岡山県共生高校が，
学校おこしの一環として e スポーツを活用し
ている。岡山県共生高校は，岡山県の北西の
山間部新見市にある。新見市はソフトバンク
と情報通信技術について包括協定を交わして
おり，学校や各家庭に高速な光ファイバー網
が引かれているという（GAME watch ニュー
ス，2018）。県内の中学校に対する説明では

理解を示す学校は僅かであったが，メディア
報道などの効果もあり，オープンキャンパス
では⚒桁の生徒が参加するなど，地方校とし
ては大反響の数字とのことである。また，は
じめは学校でゲームが出来ると言うことで
あったが，不登校の生徒が毎日学校へ行き，
友達が出来るまでになったことは，大きな教
育効果であると言えよう。スポーツとしての
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表 15 2018 年 全国高校 eスポーツ選手権大会エントリーチーム一覧
リーグオブレジェンド部門

（公立 30 校，私立 50 校，計 80 校，93 チーム）
ロケットリーグ部門

（公立 22 校，私立 28 校，計 50 校，60 チーム）

北海道

私立 白樺学園高校 釧路工業高等専門学校（⚒チーム） 公立

北海道
私立 札幌新陽高校※ 札幌新陽高校※ 私立
私立 星槎国際高校 帯広学習センター 私立札幌大通高校 公立
私立 北星学園大学附属高校 東海大学付属札幌高校 私立
公立 北海道上富良野高校

鶴岡工業高等専門学校 公立 山形県
秋田県 公立 秋田県立仁賀保高校

宮城県 私立 仙台育英高校（⚔チーム）
私立 仙台城南高校

福島県 私立 国際アート＆デザイン大学校高等課程
（⚓チーム）※ 国際アート＆デザイン大学校高等課程※ 私立 福島県

福島県立二本松工業高等学校 公立

栃木県 私立 国際 TBC 調理・パティシエ専門学校高
等課程調理科※

国際 TBC 調理・パティシエ専門学校高等
課程調理科※ 私立 栃木県

茨城県

私立 水城高校 茨城県立常陸大宮高校 公立

茨城県私立 ルネサンス高校※ ルネサンス高校※ 私立
私立 鹿島学園高校
私立 土浦日大高校

わせがく高校 前橋学習センター 私立 群馬県
埼玉県 私立 早稲田本庄高等学院 武南高校 私立 埼玉県

千葉県
私立 芝浦工大柏高校（⚒チーム） 京葉工業高校 公立

千葉県私立 千葉学芸高校
私立 わせがく高校 稲毛海岸学習センター

東京都

私立 NPO 法人高卒支援会（鹿島学園高校，さ
くら国際高校） 未来飛鳥きずな高校 立川キャンパス 私立

東京都

私立 クラーク記念国際高校 秋葉原 IT キャ
ンパス N 高校 御茶ノ水キャンパス（⚒チーム） 私立

私立 成立学園高校 成立学園高校 私立
私立 東京実業高校※ 東京実業高校※ 私立

公立 東京学芸大附属高校 東京スクールオブミュージック＆ダンス専
門学校高等課程 私立

公立 東京学芸大附属国際中等教育学校 東京都小金井北高校（⚒チーム） 公立
公立 東京都立国際高校 東京都立調布北高校 公立
公立 東京都立田園調布高校 東京都立八丈高校 公立
公立 東京都立豊多摩高校 日本工業大学駒場高校 私立
私立 明聖高校 中野キャンパス※ 明聖高校 中野キャンパス※ 私立
私立 N 高校 代々木キャンパス
私立 朋優学園高校
私立 松本国際高校
私立 豊島学院高校
私立 立教池袋高校
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リーグオブレジェンド部門
（公立 30 校，私立 50 校，計 80 校，93 チーム）

ロケットリーグ部門
（公立 22 校，私立 28 校，計 50 校，60 チーム）

神奈川県

公立 神奈川県立茅ヶ崎西浜高校 特定非営利活動法人 知的障がい者サッ
カー推進連盟 私立

神奈川県
公立 神奈川県立藤沢清流高校 法政大学第二高校 私立
公立 神奈川県立横浜栄高校 横浜清風高校 私立
公立 川崎市立川崎総合科学高校
私立 横浜高校
公立 横浜市立南高校

新潟県 私立 開志国際高校

富山県

私立 高岡龍谷高校※ 高岡龍谷高校（⚒チーム）※ 私立

富山県公立 富山県立砺波工業高校
公立 富山県立富山工業高校
私立 新川高校

山梨県 公立 山梨県立都留興譲館高校

長野県
私立 第一学院高校 長野キャンパス 長野県岡谷工業高校（⚒チーム） 公立

長野県公立 長野県松本工業高校※ 長野県松本工業高校（⚒チーム）※ 公立
松本県ヶ丘高校 公立

岐阜県 私立 大垣日大高校 さくら国際高校岐阜東濃キャンパス 私立 岐阜県
静岡県 私立 清水学院高等専修学校

愛知県
公立 愛知県立城北つばさ高校昼間部※ 愛知県立城北つばさ高校昼間部（⚒チー

ム）※ 公立
愛知県私立 ルネサンス豊田高校※ ルネサンス豊田高校※ 私立

名古屋工学院専門学校高等課程 私立

三重県
私立 青山高校（⚓チーム）
公立 三重県立名張青峰高校
公立 三重県立松阪商業高校（⚒チーム）

奈良県 公立 奈良市立一条高校 奈良県立奈良朱雀高校 公立 奈良県
京都府 私立 洛陽総合高校 京都産業大学附属高校 私立 京都府

大阪府

私立 N 高校（⚒チーム） 上宮太子高校 私立

大阪府

私立 大阪高校 大阪スクールオブミュージック高等専修学校 私立
公立 大阪市立西高校 大阪府立岬高校（⚒チーム） 公立
私立 大阪電気通信大学高校
公立 大阪府立泉鳥取高校
公立 大阪府立日根野高校
私立 ルネサンス大阪高校（⚓チーム）

兵庫県
公立 神戸市立科学技術高校（⚒チーム）※ 神戸市立科学技術高校※ 公立

兵庫県私立 神戸動物環境専門学校
私立 専門学校アートカレッジ神戸高等課程

岡山県 私立 岡山県共生高校 関西高校 私立 岡山県私立 岡山龍谷高校 興譲館通信制課程 私立
広島県 公立 広島県立高陽高校

山口県 私立 野田学園高校 クラーク記念国際高校 やまぐち NEM
キャンパス 私立 山口県

徳島県 公立 徳島県立徳島科学技術高校 阿南工業高等専門学校 公立 徳島県

福岡県
私立 久留米学園高校 豊国学園高校（⚓チーム） 私立

福岡県公立 福岡市立福翔高校
私立 福岡第一高校

佐賀県 私立 佐賀学園高校 佐賀県立鹿島高校 公立 佐賀県

大分県 公立 大分工業高等専門学校 大分県立鶴崎工業高校 公立 大分県私立 日本文理大学附属高等学校
鹿児島県 公立 鹿児島県立鹿屋工業高校※ 鹿児島県立鹿屋工業高校※ 公立 鹿児島県

沖縄県 私立
インターナショナルデザインアカデ
ミー高等課程
未来高校沖縄学習センター

沖縄県立八重山特別支援学校 公立 沖縄県

公立 沖縄工業高等専門学校※ 沖縄工業高等専門学校※ 公立
校名の後に（※）印は，両部門エントリーしている高校 計 13 校



集中力や団結力が求められることもあり，練
習に整体を取り入れるなど，これまでの運動
部が工夫して取り組んだ活動と同じような取
り組みも始めているという。

先の全国高校 e スポーツ選手権に続き，
2019 年いきいき茨城ゆめ国体においても，国
体文化プログラムとして e スポーツの実施が
予定されている。国体文化プログラムとは，
国体を主催する日本スポーツ協会の国体諸規
程によると，⽛プログラムの内容については，
スポーツ文化や開催県の郷土文化等をテーマ
としたものとし，開催県における国民体育大
会開催の気運醸成や，国体の目的や意義の全
国的な普及啓発等を目的とする⽜としている。
これに従い，芸術展，博物展，舞台・コンサー
トなどが開催され，その他のイベントのひと
つとして，e スポーツ選手権が実施される。
正式競技や公開競技といったかたちではない
ものの，開催のインパクトは非常に強く，社
会的認知度が向上した結果であるといえ，日
本 e スポーツ連合をはじめとした業界団体の
働きかけや普及振興の原動力は非常に大きく，
まさに日本スポーツ，部活動の多様化してい
る様相を表していると言える。

7-1-8．公立高校における部活動撤廃の試み
これまでは，競技力向上という目的であり

ながら，旧態依然の考えを一新し，効率性と
自ら考える自主性を重視しながらも競技成績
を残した事例，また，競技力向上という目的
ではなく，大会などには出場せず，体力向上
やコミュニケーション醸成を目的とするかた
ちに置き換えた事例，そして，大会には出場
し競技として成績を追求することを目的とす
るが，スポーツの概念を拡大化させた活動と
して，多様化した事例を取り上げた。しかし，
現在では，部活動自体を廃止しようとする考
え方も近年の情報化 SNS を通じた，現役教
員，関係者からの声はゼロではない。ただ，
廃止となると，生徒には不利益が生じるため，

ムチ打って自らを犠牲としていたり，あわよ
くば顧問を担当することなく静観に止めたり，
あるいは完全な外部委託を願う教員も少なく
ない。そこで，公立高校においても，部活動
を撤廃している事例があった（関，2014）（木
下・湯沢，2002）。そして，宮城野高校学校要
覧および学校評価アンケート資料から，その
後の継続状況を中心に検証したい。

この公立高校は，平成⚗（1995）年⚔月に，
個性化・多様化を具現化する新しいタイプの
高等学校として開校した。学校の基本的性格
としては，⽛教育活動の全分野に渡って生徒
の自主性・主体性に多くを期待し，時代を温
かく，思慮深くかつ力強く担う人材が成長し，
巣立っていくように多面的に援助するパイ
ロットスクールである⽜と位置付けている

（木下・湯沢，2002）。そして，単位制普通学
科と総合学科に加え，美術科の⚓学科を設置
し，⚑学年 300 名の定員でスタートしている。
そして，大きな特徴として，部活動を実施せ
ず高体連にも加入しないことを掲げている。
また，生徒心得や生徒指導に関する細則が無
く，行事も無し，生徒会も無しである。これ
だけ挙げても，いかに特徴的な学校であるこ
とが伺えるが，部活動無しについて，初代校
長は⽛部活動は行わなかった。部活動に教育
的意義はある。しかし，部活動は学校行事を
増加させ，学力補充補講，進学補講などとぶ
つかり合う，職員の出張を多くする。しかも，
現実的には，部活動をしない生徒が結構多い。
部活動をしないと学校がどうなるかを検証す
る学校があってもいいと考えた⽜と述べてい
る。

このように，極めて斬新な考えの下，新た
な学校像を求めようとしていることが理解で
きる。その根底には，多くの選択講座を用意
し，生徒自らが複雑なカリキュラムの中から，
学びや進路を決めていき，個性と多様化を尊
重しようとする学校の強いアイデンティ
ティーが伺い知れる。そのために，部活動を
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実施しないという，通常では考えられない制
度整備を進めた。新設校にも関わらず，県内
屈指の進学校として，人気が高い。とはいえ，
生徒自らが考え活動しているサークル活動，
また，委員会に相当するボランティア団体は
存在している。ただし，所属は任意であり，
顧問教員は，年間の活動計画の立案と予算管
理，そして，活動中の事故防止と安全対策の
みである。通常の運動部活動指導のような専
門的な技術指導は無い。果たして，こうした
試みが受け入れられているのであろうか。そ
のことを裏付ける根拠として，学校評価がひ
とつの指標となるアンケートの集計結果によ
ると，サークル・ボランティア活動に対する
生徒評価の肯定的割合は，平成 23（2011）か
ら平成 29（2017）年で 75～85％を推移してお
り，高評価と言える。しかしながら，学校の
自己分析では，⽛サークル活動の活性化は，本
校を活性化するために欠かせない課題として，
部活動に代わる放課後の自主的な活動として
スタートしたサークル活動の可能性について，
生徒指導部を中心に改善を図る⽜としている。

7-2．まとめ
これらの事例の他にも特徴的な事例は数多

くあるだろう。こうした事例が表出する背景
には，学校運動部活動における競技志向を全
面的に否定するものではないにしても，さま
ざまな選択肢の提示という観点では，有効的
であろう。

現在でも，⚒つ以上の部活動を兼ねること
は可能である。かつては，競技志向の部活動
でも成立していた。オリンピック選手が夏季
種目と冬季種目の両方に出場したり，かつて
筆者も，恒常的に兼部してはいないものの，
⚓つの競技を掛け持ちした経験もある。シー
ズン制をとれば，至って容易ではあるが，現
在では，競技志向の部活動を兼部するとか，
どちらを優先させるのか，あるいは，休みが
ちと判断される可能性もあり，現実的には難

しい問題が多い。
文部科学省（2017b）でも⽛オープン・イノ

ベーション⽜を重要視し始めており，科学技
術革新分野に限らず，新たな価値創造が求め
られている。運動部活動に置き換えるならば，
顧問教員や指導者と部員や OB・OG，保護者
などといった閉ざされた関係性だけでなく，
幅広い人間関係や地域社会のつながりを有効
活用しながら，運動部活動改革を進めたい。

第⚘章 日本のスポーツの構造変化

8-1．公共サービスとしての学校運動部活動
日本の義務教育は，教育基本法第⚔条に則

り，⚙年間の普通教育を受けさせる義務を負
い，国又は地方公共団体が設置する学校の授
業料は，徴収しないこととなっている。馬場

（2007）は，教育を受ける権利の具体的なサー
ビス内容は義務教育の制度である。特に，教
育を提供するというこのサービスは現に私立
の学校が存在し，また排除でき，競合的な
サービスであることから必ずしも公共財とは
いえないものであるが，国がある価値の実現
を求めて全国くまなく提供しているサ

ㅡ

ー
ㅡ

ビ
ㅡ

ス
ㅡ

といっている（傍点筆者）。また，国民会議報
告において⽛教育を変える 17 の提案⽜（2001）
では，学校教育においては，伝統や文化を尊
重するとともに，古典，哲学，歴史などの学
習を重視する。また，音楽，美術，演劇など
の芸術・文化活動，体

ㅡ

育
ㅡ

活
ㅡ

動
ㅡ

を教育の大きな
柱に位置付ける。と報告している（傍点筆
者）。

サービスである以上，果たして部活動はど
こまでの活動を提供しうればよいのであろう
か。スポーツ施設の場合，公共スポーツ施設
より民間スポーツ施設の方が，サービスが良
いのは当たり前で，それは，応分の会費を支
払っているからである。もし，サービスが対
価に見合わなければ，退会するか，別のス
ポーツ施設を探すこととなる。しかし，公立
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学校の場合は，校区が定められ，同じ公立で
あっても学校選択制度を設けていない自治体
に於いては，選択の余地は通常ない。もちろ
ん，課外活動であり，生徒の自主的自発的な
活動であるため，数多くの選択肢として校内
の部活動数をできるだけ多く用意しておくこ
とはないはずである。現実的に，部活動数を
増やせば，⚑クラブあたりの部員数が減るの
は当然であり，活動に支障も出る。また，そ
う簡単に新しい部活動を新設したり，逆にも
廃止もできない。

21 世紀日本の構想懇談会報告書（2000）で
は，次のような提案をしている。広義の教育
における国の役割は⽛義務として強制する教
育⽜と⽛サービスとして行う教育⽜の⚒つで
あり，現在の日本の教育では，この⚒つの教
育が混同され，授業内容についていけない子
どもには過大な負担を与えながら，それを消
化してより広く好奇心を満たしたい子どもに
は足踏みを強いる結果を招いている。として
いる。したがって，⽛義務としての教育⽜は最
小限のものとして厳正かつ強力に行う一方，

⽛サービスとしての教育⽜は市場の役割にゆ
だね，国はあくまでも間接的な支援を行うこ
とにすべきである。これを，部活動に当ては
めてみると，義務としてのスポーツ活動は，
学校として提供し得る最低限として，超過勤
務や土日出勤につながる，サービスとしての
部活動は，スポーツクラブに任せる。同報告
書では，続けて，例えば，初等中等教育では，
教育の内容を精選して現在の⚕分の⚓程度ま
で圧縮し，週⚓日を⽛義務としての教育⽜に
あて，残りの⚒日は⽛義務としての教育⽜の
修得が十分でない子どもには補習をし，修得
した子どもには，学術，芸術，スポーツなど
の教養，専門的な職業教育などを自由に選ば
せ，国が給付するクーポンで，学校でもそれ
以外の民間の機関でも履修できるようにする
ことが考えられる。とのことである。

多くの公立中学校においては，仮に授業で

は可能であっても，部活動やスポーツの場合，
残りの分を他のチームやクラブで実施するこ
とは容易ではない。学習塾ほどの数がないこ
とと，ニーズに応えられるだけの種目も少な
いからだ。ただ，旧態依然のままでは，これ
だけ社会環境が変化しているにもかかわらず，
部活動だけガラパゴス状態の活動を続けてい
るのでは，機能不全に陥るだけで無く，代替
が効かなくなる状況に陥り，サービスの提供
廃止，つまり部活動が存続出来なくなる危機
さえ現実的となり得る。したがって，限られ
た資源を共有しながら，できる限り生徒の
ニーズに対応していくことが公立中学校の義
務教育段階では必要になってくる。

ただし，公立高校の部活動においては，義
務教育ではないため，こうした議論は当ては
まらない。高校進学の際には，公立中学のよ
うに校区が定められていないので（ある程度
の設定はあるとしても），選択の幅は格段に
多く，入学前に各個人において選択ができる。
有名強豪私立高校では，部活動をウリにして
生徒募集をしているのが現実である。公立高
校では，私立同等の費用をかけることは出来
ないが，何より費用負担が少ないウリを元に，
魅力的な付加価値を設定していくことが求め
られる。そのうえで，利用者である生徒が取
捨選択して，部活動もそのひとつの選択肢と
して，公立高校という公共サービスを選択し
ていくこととなる。

8-2．日本のスポーツの構造変化
近年，ʠ○○ 2.0ʡといったフレーズで，コ

ンピュータのオペレーションシステム（OS）
やソフトウェアのアップデートになぞらえて，
さまざまなワードに 2.0 を付けている。それ
だけ，多くの事象がアップデートされている
ことであるし，アップデートしなければなら
ないことを物語っている。そのなかでもʠお
金 2.0ʡ（佐藤，2017）が有名であるが，資本
主義経済を覆す，お金に代わる仮想通貨を用
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いた経済の形成を考えるといった内容になっ
ている。

本研究で扱っている日本のスポーツ構造は，
これまで述べてきたとおり，大きな変化を遂
げていると言える（図 11）。とくに戦後以降
は（図 12，表 16）を対比しながら参照された
い。

これを 2.0 に当てはめて捉えてみると，現
在の【混迷期】は 2.0 と位置付けられる。も
ちろん，バージョンアップやアップデートの
方式として数値の当て方にはいくつかあるが，
2.0 から逆算するとこのようになる。学校運
動活動時代区分【創成期】を 0.0，【普及期】
と【復活期】は 1.0，【安定期】は 1.5 である。

【創成期】は，まさに創成した時期であり，大
学に伝播されたから，高校中学の運動部活動
としての基盤が出来はじめたという意味もあ
り，ゼロ 0.0 としている。

そこから，【普及期】と【復活期】は，戦時
中及び終戦を挟むものの，いわゆる一貫して
学校を基盤とする運動部活動が広まりスポー
ツが盛んになった時期として 1.0 としている。
もちろん，昭和戦前の【普及期】においても，
プロ野球は開始され，スポンサー大会も開催
されてはいて，【復活期】においても自衛隊や
警察といった公務員も多かったが，企業から
の支えでオリンピックに出場などし始めた時
期であるが，基盤は学校運動部活動にあった。
【安定期】においては，学校を基盤としなが

らも，その後の競技活動の選択肢として企業
スポーツが隆盛し，実業団リーグなど創設さ
れた。また大衆化も図られていった時期とし
て 1.5 としている。

その後，【混迷期】においては，学校運動部
活動の対外試合の制限が平成 13（2001）年以
降原則化されるなど，競技化抑制の大義名分
が無くなり，一方で，プロサッカー J リーグ
が新設され，オリンピックに続き国際競技大
会のワールドカップサッカーが日本で開催さ
れるなど，商業化，営利化の流れとなり，基

盤は学校から企業やプロチームへ移行しつつ
ある構造となっている。

こうした日本のスポーツ構造が変化してい
る状況下において，学校運動部活動はどのよ
うにすべきであろうか。【創成期】や【普及
期】では，文部省からの命令に近い通達が出
されており，明らかに抑制を図っていた。優
秀なエリートの階級の学生が多かったため，
学業が疎かになること，優秀な学生に悪影響
が出ることを避けたかった（中村，2009a，
2009b；浦川，2014）こともあるが，何よりあ
くまで課外活動であり，学生の本分は学業で
あるとのスタンスが強かったといえる。

しかし，戦後，【復活期】において，スポー
ツの教育化徹底を大義名分とした以降は，堰
を切ったように競技化・高度化が図られ，中
学生高校生の対外試合に関する制限も，競技
団体からの要請もあり，なし崩し的に緩和さ
れていくのである。完全にエリートスポーツ
と化したものの，学校で指導するのは教員が
ほとんどであったものの，一部の部分的な関
わりのみの教員も多く，教職員以外地域に指
導を求めるケースもあった（中澤，2014）。こ
こまでは，国としても学校教育あるいは体育
とスポーツが連動していることは，終戦後
GHQ の統制下では不可欠であった。
【安定期】においては，エリートスポーツの

批判を受けたこともあり，みんなのスポーツ
へとシフトしていくこととなる。また，オイ
ルショックの影響で低経済成長へ移行しつつ
も，企業スポーツの隆盛から，学校運動部活
動も地域や社会体育への移行を模索していく
こととなる。最後に，【混迷期】においては，
まさに，スポーツを学校に基盤を置いて，続
けていくかどうかの岐路ではなろうか。学校
運動部活動は疲弊し尽くした一方，民間やプ
ロの基盤は固まりつつある。総合型地域ス
ポーツクラブの設立数も増加傾向ではある。
学校運動部活動のみがスポーツの構造変化に
対応し切れていないと言わざるを得ない。
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8-3．学校運動部活動の類型化
本項では，これまでの学校運動部活動の

【創成期】から【混迷期】までの経緯を踏まえ，

第⚗章で示した事例を元に，類型化を図るも
のである。この類型化によって，現在自身の
所属する部活動あるいは指導する部活動がど
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図 11 学校運動部活動を取りまく日本のスポーツの構造変化



の類型に当てはまるか，そして，他の類型と
は何が異なるのか，あるいは，どの類型を目
指しているのか，明確にするためである。そ
のために，これまで検討した状況を踏まえ，
次の軸で構成する。

それは，(1)競技志向性，(2)指導者有無，
(3)費用負担意識の⚓軸である。これまで，
(1)競技志向性については，幾度となくその
追求に対して，指導が過度になりすぎるとか，
勝利至上主義などと議論が繰り返されてきた
ためである。本研究においても，体育（教育）
とスポーツ（競技）に大きく関わる軸といえ
る。次に，(2)指導者有無については，学校と
しての公共サービスでも触れたが，学校運動
部活動を指導することが出来る教員や，外部

専門指導員が配置されていることは望ましい
が，必ずしもそうではない状況が生まれてい
る。生徒や保護者はやはり指導ができる指導
者の配置希望が強い（朝日新聞，2016）ため
である。そして，(3)費用負担についてであ
る。基本的には少ないに越したことはないが，
公立学校の場合で高額な費用負担は困難であ
り，もちろん，必要最低限の部費であったり，
実費交通費などの負担は生じているものの，
お金をかけてスポーツする感覚は少ない。し
かし，今後は費用負担が増える可能性も含め，
欠かせない軸と捉える。
（図 13）のように，⚓次元類型化を試みた。

それぞれ⚓軸を High と Low，指導者につい
ては，有りを High として，無しを Low とし
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図 12 戦後日本のスポーツに対する考え方の推移とその背景
日本体育協会スポーツ指導者養成テキストに加筆



て，全体で⚘象限存在するところ，①から⑦
タイプで類型化した。この類型化に第⚗章で
示した，公立高校における部活動の撤廃事例
以外を当てはめると次のとおりとなる。

①競技志向 High ─指導者有り─費用負担
Low
このタイプは，公立中学と公立高校におい

て，全国大会で上位の成績を残した⚒つの事
例で示したタイプである。競技志向が高けれ
ば，非常に理想的な公立学校の運動部活動と
いえる。しかし，現状を維持し，経営資源の
投入や対策を講じなくていいわけではない。
指導者が教員であれば，過重労働ではないの
か，休日は確保されているのか，これらを管
理者は適切に把握しておかなければならない。

また，賞賛も必要だろうし，生徒や保護者の
満足度は高いかも知れないが，一教員の犠牲
の上に成立する満足ではあってはならない。

②競技志向 High ─指導者無し─費用負担
Low
このタイプは，先の事例では取り上げてい

ないが，これまではタイプ①であったにもか
かわらず，指導者が異動で不在となったし
まった場合，あるいは，高い競技成績を挙げ
ていながら，練習計画などは選手自らを立案
実行し，名目上の顧問教員は存在するものの，
競技の指導には関与していないタイプである。
後者であれば，本来，学習指導要領で位置付
けられている，生徒の自主的，自発的な参加
により行われる部活動といえるかも知れない。
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表 16 中学校高等学校の運動部活動に関する政策（中澤 2011a）より筆者抜粋
学校運動部活動

時代区分 年代 学習指導要領 文部省通達など

【復活期】

昭和 20（1945）年

昭和 21（1946）年 学校校友会運動部の組織運営に関
する件

昭和 22（1947）年 学校体育指導要領
中学校（自由研究）

野球統制令の廃止
学生野球の施行について

昭和 23（1948）年 学徒の対外試合について
昭和 26（1951）年 中学校・高等学校（特別教育活動）
昭和 29（1954）年 学徒の対外試合について

昭和 32（1957）年
学徒の対外試合について
中学校・高等学校における運動部
の指導について

昭和 36（1961）年 学徒の対外運動競技について

昭和 43（1968）年 中学校，高等学校における運動ク
ラブの指導について

昭和 44（1969）年 中学校（必修クラブ活動設置） 児童生徒の運動競技について

【安定期】
昭和 45（1970）年 高等学校（必修クラブ活動設置）
昭和 54（1979）年 児童生徒の運動競技について
平成 元（1989）年 中学校・高等学校（部活代替措置）

【安定期】

平成 10（1998）年 中学校（必修クラブ活動廃止） 中学校および高等学校における運
動部活動について

平成 11（1999）年 高等学校（必修クラブ活動廃止）
平成 13（2001）年 児童生徒の運動競技について
平成 20（2008）年 中学校（教育課程との関連）
平成 21（2009）年 高等学校（教育課程との関連）



また，公立高校サッカー部の事例であったよ
うに，指導者は存在しているが，表立った指
導をしないケースにも当てはまるといえる。

③競技志向 Low ─指導者有り─費用負担
Low
このタイプは，ゆる部活として取り上げた，

競技志向ではない事例に当てはまる。競技志
向ではないが，体力向上のためのエクササイ
ズであったり，トレーニングを指導したり，
外部指導者から専門的なヨガ指導を受けたり，
大会出場はせず，その日に集まったメンバー
で実施する競技やルールを決めるなど，であ
る。事例で取り上げた活動は週⚔回であって
も早朝の 45 分間のみであったり，月⚑回の
場合もあった。生徒にとっても，教員にとっ
ても時間の確保が可能となり，Win-Win な活
動なのであろうか。運動部活動を選択肢のう
ちのいくつかであっていいはずであるが，す
べてがこのタイプになるのであれば，学校で
競技スポーツを行う場は無くなり，民間クラ

ブかプロクラブにその活動を担ってもらうこ
ととなるだろう。そうなれば，自ずと費用負
担は嵩み，エリートスポーツ化するだけでな
く，公教育だから為し得た，国民全員がス
ポーツに触れる機会すら奪うこととなり，中
体連や高体連の存在意義も問われてくる。

④競技志向 Low ─指導者無し─費用負担
Low
このタイプは，先の③の専門的な指導者が

いない，あるいは行わないタイプである。事
例としては取り上げていないが，通常，専門
的な指導をしない教員であっても，活動の計
画を立てたり，リーダーや核となる生徒と打
合せなどの後方支援は行われる。ただし，競
技志向が無いからと言っても，スポーツや運
動をするのであれば，安全管理は不可欠であ
る。活動現場に必ず立ち会わなければならな
いことはないものの，不慣れな生徒や経験が
少ない生徒であれば，危険性は高まると言え
るため，十分な注意が必要である。
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図 13 学校運動部活動⚓次元類型化の例



⑤競技志向 High ─指導者有り─費用負担
High
このタイプは，費用負担が高いタイプであ

る。通常であれば，最低限度の費用負担で賄
われるはずであるが，すでに競技成績もある
程度高く，有名な指導者が存在していて，全
国大会常連校などである場合は，大会以外で
も合宿遠征など活動費としてかなりの費用負
担がある。もはやこうしたタイプは，あらか
じめ入学や入部前から取捨選択がある程度出
来る情報があり，費用負担を望まなければ選
択しないはずであるし，競技志向を望まない
にも関わらず，入部をすることはないであろ
う。中学生や高校生（その保護者）に過分な
負担を強いることは，決して好ましいことで
はない。全国大会へ出場となれば，各個人の
負担をできるだけ減らすべく，教職員はじめ
OB や OG，親戚や関係者に寄付を募ることが
多い。事例として取り上げることは無かった
が，公立高校，私立高校に関わらず，甲子園
に出場する際，どのくらいの費用が掛かって
いるかというと，5,000 万円近い金額が集め
られ，ラグビーやサッカーにおいても，1,000
万円ほどの金額が集められている（関，2014）。

⑥競技志向 Low ─指導者有り─費用負担
High
このタイプは，事例としては取り上げてい

ない。それは，学校運動部活動としては，ほ
とんど例が無いと思われる。学校ではないが
例示するとすれば，フィットネスクラブに該
当する。タイプ③ゆる部活の費用負担タイプ
といえる。ゆる部活においても，ヨガのイン
ストラクターを外部指導員として呼ぶことは
ある。しかしながら，予算があれば良いが，
無ければ生徒負担も発生する。しかし，相当
の頻度であれば，費用負担は高くなるが，そ
れを望むのであれば，はじめからフィットネ
スクラブへ通うものであろう。学校で出来る
からこそ，友人同士で出来るからこそ，学校

運動部活動でもある。

⑦競技志向 Middle ─指導者 Middle ─費用
負担Middle
このタイプは，本来 High と Low で分類し

たものであるが，該当しないケースとして取
り上げる。事例として取り上げた，学校運動
部活動と総合型地域スポーツクラブの連携例
である。競技志向としては，高いものも低い
ものも存在し，指導者も基本的には存在する
ものの，自由に活動する場合もある。また，
費用負担も一定程度発生していることから，
すべて Middle のタイプとして，中間に位置
付けた。これまでは，ほとんど費用負担がな
いかたちで学校運動部活動が行われてきたわ
けであるが，教育活動と公共サービスがイ
コールではつながらないとしても，最低限度
のスポーツ機会を提供する義務と，過剰な
サービスを無料で受け取ることの矛盾感は，
解消していかなければならないのではないか。
今後目指すべきタイプのひとつとしてあげら
れるのではなかろうか。

そのほか，⚘つの象限で表されるうちの，
（図 16）左上奥に当たる象限，競技志向 High
─指導者無し─費用負担 High，もうひとつ，
左下奥に当たる象限，競技志向 Low ─指導
者無し─費用負担 High については，事例で
取り上げることもなく，あいにく，想定が難
しいケースであるとして考察からは除外した。

学校運動部活動においても，このように，
⚓軸で構成した類型化だけでも，⚗つのパ
ターンが想定出来た。各象限，類型化に応じ
て，それぞれメリット，デメリットが存在す
る。デメリットについては，資源を投入する
もしくは，見直しを図り，効率化するなど，
生徒の満足を高められるよう，学校もしくは
行政は，ニーズに応じたマネジメントを図ら
ねばならない。すでに，東京都杉並区であっ
たり，大阪市においては，行政として予算を
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付け，外部指導員を民間事業者と委託し派遣
していたり（東京都杉並区教育委員会，2017），
義務教育の公立中学校においても，相応の対
策を実施している自治体もある。

8-4．まとめ
明治初期の創成期に，近代スポーツが日本

に伝播して以来，スポーツは専らʠするʡも
のとして行われた。スポーツとはやや異なる
ものの，勧進相撲は今の大相撲興行であり，
江戸時代やそれ以前にも見て楽しむ慣習は
あった（山田，2016）。日本に伝播された初期
のスポーツにおいても，料金こそ徴収してい
ないが，一高野球は人気があり，当時 300 人
を超える見物人が集まっていた（中村，2009）。
また，大正期においても国際大会が開催され
たり，プロ野球，甲子園大会も開催されてい
る。昭和初期には国内初の国際大会開催も始
まっている。

こうしてみると，するスポーツとして存在
しながら，同時にʠみせるʡスポーツとして
行われてきたことにもなる。学校体育や教育
の観点で言えば，自身が身体を動かすことが
重要であり，そうした活動を通じて心身の充
実を図るものである。しかし，昔からそう
だったように，他の部活動を応援しに行った
り，ブラスバンド部や応援団が，会場で大声
援を送ることはよくあった。近年では，ʠみ
るʡスポーツについて，プロデュース論（齊
藤，2004）などが展開されている。これらは，
平成⚕（1993）年にプロサッカー J リーグが
開幕を契機（日本経済新聞，2013）に，プロ
スポーツやオリンピック，ワールドカップ
サッカーの観戦者を想定したものである。

それ以外においても，e スポーツもそうだ
が，チェスやカードゲームは，マインドス
ポーツとしてカテゴライズされている。ス
ポーツの概念も一概には言えないほどに多様
化し，かつてのʠするスポーツʡとʠみるス
ポーツʡの構造も変容したといえる。プロ野

球もかつては試合を見せているだけであった
ものが，今やファンサービスを第一として，
さまざまなイベントの開催や改革を実行して
いる（月刊体育施設，2008）。文部科学省やス
ポーツ庁は，スポーツ参画人口の拡大を目指
し，するスポーツやみるスポーツの他，ささ
えるスポーツを掲げている（文部科学省ス
ポーツ立国戦略，2010）。多くの競技でプロ
選手として活躍したり，競技団体や大会開催
方法が見直され，日本のスポーツ構造が新た
なかたちへと変容が見られている。学校運動
部活動は，もはや既存の仕組みで実施するこ
とは限界を超えており，日本のスポーツ構造
の変容に順応するやり方が求められている。

終 章 結語とこれからの部活動への
提案

⚑．新部活動構想モデルの提案
内海（2009）は，こうした⽛部活動⽜の現

状に対して批判したが，教育委員会や文部科
学省が何も政策として出さなかったことが，
最も効果的な結果を生み出しているとしてい
る。つまり，教育行政は，⽛部活動⽜における
問題意識を持っていたにも関わらず，施策を
提示しなかったのではなく，出来なかったと
の見解を示している。その理由としては，学
習指導要領に⽛部活動⽜の明記がなされ，一
時削除されたにも関わらず再び復活させたこ
とが挙げられる。しかし，一方では，⽛部活
動⽜の存在意義は認めながらも，教育課程内
外への位置づけ論，指導教員の長時間労働解
消や管理責任体制論に終始してきたことであ
ると指摘している。

神谷（2014，2015，2018）は，教育的な部
活動，つまり，生徒の自治による結社として
の活動を勧めている。神谷が言う結社とは

⽛結社の世界史⽜から引用された⽛なんらかの
共通の目的・関心を満たすために，一定の約
束の下に，基本的には平等な資格で，自発的

― 100 ―

経営論集（北海学園大学）第 17 巻第 3 号 学校運動部活動の構造変化（永谷）



に加入した成因によって運営される，生計を
目的としない私的な集団⽜（綾部他，2005，
2006）としている。学習指導要領に明記され
た，本来あるべき学校運動部活動は，結社史
の延長線上に位置付けられて良いものだとも
言っている。また，自治活動は，教育的意義
が高く，部員のモチベーションを高め，人格
形成にもつながるものである。

そこで，本研究においては，⽛部活動⽜に関
わる数多くの問題や課題について，すべて包
含して解決できる魔法のような策は無いとし
ても，教育委員会や各市区町村の自治体レベ
ルにおける，ある程度組織的な範囲での抜本
的な改革案として，以下のようにまとめるも
のである（永谷，2011）。

本研究における，抜本的な改革案を⽛新部
活動構想モデル⽜としてその概要を，以下の
とおり説明する。学校運動部活動としていな
いのは，学校以外地域スポーツクラブ，企業
チーム，あるいは文化部にも汎用性があるモ
デルとして，あえて，⽛新部活動構想モデル⽜
と命名している。

⑴ それぞれの学校で活動している⽛部活
動⽜をこれに置き換える。

⑵ 一定の範囲における市区町村の自治体が，
同じ取り組みを実施することが前提となる。

⑶ その一定範囲における学校が有する体育
施設数に応じたクラブを設定し，クラブ数
は各施設ひとつとする。

⑷ 各クラブは，レベルを初中上級など⚓つ
程度に分け，それぞれに指導者を配置する。

⑸ 指導者は，その一定範囲内における勤務
する教員，もしくは居住する一般指導員を
配置する。

⑹ 指導者は，教員や一般問わず指導技術や
能力に優れた者として，登録制とする。

⑺ 運営管理及び責任体制については，新た
に組織をつくり，指導者登録等を含め徹底
する。

⑻ ともなう費用負担や諸問題対応について
は，上記組織を含め，教育委員会および自
治体と協力をし，よりよい⽛部活動⽜実施
のために協働する。
これら⽛新部活動構想モデル⽜についての

イメージは（図 14）に示すものである。
この⽛新部活動構想モデル⽜を実施するに

当たっては，まず，大会出場においては，現
在，中体連や高体連では合同チームの出場は
認められているものの，ひとつの学校でチー
ムが構成できない場合であるため，本モデル
のチームでは該当しない。したがって，U15，
U18 といった年齢毎の大会出場に変更するな
ど，各競技団体とも連携しながら規程の見直
しすることが求められる。複数の生徒や教員
あるいは一般外部指導者が，当該学校以外の
施設に出入りすることとなるため，セキュリ
ティー面で問題が懸念される。その場合，例
えば，現在学校開放事業などにおいて，実施
されているように，各学校で管理するのでは
なく指定管理者に依頼し，シルバー人材を活
用する。また，通学校と異なり，遠方となる
場合は，市区町村所有のマイクロバスによる
循環送迎や，民間バス会社との契約により，
送迎の問題が解決できる。さらに，複数校の
生徒を扱うことや，事故やケガでの責任の所
在，道具や消耗品の購入などについては，別
途立ち上げる，新しい組織，学校，自治体が
協働して調整を図る。

いずれにしても，この⽛部活動⽜に関わる
問題に対して，もはや対処的な問題解決策で
は，本質的な解決は得られない。根本的で抜
本的な改革案を一定の範囲で実施することが
必要である。自治体の多くで実施されてきて
いる学校選択制では，選択理由に⽛部活動⽜
をあげるケースがある（永谷，2011）。この場
合，学校間の生徒の在籍数に偏りがでる可能
性があり，そもそも人事異動による，指導者
の教員変更には対応できない。今後は，教員
イコール指導者の概念を捨て去り，教員のな
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かでも希望者がいずれかの学校で指導に当た
ることで，過重労働であるとか職務か否かで
悩むことは軽減される。何より，⽛部活動⽜の
主体である生徒が指導者の不足やチームメン
バー不足に悩まされることなく，加えて自分
のレベルに応じた指導を一貫的に受けられる
点ではメリットが大きいと考えられる。

本研究における⽛新部活動構想モデル⽜は，
対処的問題解決方法ではなく，根本的抜本的
な改革案であると言っていい。改革である以
上，かなり多くの事項に変更や変化がもたら
される。激変は混乱を生じるため緩和される
べきではあるものの，問題対処程度では根本
解決には至らない。つまり市区町村やある一
定範囲の組織レベルの改革として取り組み，
都道府県や地域，あるいは全国へ拡げていく

必要性があると考えられる。また，改革には
大きなエネルギーも必要であり，生徒のより
よい⽛部活動⽜環境を維持発展させていくた
めに，指導者として教員だけでなく社会全体
が，共通認識をもち取り組むことが必要であ
ると考える。

そして，現在わが国の学校運動部活動は教
育活動の一環として実施され，なおかつ，ス
ポーツ活動の原点や基盤として重要な役割を
担っている。現在の日本のトップスポーツ選
手の多くは⽛部活動⽜経験者であり，よりよ
い環境の下でスポーツができるとして，⽛部
活動⽜を選択することも珍しくない。した
がって，改革をするためにはビジョンを示し，
そこに向かって進めていくことが望まれる。
しかし，一方で学校教育の一環である⽛部活
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図 14 新部活動構想モデルのイメージ



動⽜は，体育とスポーツのパラドキシカルな
関係である。出町（2004a，2004b）は，勝ち負
けといった二元が存在する⽛競技⽜と，これ
とは全く別の価値体系をもつ⽛教育⽜という
次元の存在がʠねじれʡを生み，問題を生じ
る要因となっているという。

そもそも学校は，勉強に勤しむ場所であり，
その学校における⽛部活動⽜はその経緯から
しても課外活動の位置づけである。多くの指
導者が生活指導等の教育の場として，あるい
は協調性や人間関係を学ぶ場として捉えてい
る。これらのことから，学校における⽛部活
動⽜が教育的な効果は当然あると言える。そ
うした現状のなかで⽛新部活動構想モデル⽜
を実践することは，指導者の調査結果からの
反応は，半信半疑という結果であった。しか
しながら，⽛部活動⽜における生徒の満足感や
学校生活の中における重要な部分を無くさず，
且つ，本来のスポーツや競技を損なわない，

⽛新部活動構想モデル⽜である。ねじれてい
るのではなく，本来の構造に戻そうとするも
のである。

⚒．指導者調査の結果
この⽛新部活動構想モデル⽜について，A

市内の少年団指導者と中学校・高等学校の運
動部活動指導教員を対象に質問紙調査を実施
した。調査時期は，平成 20（2008）年 10 月
～12 月であり，調査内容は（表 17），回収数
は（表 18），回答者の個人特性は（表 19）に
示すとおりである。
（表 20）は，指導者の意欲と満足と現状に

対する改善度合を表したものである。少年団，
中学，高校の指導者ともに，意欲と満足につ
いては高い傾向がみられたものの，現状に対
する改善度合いについては，少年団の指導者
はそれほど高い傾向を示さず，中学と高校の
指導者は，高い傾向を示した。少年団はすで
に学校の枠組が外れており，さまざまな問題
は抱えているものの，中学と高校の⽛部活動⽜

と比較した場合，改善度合いが低い傾向が見
られたのではないかと推察される。
（表 21）は，合同チームの効果度と総合型

地域スポーツクラブの理解度を表したもので
ある。合同チームの効果度については，⽛や
やある⽜と⽛あまりない⽜が上位を占めてい
た。これは，人数を確保したり活躍の場を
作ったりメリットはあるが，移動距離や練習
場所確保といった点に課題があり，明確に効
果を判断できない結果であると推察される。
また，総合型地域スポーツクラブの理解度は，

⽛よくわからない⽜，⽛あまりわからない⽜が半
数以上を占め，理解の低さが明らかとなった。
（図 15）は，⽛新部活動構想モデル⽜につい

て，生徒と指導者へのプラス度を表したもの
である。生徒に対して⽛プラス＋ややプラ
ス⼧＝58.9％，⽛あまりプラスでない＋プラス
でない⼧＝33.7％であった。指導者に対して
は⽛プラス＋ややプラス⼧＝55.0％，⽛あまり
プラスでない＋プラスでない⼧＝38.0％で
あった。

この結果を裏付けるメリットとデメリット
に関する自由記述回答が（表 22）である。ま
た，その他の意見について自由記述回答が

（表 23）である。
既出の問題や課題が挙げられるが，幅広い

人間関係が構成できる，意欲が向上すると
いった内面的なメリット挙げていた。一方，
成長度合いが分からない，生活指導が出来な
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表 17 調査内容
調査内容 質問項目

個人特性 性別，教員歴，指導種目，指導
歴，学生時の競技

意欲・満足・改善
活動に対する意欲の度合
活動に対する満足の度合
活動に対する改善の度合

改革
合同チームの理解度
総合型地域スポーツクラブの
理解度

新部活動構想 新部活動構想のプラス度
新部活動構想への意見



いなど，旧態依然の回答もあった。また，自
由意見では，多くはバックアップの問題であ
るが，事故や怪我の責任の所在や，移動の問
題を指しているかと思われる。次いで，アイ
デアは賛成であるとのこと。実践の価値はあ
るとのことであった。

また，同市内において，本研究が示す⽛新
部活動構想モデル⽜についての調査ではない
が，学校部活動への取り組み方と態度につい
て，平成 29（2017）年⚙月に調査を実施して
いる（千葉，2018）。この調査では，顧問教員
の部活動への取り組み方を積極的な群と消極
的な群に分け，比較している（表 24）。顧問
教員の取り組み方については，非常に積極的
と積極的を合わせると 61％，非常に消極的と
消極的を合わせると 39％であった。また，今
後の部活動の在り方については，積極的群で

は教員と外部指導員による運営と総合型クラ
ブへの以降が最も多く，それぞれ 35.1％，現
状維持は 26.0％であった。一方，消極的群で
は総合型クラブへの移行が最も多く 56.9％，
次いで教員と外部指導員による運営が
35.3％であった。現状維持は 3.9％にすぎな
かった。

そのほか，自由回答もあり，次のように答
えている。部活動に肯定的な意見を持つ，週
平均指導時間 28.5 時間の 40 代バレーボール
部の顧問は⽛外部委託は反対，部活動の教育
効果を考えると外部はあり得ない⽜という。
一方，否定的な意見を持つ，週平均指導時間
16 時間の 40 代サッカー部顧問は⽛学校でス
ポーツ指導を行う時代はとっくに終わってい
る⽜という。そして，中立的な意見を持つ，
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表 18 回収数
n

少年団指導者 27
中学校指導者 39
高校指導者 29

合計 95

性別（n)
男性 76
女性 19

年齢（n)
20 代 15
30 代 31
40 代 16
50 代 23
60 代以上 10

教員歴（n）
1～4 年 12
5～9 年 14

10～14 年 15
15～19 年 8
20～24 年 5
25～29 年 10
30 年以上 4
教員以外 27

表 19 個人特性

表 20 指導者の意欲と満足，調査内容
現状に対する改善度合

意欲度合 少年団 中学 高校
意欲的でない 0.0％ 5.1％ 3.6％
やや意欲的でない 0.0％ 15.4％ 14.3％
やや意欲的である 46.2％ 48.7％ 28.6％
意欲的である 53.8％ 30.8％ 53.6％

満足度合 少年団 中学 高校
満足していない 3.8％ 8.1％ 6.9％
やや満足していない 11.5％ 18.9％ 20.7％
やや満足している 53.8％ 46.6％ 69.0％
満足している 30.8％ 24.3％ 3.4％

改善度合 少年団 中学 高校
改善の必要なし 19.2％ 5.4％ 10.7％
ほぼ改善の必要なし 26.9％ 29.7％ 21.4％
やや改善の必要あり 34.8％ 32.4％ 23.1％
改善の必要あり 19.2％ 32.4％ 35.7％

表 21 合同チームの効果度と総合型地域スポーツク
ラブの理解度

合同チームの効果度
効果的ではない 11.8％
あまり効果的ではない 32.4％
やや効果的である 36.8％
効果的である 13.2％
回答なし 5.9％

総合型地域スポーツクラブの理解度
理解していない 31.6％
あまり理解していない 31.6％
やや理解している 25.3％
理解している 10.6％
回答なし 1.1％



週平均指導時間 26.5 時間の 20 代顧問は⽛生
徒指導に役立っていることは確かであるし，
勉強が苦手な子が活躍できる場所でもある。
しかし，教員への肉体的，精神的負担が大き
いのも確かである。一概に学校から切り離せ
ばよいというものではないが，正式な業務で
はない部活動に多くの時間が割かれるのも問
題である。難しいことなので，より多くの人

に現状を知ってもらい，議論に加わってほし
い⽜と述べている。

⚓．結語
学校運動部活動のあるべき姿を一括に解明

することは容易ではない。教員は学校運動部
活動の現状について憂慮しつつも，改善しに
くい環境下にあると言える。学校が部活動
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図 15 ⽛新部活動構想モデル⽜について生徒にとってのプラス度と指導者にとってのプラス度

表 22 ⽛新部活動構想⽜におけるメリットとデメリット（自由記述）
メリット デメリット

競技人口の確保
優秀な指導を受けられる
技術向上がのぞめる
クラブの選択肢が増える
幅広い人間関係が構成できる
いろいろな指導が受けられる
いろいろな経験ができる
専門性がある
生徒数の確保ができる
やりたい競技ができる
幅広いニーズに応えられる
意欲が向上する
自分に合った段階から始められる
指導者の交流がある
プレッシャーを感じレベルアップにつながる
指導できない競技を持たなくてよい
専門の指導者がいて指導が楽になる
レベルが揃い効率的
複数で指導ができる
活躍する場が増える
器や熱意が試されレベルアップにつながる
負担が減る
責任が増しさまざまな経験ができる

何かと不都合が生じる
良い生徒の引き抜き問題
母校愛が無くなる
個人的主義
移動の問題
責任問題が懸念
生徒が多く入れ替わるので成長度合いが分からない
手当の問題
長期スパンでマンネリ化
すべての面をみることができない
負担が増える
責任感が増す
専門指導者がいなければ意味がなくなる
複数の指導者が必要となる
外部指導者がメインとなる
生活指導ができなくなる



サービスを提供する一般企業とすれば，顧客
である生徒の満足度は，学校内の部活間，あ
るいは公立の各学校間で比較しても，大きな
差があるといえよう。また，活動を提供する
側の教員のモチベーションも両極端であり，
仮にモチベーションはあっても指導する能力
が高くなければ，その差は簡単には埋まらな
い。

全員顧問制度（実際は制度でなく慣行）に
ついても，各学校長の判断によるものである
が，独断で廃止にする学校は散見される程度
である。校長が存続や廃止の権限を持つもの
であるが，一校長もその採用された組織内

（都道府県や市の教員という立場）において
は，フォロワー的立場に過ぎず，まして，一
般企業のような競争原理が働かない学校にお
いては，成果や評価が一般化しないだけでな
く反映もされにくい。

さらには，部活動が教員にとっても，生徒
にも評価の対象となった点も大きい。教員は，
教員採用試験の段階で，所属してきた部活動
での戦績や，指導できる部活動の記入が求め
られる。平成⚕（1993）年から，競技成績が
高い者が特別選考され，平成 20（2008）年に
は，約半数の都道府県および政令指定都市で
実施されている。一方，生徒評価については，
昭和 55（1980）年代以降，指導要録や調査書
において，進学するための部活動が浸透して
いる。一部の強豪私立中学や高校においては，
もはや，学校経営の一部として強い部活動を
打ち出し，大勢もしくは有力な選手の獲得を
目的としている。

そうした部活動に特化した学校の監督コー
チは，指導者として有能である。一般の教員
と同様に教壇に立ち教鞭をとり，学内の校務
分掌をこなしているかどうは，それぞれの学
校によるが，指導に専念していることが多い。
もはや，プロ指導者である。私立学校であれ
ば，少子化の時代の生徒募集に非常に大きな
影響力となっている（スポーツ庁，2018f）。

運動部活動に関しては，スポーツ庁による
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表 23 ⽛新部活動構想⽜についてのその他の意見（自
由記述）

件数 記述内容
40 バックアップの問題
17 アイデアは賛成である，価値はある
13 部活を通しての生活指導ができなくなる
7 チーム形成の問題

6 活動場所，時間，生徒数，指導者の確保の点
はよい

5 すべての学校や生徒には当てはまらない
4 中体連・高体連との関わり
4 課題が多すぎる
3 勝利優先主義となる
3 活性化につながる
3 一貫性指導ができる
2 中途半端で根本は変わっていない
2 地域転換を望む
2 選択制で十分
2 地域の区割りが難しい
2 そこまでしなくてよい
2 全国実施は難しい

1 学校というくくりを外すことによって教員
の負担が増える

1 外部指導者，総合型地域スポーツクラブの
普及率を考えると難しい

1 小中高は分けるべき
1 部活動を廃止しなければ無意味
1 失う部分が多い（友人関係など）
1 技術メインならクラブチームのほうがよい
1 指導できる人材を増やさなければならない

表 24 部活動への取り組み方と部活動の将来の関係
（千葉，2018）

積極的な
取り組み

消極的な
取り組み 合計

現状維持 20(26) 2(3.9) 22
教員と外部指導員の
運営 27(35.1) 18(35.3) 45

総合型クラブへの
移行 27(35.1) 29(56.9) 56

その他 3(3.9) 2(3.9) 5
自由度⚓，
χ2＝12.013，
＊＊＝ p＜.01

77 51 128



ガイドラインの策定や各競技団体による指導
マニュアルを作成している。スポーツを実施
する上では，試合や大会に出場すれば，勝ち
負けがついて当たり前であるし，それが魅力
である。しかし，間違った勝利至上主義が蔓
延し，勝ち負けを目指すことすら否定する見
解も少なくない。そして，勝利のために体罰
やハラスメントが未だに根絶されていない。
部活動指導に携わるものとして，断じて容認
してはならない。

嘉納治五郎に立ち返ると，⽛精力善用国民
体育⽜（1930）のなかで，体育について，⽛各
自の身体形成とそれぞれの人生の目的への適
合を目指しつつ，同時に国体擁護，力の充実，
融和協調が求められる当時の状況に涵養し，
究極的には人格の形成を目指す⽜という，ま
さに，教育的営為としている。一方，スポー
ツ（競技運動）については，勝敗の結果を求
めて競い合う為，興味がわき，関心が持たれ
やすい。しかし，体育を目的としたものでは
ないから，体育の目的に敵うように深い思慮
が必要となってくる。としている。

ただし，友添（2014）は嘉納の体育論を現
在のスポーツ状況に対して援用することに，
スポーツ（競技運動）を文化として捉え，ス
ポーツそのものの追究やその喜びを享受すべ
きという，いわゆる⽛スポーツそれ自体の教
育⽜という発想がなかったと指摘している。
しかし，この見解は適切ではない。師範学校
校長の時は，積極的に生徒だけでなく教員に
も課外活動としてスポーツを奨励し，オリン
ピック選手も輩出している。体育（教育）と
スポーツ（競技）は両輪であったはずである。
現在のように，体育とスポーツが混交するよ
うになったのは，学校で実施すればスポーツ
が教育になるかのように，なってしまったこ
とである。要はどのように実施するかという
方向性を見失ってしまった結果である。こう
して，教育も体育同様にスポーツとの間にパ
ラドキシカルな関係性をもつ原因となったと

言える。
これまで，時代区分を追って，学校運動部

活動の構造を明らかにしてきたが，例えば，
関（2014）が指摘するように，女子マネー
ジャーが成立した頃から，学校や指導者がマ
ネジメントするようになり，学習指導要領に
ある，生徒の自主的・自発的な参加は少なく
なったといえる。これでは，生徒を参加させ
ていることになりかねない。教員や指導者は，
改めて，学校運動部活動の普及に大きく関与
した嘉納治五郎の創成期の原点に回帰すべき
か，よく踏まえて，体育とスポーツを捉えて
いかなければならない。

なぜ，明治創成期より 150 年間も学校運動
部活動が継続してきたのか，それは，必要で
あったからに他ならない。社会の状況や政治
や経済に連動して，体育とスポーツの狭間を
ゆれ動きながら，その構造は変化してきた。
こうしてみると，学校運動部活動が社会の縮
図のようである。多くの企業が，アメリカ化
しながら失敗したり，日本独自のスタイルを
築いたりしているが，現在のような学校運動
部活動では，不要なのかも知れない。しかし
ながら，全国の体育スポーツ施設の⚖割以上
が学校にあり，体育の授業以外で学校運動部
活動がなくなれば，間違いなく，日本のス
ポーツ振興は途絶えると言っていい。スポー
ツが多様化し，スポーツ活動の主体も学校か
ら離れつつあるとしても，プロクラブや総合
型地域スポーツクラブが増えてきたとはいえ，
すぐに制度移行が出来るわけではない。

そこで，学校運動部活動を継続させるため
には，学校だけでなく，地域，自治体，競技
団体など社会全体で取り組まなければならな
い。中澤（2014）も，スポーツは学校教育下
に置きたがる傾向にあることや，谷口（2014）
も地域との連携を望まない教員文化が存在し
ていると指摘している。多くの国がリーグ戦
を導入しているにも関わらず，日本では短期
間で勝者を決めるトーナメント制の方がほと
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んどである。こうした旧態依然，既成事実や
固定概念の体質を限りなく打破し，変革しな
ければ変わることはない。本研究において提
案した，新部活動構想モデルもそうである。
中体連や高体連，各競技団体の協力も不可欠
である。試合出場を多くし，一戦必勝，負け
たら終わりではない環境をマネジメントする
ことに尽力すべきである。

すでに，高校サッカーでは，プリンスリー
グが実施され，リーグ戦化を試みているが，
既存大会に加わった形になり，過密日程から
敬遠されている。また，甲子園大会も，根強
い文化との戦いではあるが，様々な議論が沸
き起こりつつある。日本人の⽛弱きを助け，
強きをくじく⽜感受性，勝者の悪者化，弱者
への賞賛といったことも，リーグ戦化により
変容し，一シーズンをメンバー全員でどう戦
うか，負けても次がある考え方に変えていか
なければならない。もはや，各カテゴリー，
各競技だけにとどまることなく，大きく舵を
切る時期である。

失われた 20 年のように，今まさに手立て
しなければ，学校運動部活動の存在はやがて
廃止や消滅の可能性も十分考えられる。学校
で行われてきたということは，最低限の公共
サービスのひとつとして，誰もが享受できる
ものであった。スポーツに限らず，どんなこ
とにも共通しているはずであるが，楽しいだ
けでもなく，苦労や努力，挫折や挑戦を繰り
返しながら，成功体験を得ていこうとするな
かに，教育が包含されていることを忘れては
ならない。
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